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序章





　轟ごう々ごうと――鏖殺ミナゴロシの唸うなりを上げながら炎ほのおが踊る。

　熱せられた空気が風となって渦うずを巻き、炎の生み出す無数の光と影が、揺らめきながら入り乱れる様は――見るも鮮やかな地獄絵図だった。

　樹木が。屋敷が。土蔵が。土塀が。

　ありとあらゆるものが、炎の中で滅びを余儀なくされてゆく。たとえ燃え上がる事は無くとも、強烈な熱に晒さらされれば、変成や劣化は免まぬがれる事が出来ない。触れるもの全すべてに終わりをもたらしながら、炎は最も早はや、手の付けられない程の勢いに成長しつつあった。

　だが――その最さ中なか。

　悽せい愴そうな火災の現場に、独り立つ幼おさな子ごの姿が在あった。

　辺りに在る諸もろ々もろのものが熱に炙あぶられて燃え上がり、崩れ落ち、割れ砕け、あるいは溶け去るその最中に在りながら。その小さな身体からだを庇ひ護ごする者の姿も無く、衣服といえば襤ぼ褸ろ布同然の代しろ物ものが、わずかに引っかかっているだけという在り様で。

　怯おびえるでもなく。怒るでもなく。惑うでもなく。狂うでもなく。

　立って――



　……るぅぅうううううううああああああああああああああああああああああッ！



　――吼ほえていた。

　まるで獣の遠とお吠ぼえの様に、夜空に向けて歓喜の声を朗々と絞り上げる童児。

　炎ほのおの紅ぐ蓮れんに挑むかの如ごとく、漆しつ黒こくに染めた小さな身体からだを伸ばし、未まだ幼さの濃い顔で、血を吐くかの如く殺伐たる叫びを放はなつその様には、ひ弱さなど微み塵じんも窺うかがえず――鋼鉄の首輪から垂れ下がる無骨な鎖ですらもが、吼える幼おさな子ごに怯えるかの如く、ちりちりと小さく震えていた。

　終わるべきものの一つがここに終わり。

　始まるべきものの一つがここに始まる。

　その証あかしを立てるが如く、ありとあらゆるものに滅びをもたらす灼しやく熱ねつの真ん中で――猛たけき幼子は解放の悦よろこびに高々と吼えた。



    

  
    
      


第一章　砂さ上じようの日常





　何の前触れも無く世界はその在あり様を変えていた。

　あるいは前兆は在ったのかもしれないが……彼はそれに気付く事が出来なかった。仕事が忙しかった訳でもない。家庭が壊れていた訳でもない。強しいて言えば、平凡である事に慣れすぎていたのかもしれない。日常というものが、実はひどく儚はかなく脆もろいものであるという事を忘れていたというだけなのだろう。

「…………え？」

　我ながら間の抜けた声だと、彼は頭の片隅で思った。

　扉とびらの向こう側には、飽きる程に見慣れた朝の風景が今日も在る筈はずだった。何百回何千回と繰り返されてきた一日の始まり。だからこそ今日もまたそれは繰り返されるのだと――その事に何の疑問も彼は抱いていなかった。

　味み噌そ汁しるを温め、漬け物を切る、妻の背中に朝の挨あい拶さつをして。

　リモコンでテレビをつけて、朝のニュースなど聞きながら。

　少し遅れて起きてくる、低血圧気味の娘を苦笑で迎えて。

　そんな当たり前の朝が、今日も始まるのだと思っていた。それが綺き麗れいさっぱりと無くなってしまうなどとは想像もしていなかったのだ。

　いや……

「――にふ」

　全すべては確かに今もそこに在あった。

　見慣れた食卓。見慣れた椅い子す。見慣れた茶ちや碗わん。見慣れた急きゆう須す。見慣れた家族。

　欠けているものは何も無い。彼の平凡な朝を構成するべきものは全て揃そろっている。

　ただ――配置だけがおかしかった。

「にふふ。にふ」

　いつもは彼の後で、欠伸あくびをしながら不機嫌そうに、自分の部屋から降りてくる筈はずの一人娘が――今日に限って、既すでにそこに居た。

　片かた肘ひじを食卓について、笑いながらテレビを眺めている。画面では何が面白いのかさっぱり判わからない朝のバラエティ番組が流れている。今日の運勢。Ｂ型の貴方あなたは御用心。意外な出来事には落ち着いて対処して。

「にふふふふ」

　娘はひとしきりくぐもった声で笑ってから――ようやくそこで彼の存在に気付いたかの様に振り返ってきた。

「おはよう。パパ」

　そんな娘の側そばで、妻の顔はきょとんとした表情を浮かべていた。

　何が起こったのか分からないといった様子で口を半開きにしたまま――目玉焼きの皿と並んで食卓の上に載っている。そのぽけっと緩んだ顔の向こう側で、システム・キッチンに向かったまま――彼に背を向けて、首から下は立っている。その後ろ姿は本当にいつも通りだった。恐らく右手もまな板の上で包丁を握にぎったままになっているのだろう。

　ただ……首だけが食卓の上に在った。

『あら。どうして私はこんな処ところに居るのかしら？』

　そんな風に不思議がっている様にすら見える。

　恐らく――まるで熟練の空手家が、ビールの瓶の首だけを手刀で切り飛ばす様に――物もの凄すごい速度で首を刎はねられた結果、あまりに鋭利すぎるその切断に、妻の胴体は倒れる事も忘れてそこに立ち尽くしているのだろう。

　そう。朝の風景には何の欠落も無かった。

　ただし妻の首から上が胴体から離れて食卓の上に置かれていて。

　そして何な故ぜか娘がいつになく上機嫌で朝のテレビを眺めていて。

　食卓も椅子も茶碗も急須も全て――ぞっとする程に紅あかい斑まだら模様に塗装されていて。

　何一つ欠けていないのに、そこはもう彼の見慣れた我が家ではなくなっていた。

　ありとあらゆるものが意味を喪うしなって未知の魔界と化していた。

　その中心で――

「にふ。にふふふ」

　かつて彼の娘だった筈はずの何かが笑っている。

　爽さわやかでありながら、何ど処こかひどく陰惨に湿った印象の声で。

「お……まえ……？」

「にふふ。その声。その顔。私――もうドキドキしちゃうなぁ。にふ」

　娘の顔をした何かは右手で箸はしを掴つかみ、左手で食卓の上の生首を掴んだ。

「な……んで……」

　馬ば鹿かな事を問うている、という自覚は在あった。

　どんな言葉なら納得出来るというのか。どうしようもない事実がそこに在るだけだ。百万の言葉を連ねても目の前の現実は何も変わらない。誤解の入り込む余地など微み塵じんも無い。

「にふ。パパ。パパの身体からだからすっごくアドレナリンの匂においがするね」

　娘は箸を握にぎって真まっ直すぐ下に降ろした。

　ずぶりと見開かれたままの眼球に尖せん端たんが突き刺さり――更さらに深く深く潜り込む。娘が右に左にと手を捻ひねってから箸を倒して引っかける様にあげると、半なかば潰つぶれた眼球が視神経の糸を引きずりながら、眼がん窩かからえぐり出された。

「…………」

　彼は喘あえいだ。

　自分の中で何かが壊れていくのが判わかった。心と体が繋つながらない。歯車が空回りする感覚に焦あせる。恐ろしいのに逃げられない。叫び声すら上げられない。何が何だかまるで判らない。頭の中で意味とか常識とか道理とかが粉微塵に粉砕されてゆく。視界に映る世界は奥行きを失い、意味不明の色と形が氾はん濫らんする抽象画に成り果てていた。

「にふふふふふ」

　娘が笑いながら、母親の眼窩からえぐり出した眼球を――舐なめる。

　妙に尖とがった舌先がねたりと、眼球に絡み付く血管を確かめる様に這はい回まわる。次いで娘は口づけをする様に唇で眼球を挟んでから、呑のみ込こんだ。左右交互に頬ほおが膨らみ、まるで大きすぎるあめ玉をしゃぶっているかの様に、舌の上で何度も何度も母親から抉えぐり取った眼球を転がしているのが判った。

　丁寧に。執しつ拗ように。ひどく愉たのしそうに。

「……にふふふふ」

　嗚あ呼あ。違う。これはもう違う。

　彼は半ば麻ま痺ひした意識で考える。これはもう娘じゃない。人間ですらない。何かもう全まつたくどうしようもなく完全に別の何かだ。だってその影が。窓から差し込む朝日を浴びて、くっきりと壁に刻まれるそれが。もう明らかに人間の輪郭を逸脱していて。更さらに膨れあがって――まるで。

「ああ……」

　それともこれは全すべて幻影か。

　壊れていく心が描き出す実体無き狂気の形か。

　判わからない。判らない。判りたくもない。

　ぷちゅっ……と音を立てて少女の口の中で眼球が噛かみ潰つぶされる。

「にふふふふ。パパ。だぁい好き」

　彼は――娘の姿をした怪物が舌なめずりしながら近付いてくるのを、ただ、硬直して見ている事しか出来なかった。







　迎えはいつもの如ごとく七時半に来た。

「……ぐーれーんー」

　その後に『あーそーびーまーしょー』と付けたくなる様な、何ど処こか抜けた調子の声が扉とびら越しに聞こえて来る。毎度の事だが、朝も早くから気が抜けること夥おびただしい。

　しかし反射的に腕に巻いた時計を確認すると、きっかり七時半だ。

　のんびりしている様でいて常に正確無比――今まさに秒針が十の文字の上を通り過すぎてゆく処ところである。呼び鈴を鳴らして、名を呼んで、十秒丁度ジヤスト。これもいつもの事だった。

　ぐれん――紅ぐ蓮れん。

　それが彼の名だ。神かん薙なぎ紅蓮。

「あ～……ちょっと待ってろ」

「うん」

　扉越しに声を投げると、素直な返事が投げ返されてくる。

　これもまたいつもの事である。いちいち扉を開けて確認しなくても、紅蓮には声の主の姿が――どんな風にして待っているのか、おおよその想像がついた。

　両手で鞄かばんを持って。背筋を伸ばして。誰だれが見ている訳でもないのに朗ほがらかな――けれど少し気弱げな笑みを浮かべて。もしその姿を、印象の近い何かに喩たとえろと言われれば、『店先にお座りしながら飼い主が戻ってくるのを今か今かと待っている子犬』とでも紅蓮は答えるだろう。

「あぁ……くそ」

　自分の想像に急せかされながら紅蓮は洗面所兼脱衣所に向かった。

「…………」

　洗面台の前に立って――俯うつむく。

　不用意に鏡の中を覗のぞくと、見たくないものを見てしまう事が、ままある為ためだ。神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんという少年にとって自らを鏡に映す事は、心の準備が必要な行為なのだった。

　時間にして数秒の逡しゆん巡じゆん。

　意を決して紅蓮は視線を上げる。

　そして――

「……うあ？」

　紅蓮は唸うなる様に呟つぶやいた。

　鏡の中に居るのは十代後半と思おぼしき少年だ。

　顔立ちはやや線が細くて中性的だが、まあ『普通』の一語で括くくれる範囲内。

　ただ――恐らく何度も寝返りをうったせいだろう、髪の毛がそれはもう酷ひどい状態になっていた。元々中途半端な長さのせいで、寝癖がつくとまるでコントの『爆発現場から出てきた人』の様な状態になる。あっちに跳ね、こっちに跳ね、まるでまとまりの無い状態だ。

　そんな頭部の中で前髪の一部だけが――まるで老人の様に白い。

　勿もち論ろん、染めた訳ではない。こういう地毛なのだ。元々あまり校則の類たぐいが厳しくない高校なので、生活指導の教師に眼めをつけられる程でもないが――目立つ事は目立つ。当初は目立たないようにと黒く染めていたのだが、何な故ぜかすぐ色が落ちてしまい、すぐに面倒臭くなって止やめた。

　自分の髪ながら鬱うつ陶とうしい。この髪のお陰で無意味に目立つからだ。

　寝癖などついていれば尚なお更さらに、他人の眼からは奇異に映るだろう。

「……しょうがない」

　適当に水で髪を濡ぬらしてからヘアワックスを塗り込み、がしがしと櫛くしを入れて撥はねを押さえる。何とか見苦しくない程度に髪を落ち着かせた後、まるで鬼教官に急せかされた新兵の様に慌ただしく歯を磨いて、服を着替えて――それから出掛ける前の最後の確認。

　ガス良し。水道良し。電気良し。財布良し。携帯良し。

　朝飯は途中のコンビニで買えば良いだろう。いつもの如ごとく。

　最後に玄関先に置いてあった学生鞄かばんを掴つかんで――彼は扉とびらを開いた。

「――おはよう。紅蓮」

　既視感というか何というか。

　そこには……ほぼ想像した通りの様子で、一人の少女が微笑ほほえんでいた。

「おはよう。琴こと音ね」

　いつも通りの朝の挨あい拶さつを紅蓮は返した。

　笹ささ原はら琴音――それが彼女の名前だ。

　紅ぐ蓮れんにとっては十年来の幼おさな馴な染じみである。

　綺き麗れいな少女だ。とても可愛かわいらしい顔立ちをしている。

　だが……その事に気付いている人間は紅蓮を含めて少数だろう。

　顔の真ん中を横切る大きなセルフレームの眼鏡めがねのせいか。それともその奥で瞬まばたきを繰り返す気弱げな眼まな差ざしのせいか。あるいは何ど処こかぼんやりとした物腰のせいか。とにかく単純に顔立ちを見れば欠点らしい欠点も無い器量好よしの筈はずなのだが――この少女には何処か地味な雰囲気が在ある。積極的に他者に訴える様な派手さが無いのだ。

「待たせた」

「平気だよ」

　のんびりと頷うなずく琴こと音ね。

　これもまたいつものやり取りで、挨あい拶さつの続きの様なものだった。

　多少は時間の長短が在るものの、紅蓮はいつも迎えに来た琴音を待たせる。嫌がらせをしている訳ではなく、何度言っても琴音が早めに来てしまうからだ。待ち合わせをすれば、その三十分前に来て待っているのが琴音という少女である。彼女に言わせると『相手を待たせる位だったら私が待った方が気が楽だよ』という事らしいのだが――待って貰もらっている身としては、気が楽どころか落ち着かない。

「行くぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      「……うん」

　紅ぐ蓮れんは扉とびらに鍵かぎを掛けると、琴こと音ねと連れ立ってマンションの廊下を歩きだした。

　琴音は、半歩ばかり左斜め後ろを歩きながらついてくる。

　これが紅蓮と一緒に歩く時の琴音の定位置である。意識しての事かどうかは分からないが……琴音は紅蓮の真横には並ぼうとしない。

　半歩――およそ三十センチ弱のささやかな距離感。

　廊下の突き当たりでエレベーターを待っている時もそれは同じだ。

「ね……紅蓮？」

　囁ささやく様な声が紅蓮の左耳に触れた。

「なんだ？」

「学校には慣れた？」

「……同級生が聞くこっちゃないだろ、それは」

　思わず『お前は俺おれの母親か』と突っ込みそうになって紅蓮は思おもい留とどまった。

　親の話は琴音との間では厳禁だ。

　ただしこれは琴音の家庭に何か問題が在あるからではない。逆だ。彼女が必要以上に紅蓮の身の上を気にするからである。そもそも紅蓮にとっては『息子の様子を気遣う母親』というもの自体が、テレビや映画の定番的な演出から得た知識でしかなかった。

「お前はどうなんだよ」

　質問を投げ返しながら紅蓮は琴音とエレベーターに乗る。

　エレベーターの筺はこの中でも、琴音は紅蓮の半歩後ろが定位置である。

「私は問題無いよ？」

　肩越しに聞こえてくる琴音の声には、確かに不安も焦しよう燥そうも感じられない。

　どれだけ問題を抱えていてもこの幼おさな馴な染じみが表に出す事は無いだろうし――ましてや紅蓮にそれを告げて助けを求めて来る事も無いだろうが。何もかも自分の内側に抱え込む悪い癖が琴音には在ある。

　それはさておき……

「俺も特に問題無いよ」

　共に近くの公立高校に進学しておよそ半年。

　確かに紅蓮達たちに限らず、そろそろ一年生達は新しい環境に馴な染じんでくる時期であり……そうでなければ何らかの問題が表面化してくる時期でもある。

　だが今の処ところ……紅蓮の学生生活には特に目立った問題は生じていない。過去の教訓が生きている感じだ。派手な真ま似ねはせず。余計な行為もせず。ごくごく普通の学生として他ほかの生徒達に紛れていれば、そうそうややこしい事になったりはしない。

　実に平穏。実に平和。世はなべて事も無し。

　退屈な位だがそれが丁度良い。

　少なくとも紅ぐ蓮れんはそう思っていた。

「……前から思ってたんだがな、琴こと音ね」

　ぼんやりとエレベーターの扉とびらにはめこまれた硝子ガラス窓を眺めながら紅蓮は言う。斜め後ろに立っている琴音の姿がそこに映っていた。

「……なに？」

「お前の成績ならもっといい高校行けたんじゃないのか？」

　おっとりのんびりした言動のせいで、琴音の事を馬ば鹿かなのだと侮あなどる者も居るが――これは大間違いである。彼女はかなり頭が良い。中学の時も総合成績は学年で五位以下に落ちた事が無く、学年一位を取った事も多い。

　恐らく琴音は集中力と記憶力が並外れているのだろう。しかも真面目まじめな性格なのだから、現行の教育制度の中では成績優秀で当然である。その一方で誰だれもが持ち合わせている様なごく当たり前の知識が抜けていたり、注意を忘れていたりして、ひどく間が抜けた事をしてしまう事はままあるが――こういう部分が試験の成績に表れる事はまず無い。

　思い込みや思い入れが半端無く激しくて。

　その結果として妙に視野が狭い。

　これらは昔から変わらぬ琴音の特徴だ。

「……行けなくはなかったけど」

　琴音は朗ほがらかな口調で言った。

　恥じるでもなく。照れるでもなく。

　名を問われて名乗るかの如ごとく、至極当然といった口調で。

「それじゃあ紅蓮の近くに居られないし」

「…………」

　沈黙する事数秒。

　ちん……と何ど処こかレトロな鈴の音を立ててエレベーターが一階に着く。何か反応を急せかされた様な気分になって――とりあえず紅蓮は仏頂面を選んで取り繕つくろった。

「それは何か？」

　エレベーターから降りると眼めを細めて琴音を振り返る。

「俺おれが頭悪いって言いたいのか？」

「え？　ち……違うよ、そんな事ないよ!?　そんな事言ってないよ!?」

　少し慌てた様子でぶんぶんと首を振る琴音。

　手ぶらなら両手をも振っていた事だろうが、生あい憎にくと今は鞄かばんでその手は塞ふさがっているので、代わりに激しく彼女は首を振る。頭の動きに合わせて――後頭部でリボンに束ねられた長い髪が、尻尾しつぽの様に何度も揺れた。

「全然そんな事思ってないよ!?」

「まあ確かにいつも琴こと音ねには勉強教えて貰もらってるけどな」

「思ってないよ？　思ってないよ！」

「確かに一度も琴音にテストの点で勝てた例ためしも無いけどな！」

「思ってないってば！」

「不得意教科とかダブルスコアだしな！」

「思ってないのに……」

　悄しよ気げ返る様な表情で琴音が呟つぶやく。よくよく内容を考えれば気落ちすべきは紅ぐ蓮れんである筈はずなのだが――まあそれはさておき。

「……冗談だよ」

　苦笑を浮かべる紅蓮。

　エントランス・ホールを抜けてマンションを出る。

　そこには――見慣れた風景が延々と広がっている。

　地図としては、ぎりぎり首都圏内ではあるが……あまり高層建築の姿は無く、ほんの少し視線を転じれば雑ぞう木き林ばやしやら田畑も見る事が出来る。晩秋を迎えて色づく木々の梢こずえの向こうには、乾いて透明感を増した空が何ど処こまでも青々と広がっていた。

　特別な物は何も無い。

　けれど……この何の変哲も無い平凡な景色の中を、のんびり歩くのが紅蓮は好きだった。

　学校までは紅蓮の脚でおよそ三十分の距離だ。小柄な事に加えて、全体的に歩調の遅い琴音に合わせても四十分と少し。現在時刻は七時四十三分――のんびりと歩いても八時半の始業時間には間に合う計算だった。

「とにかく……」

　実に平凡な――いつも通りの朝。

　これ以上は望むべくも無い位に、穏やかな時間の繰り返し。誰だれもが呆あきれる位に普通で尋常な高校生の生活。まるで醒さめない夢を見ているかの様な気持ち。

　悪くない。本当に悪くない。

　だから……

「大丈夫だ。問題無いよ」

　これまでも。これからも。

　自分に言い聞かせる様に紅蓮は言った。







　組織というものはその性質上――大なり小なり外部の存在を拒む傾向が在ある。

　内と外を分けるからこそ、集合体が成り立つのだ。それがどれだけ外に向かって開かれた構造を持っていても、組織の構成員とそうでない者との間には、厳密な境界線が存在する。実質的にはたとえ名簿上の一行、身分証一枚の事であっても、それは組織というものの『器うつわ』として必要なものなのだ。それが無ければ、輪郭の無い中身は、だらだらと外にこぼれて無くなってしまう。

　その意味で……警察という組織は特に身内意識が強い。

　彼等らの仕事場に入り込んだ招かれざる客は、その事を意識するだろう。露骨な嫌悪感や敵意を示す程に彼等も愚かではないが――どの警官も常に異物たる相手に注意を向けている。向けざるを得ない。異物とはしばしば組織を崩壊させる原因となるからだ。肉体組織に挿入される刃物や銃弾と同じく。警察の様に特定の機能に特化した組織は尚なお更さらにそういうものには敏感に反応する。

　故ゆえに――

「――やぁ。どうもどうも」

　へらへらと笑いながら現場検証に加わってきたその男は、異例中の異例だった。

　恐ろしく剛胆なのか。それとも単に鈍感なのか。

　まるで周囲の警官達たちから向けられる視線を気にしていない。誰だれもが『なんだこいつ？』と胡う散さん臭くさそうに一いち瞥べつを投げ掛けているというのに全まつたく平気な顔をして、『立入禁止』の黄色いテープで封じられた現場を歩き回っている。

　しかもその――風ふう体てい。

　中途半端な長さの髪と、無ぶ精しよう髭ひげと、までは未まだ許せるとしても、黒いジーンズに白い革のジャケット、指輪や腕輪といった銀のアクセサリ、更さらには丸レンズのサングラス、そして――とどめにジャケットの下はカンフー・シャツである。

　映画や漫画の中に出てくる麻薬密売人の様な印象だ。

　実際にそんな分かり易やすい、記号的な格好をしている密売人など居る筈はずも無いのだが――ともあれ警官達の仕事場にそういう格好で来る事そのものが、正気の沙さ汰たではない。

　まして……この現場。

　猟奇殺人とも言うべき凄せい惨さんなこの事件の現場に、ひどく気楽な調子で入り込んでくる態度は警官達の神経を逆さか撫なでする。する――筈なのだ。

　なのに……

「なるほどなるほど。あ――すんまへん。ちょっと見せてもろてよろしいですか。はあはあ。こりゃ――なるほどねえ。ああ、どうもありがとうございます」

　とその男は微妙に標準語とはずれた抑揚と言葉で――恐らくは関西の方言だ――言いながら警官達の間を歩き回っている。のみならず現場検証で刻々と作成されていく資料を横から見たり、既すでに誰のもので何人分なのかさえ定かではない位に破壊されきって、布を掛ける事すら出来ない様な遺体を眺めたり、あるいは遺留品らしきものに触ったりしている。

　さすがに手袋は付けている様だがこれは――

「ちょっと――すいません」

　耐えきれなくなって、その若い警官は男に声を掛けた。

「貴方あなた……何なんですか。関係者以外は立ち入り禁止ですよ」

　勿もち論ろん、この小さな建て売り住宅の周りには警官が立っていて、無関係な野次馬など入り込む余地は無い。逆に言えば玄関か裏口かを固めている警官が通したからこそ、この胡う乱ろんな男は此こ処こに居る訳だが――だからといってこの男が警察関係者とも考えにくい。伝統と格式を重んじる強固な組織であればある程に、自分勝手スタンドプレーを許さないものだし、だからこそ自己主張の激しい格好は基本的に嫌われる。悪目立ちするなら尚なお更さらの事だ。少なくともその若い警官は、こんな格好の同僚を見た事が無かった。

「ああ。すんませんな。お邪魔する気はないんですわ」

　言いながら男は懐ふところから一枚の名刺を取り出した。

　いや――それは本当に名刺なのか。

　漢字は書かれていたが、それが住所や名前にはとても見えない。印章ハンコに使う様な、旧書体を更さらに崩した様な字がびっしりと書かれ、更には余白に奇妙な模様が――電子回路とも血管図ともつかない様なものが描かれている。

「……？　………………」

　辛かろうじて読めた一文は――『急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう』という漢字の連なりだが、何の意味が在あるのかと考える前に、警官の意識はかちりと切り替わっていた。

「ひょっとした、らうちらの仕事絡みかもしれへん思て入らせてもろたんですが」

　男は名刺を懐に戻しながら言った。

「は。お疲れ様です」

　敬礼をして警官は言った。

　既すでに男を訝いぶかしむ意識は欠片かけらも無い。

「殺されたのはこの家の住人、全員？」

　男は大量の血と肉で紅あかい斑まだら模様を描かれた部屋を見回して言った。

「そう考えられていますが――」

　不審も不安も覚えず、若い警官は機械的に答えた。

「何なに分ぶん、この状態ですので。何人分になるのかは未まだ」

　死体は部屋中に散在していた。

　腕とか脚とか首とかそんな生なま易やさしい状態ではない。

　一番近い単語を探せば『挽ひき肉にく』だ。

　もうどの部位なのか、一見して理解出来ない程に破壊されきっていて、死体と呼ぶのさえ躊躇ためらわれてしまう。それはもうどうしようもない程に肉でしかなく、血でしかなく、骨でしかなかった。

　当然の如ごとく、猛烈な血臭は未いまだ室内に凝こごっているが……警官達たちが一人も気分を悪くして胃の中の朝食を吐き出さないのは、経験というよりも、それがあまりに非現実的な光景だからである。むしろ中途半端に人間の原形を留とどめた腐乱死体の現場に踏み込む方が、遙はるかにきつい。

「つまり親子三人分が此こ処こに在あるとは限らない？」

「それはそうかもしれません」

　こんな状態で死体の数など確認出来る筈はずも無い。

　そもそも本人確認をするなら、遺伝子照合でもしなければならないかもしれなかった。何しろ指紋や眼紋はおろか歯形すら確認出来そうにない在り様だ。

「まあそうやろな。順当っちゃ順当な処理か。頭悪ぃけど」

　呟つぶやく様に男は言って――それから顔を上げると笑いながら言った。

「やぁ――どうもありがとうございます。ほな、私はこれで」

「は。お疲れ様です」

　再び敬礼して男を見送る警官。

　男は軽く敬礼を返して――他ほかの作業中の警官達にも『どうもどうも』と声を掛けながら立ち去る。その姿は実に自然で淀よどみない。だからという訳ではないのだろうが――

「…………？」

　ふと我に返る。

　一分後――若い警官は胡う散さん臭くさいその男の事など綺き麗れいさっぱりと忘れていた。







　教室には馴な染じみのざわめきが満ちていた。

　時刻は八時二十五分――始業五分前。

　既すでに教室には八割方の生徒が揃そろっていて、教室の空気が暖まっている印象である。外気との温度差や湿度差が生じているのか、窓はいずれも曇り気味だ。

　可も無く不可も無く。大きな変化も無く。

　やはり通学路のそれと同様に、平凡な晩秋の朝である。

「……ん」

　いつも通りの教室風景にささやかな満足感を味わいながら――紅ぐ蓮れんは自分の席に鞄かばんを置き、上着を脱いで椅い子すの背に引っかけた。少し離れた席では琴こと音ねも同様に鞄を降ろしている姿が見える。

「今日も普通だ。うん」

　満足げに頷うなずく紅ぐ蓮れん。

　昨日と同じ今日。今日と同じ明日。

　細かく緩やかな変化は在あるものの――基本的には代かわり映ばえのしない毎日。

　この平凡な日常に、倦けん怠たいと焦しよう燥そうを覚える者も居るだろう。むしろ今この教室の中でもそう感じる生徒の方が多いかもしれない。特に十代の少年少女にとって――日々の成長が著いちじるしい者にとって、刺激に乏しく、変化に乏しく、型に填はめられた様な環境が窮屈に思えるのはむしろ当然だ。

　だが紅蓮はその種の不満を覚えた事が殆ほとんど無い。

　平凡でいい。無難でいい。普通でいい。

　紅蓮は本当にそう思う。

　どれだけそれが素晴らしい事か。紅蓮はそれを知っている。

　まあ、そんな事を言うと琴こと音ね以外の同級生達たちは『爺じじむさい』と笑うのだが。

　例えば……

「なあなあ神かん薙なぎ」

　などと声を掛けてきた隣の席の同級生――遠とお野の謙けん吾ごもその一人だ。

　筋骨逞たくましい大柄な体格で頭も角刈りという、全身で『スポーツやってます』と主張しているかの様な少年である。顔立ちなんぞはとても高校一年生に見えない位に、ごつごつした厳いかついおっさん系だ。

　対して性格は人ひと懐なつっこいというか、物もの怖おじしないというか――悪く言えば、馴なれ馴なれしい。若干、学級内では浮き気味というか、今一つ馴な染じみきっていない紅蓮に対しても結構、親しげに声を掛けてくる変わり種だった。まあ単に席が隣で話し掛けやすいというだけの事なのかもしれないが。

「二限のリーダー予習してきたか？」

「してない。俺おれは今日あたらないだろ」

「ああくそ。忘れてたぜ、俺あたりそうなんだよな」

　謙吾は呻うめく様に言う。

「立川の奴やつ……うるさいからなぁ」

　英語の立川教諭は今時珍しい頑固オヤジ型の教師である。さすがに昨今の風潮に気を遣ってか体罰には出ないものの、出来の悪い生徒には物もの凄すごい勢いで怒鳴るので、生徒達には割と怖がられ――そして鬱うつ陶とうしがられてもいたりする。

「出席番号順に当たるの分かってんのに、してない方が悪いだろ」

「そりゃそうなんだが。ああもう誰だれか予習してねえかな」

　誰が当たるかはっきりしているのなら当然だが――立川教諭の英語は、自分の番が回ってこない限り予習もしない生徒が多い。少なくとも自分の番でもないのに真面目まじめに予習をしている生徒を、紅ぐ蓮れんは一人しか知らない。

「琴こと音ねはしてるかもしれないけどな」

　というか十中八九しているだろう。

「笹ささ原はらか？　おお――確かにそんな感じだ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締めて謙けん吾ごは言った。

「よし神かん薙なぎ。今すぐ俺おれの代わりに要点教えてと笹原に頼むんだ」

「なんでだよ。自分で頼めよ」

「万が一にも断られたら後が無いんだ。分かれよ」

「だから何で俺なんだよ」

　まあいくら同級生といっても、殊更ことさらに親しくもない相手に、この手の頼み事はしにくいのだという事は分かるが。

「だから彼氏の頼みなら断らないだろ？」

「だから彼氏じゃねえっての。お前こそいい加減に分かれ」

　などと言いつつも琴音の方を振り向く紅蓮。

　まあ立川教諭の怒鳴り声は、他人に向けられているとしても、あまり聞いていて気持ちの良いものではない。他人から要点を聞いただけでどれだけ役に立つのかは分からないが、仲介をしてやる位は構わないと思ったのだ。恐らく謙吾が直接頼み込んでも、琴音の性格からして拒みはしなかっただろうが。

　ただ――

「…………？」

　紅蓮は眉まゆを顰ひそめる。

　彼の幼おさな馴な染じみは、何やら困った様子で溜ため息いきをついていた。

　珍しい。いつもなら彼女はすぐにてきぱきと一限目の教科書やノートを机の上に出し、準備万端といった様子で授業が始まるのを待つ。予習の件からも分かる様に、学業に対して常に真しん摯しな態度を崩さない典型的な優等生なのだ。だが今日に限って琴音は、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを何度も何度も瞬まばたかせながら未まだ何も出ていない机の上を眺めていた。

　いや……よく見れば違う。

　彼女の視線は机の端はしに引っかかっている。

　中からほんの少し引き出された――膝ひざの上に落ちかかった白いものに。

「……どうした？」

　立ち上がって琴音の側そばに歩み寄る紅蓮。謙吾も一緒についてくる。

「それ――」

　手に取るまでもなく、近寄ればすぐにその正体は分かった。

　封筒――手紙だ。

　今時よくもまあと呆あきれざるを得ない程に古風なそれは……中身こそ未まだ確かめてはいないが、恐らく懸想文ラブレターだろう。丁寧に糊のり付づけされた白い封筒には毛筆で書いたらしき文字で『笹ささ原はら琴こと音ね様へ』とだけ記されていた。琴音は恐る恐るといった様子で封筒をひっくり返したが、差出人の名前は無し。恐らくは中の本文に書かれているのだろう。

「……紅ぐ蓮れん」

　琴音は途方に暮れた様子で紅蓮を振り返ってきた。

「なんだよ？」

　顔をしかめる紅蓮。

　とはいえ続く言葉はおおよそ見当がついた。

「どうしよう」

「いや……俺おれに聞かれてもな」

　予想通りの言葉に頬ほおを掻かきながら紅蓮は呻うめく様に言う。

　そこへ――ふと。

「どうしたの？」

　琴音の斜め後ろに座る女生徒がそう尋ねてきた。

　恐らくは琴音の様子が普段と違うと気付いたのだろう。

「あ……杉すぎ崎さきさん」

　琴音が顔を上げて相手の少女を見つめた。

　肩に少し掛かる位で揃そろえられた癖の無い髪と、すっきりした目鼻立ちが特徴である。清潔感のある美人とでも言おうか。少し背が高い事もあって同世代の少女達たちよりは少し大人びた印象がある。

　杉崎由ゆ奈な。

　割と琴音と仲の良い同級生だ。席が近い事に加えて、出席番号でも並んでいる為ため、接する機会が多い様で、よく琴音と話をしている姿を見かける。琴音を間に挟んでの事ではあるが――紅蓮も由奈と言葉を交わす事は少なくなかった。

「ちょっと……困っちゃって」

　琴音は気弱げに笑いながら言う。

「困ったって何が？」

「うん……」

　曖あい昧まいに言って再び視線を自分の膝ひざの上に落とす。

「あ――それって」

「なんだ？　果たし状か？」

　紅蓮の背後から肩越しに覗のぞき込こんで謙けん吾ごが言う。

　まあ時代錯誤な感じに毛筆で書かれた文字を見ていると、そんな発想になるのも無理は無いが――紅ぐ蓮れん相手ならともかく、いくら何でも人畜無害を絵に描いた様な琴こと音ねにそんなものを送りつけてくる奴やつは居ないだろう。

「そんな訳ないでしょ」

　苦笑して由ゆ奈なが言った。

「ラブレターよラブレター」

「笹ささ原はらに？」

　言ってから謙けん吾ごは紅蓮の方を振り返る。

「――何だよ」

　紅蓮は顔をしかめた。

　まあ何を言いたいのかは大体分かっていたが。

「いや。紅蓮の彼女にラブレターって……無茶な奴も居るもんだと」

　謙吾は呆あきれた様子で言う。

　だが――

「違うよ」

「違うな」

　ほぼ同時に紅蓮と琴音はそう答えていた。

「でも……いつも一緒に登校してくるよね？」

　由奈まで首を傾かしげてそんな事を言ってくる。

「……よく見てんな」

「え？　うん――まあね」

　少し慌てた様に頷うなずく由奈。

　その意味を深くは考えず――紅蓮は溜ため息いき混じりに説明した。

「この際ちゃんと説明しとく。中学の頃ころからよく勘違いされるけどな。俺おれ達たちは幼おさな馴な染じみってだけだ。一緒に登校するのも通学路が同じだからだし……一時期、俺は笹原の家に居候いそうろうしていた事があるからな。まあその時の続きっていうか名な残ごりっていうか。つか……これって杉すぎ崎さきには、前に言わなかったか？」

「そうだっけ？　……そうなの？」

　由奈は琴音の方を振り返って尋ねる。

「うん」

　琴音はこっくりと頷いた。

「なるほど。同どう棲せいしてたのか！」

「同居だ同居。不穏当な言葉を使うな」

　眼めを輝かせて言う謙吾に紅蓮は唸うなる様な口調で言った。

「だからまあ、兄妹みたいなもんなんだよ。俺おれと琴こと音ねは」

「そうだね」

　と琴音も確認する様に頷うなずいている。

「一緒に登校する位は普通の事なんだよ。別に変でも特別でもないの」

「ふぅん？」

　由ゆ奈なはしばらく何事か考えている様だったが。

「じゃあ――琴ちゃん、彼氏って居ないんだ？」

「居ないよ」

　即答する琴音。

「だったら別に問題ないでしょ。ひょっとしたら凄すごく格好かつこいい人かもしれないじゃん？」

「駄目だよ」

　これも即答である。

「なんで？」

「私は――」

　琴音は静かな口調で言った。

「紅ぐ蓮れんが、ちゃんと幸せになるまで、そういうのは考えられないし」

「…………は？」

　由奈と謙けん吾ごが眼めを丸くする。

「――え？　なに？　なんだそれ？」

「神かん薙なぎ君は関係無いんじゃないの？」

「いや――その」

「私は紅蓮を幸せにしなきゃいけないから」

　紅蓮が口を挟む前に琴音はきっぱりとした口調で断じた。

「…………」

「…………」

　溜ため息いきをついて片手で顔を覆おおう紅蓮と――きょとんとした表情で琴音を見つめている由奈と謙吾。

　やがて――

「…………神薙」

　戦せん慄りつの表情で謙吾は紅蓮を振り返った。

「なんだよ」

「薬か!?」

「なにが？」

「それとも催眠術か何かか？」

「だから何が」

「お前――どうやって洗脳を!?」

「するか！」

　紅ぐ蓮れんは喚わめいた。

「じゃあ、なんなのだ――笹ささ原はらのコレは!?」

「やかましい、いいからお前らはもう黙れ！」

「いいや黙らない！　納得いかん！　お前、絶対何か笹原の弱よわ味み握にぎってるだろ!?」

「握ってねえよ！」

「じゃあ実は笹原は未来から来たお前の子孫で、お前が幸せな結婚をしないと存在が消えてしまうとかそういう設定か！」

「訳わかんねえ事言うな！」

「何がこうまで女心を掴つかむのか！　何か秘ひ訣けつがあるなら御教授願いたい！」

「ねえよ!!　あってもお前にだけは教えねぇよ！」

「五百円までなら払うからっ！」

「安いなおいっ!?」

　胸倉を掴んで来る謙けん吾ごの手を払い除のけて紅蓮は言った。

　おまけに……

「じゃあ一緒に住んでいたのをいいことに、琴ちゃんの着替え写真とか撮って脅してるとかじゃないの？」

　由ゆ奈なまでがそんな事を尋ねてくる。

「お前等は俺おれをどういう眼めで見てるんだ!?」

　紅蓮は唸うなる様に言ってから琴こと音ねを指差した。

「こいつが勝手にそう言ってるだけだっつーの」

「だからなんで？　兄妹みたいなものって言ってたけど、そういうノリ？　お姉ちゃん、アンタがお婿に行くまでは結婚できないわーとかそんな」

「まあそんな感じっつーか……」

　言葉を濁す紅蓮。

　琴音と彼の関係を他人に説明するのは難しい。いや――端的に説明する言葉はあるにはあるが、それを口にするのは憚はばかられた。

　話しても聞いても楽しい話ではないからだ。

「意外。むしろ琴ちゃんが妹って感じだけどね」

「そ……そう？」

　何な故ぜか赤面して言う琴音。

「私――長女だけど。それっぽくないのかなあ」

「ああ。妹さん居たんだっけ」

「うん」

　琴こと音ねが頷うなずき――そこで始業の鐘が鳴った。

「……と。また後でな」

　紅ぐ蓮れんはそう告げて――謙けん吾ごの襟えり首くびを掴つかんで自分達たちの席に戻った。

　他ほかの生徒達も雑談を中断してそれぞれの席に戻っていく。紅蓮に引きずられながら、しかし謙吾はばたばたと両手を振り回して言った。

「あ、しまった、神かん薙なぎ、笹ささ原はらに要点教えて貰もらってねえ！」

　そういえば元々はそういう話なのだった。

「ああもう――次の休み時間の時に頼んでやるから！　それで間に合うだろ」

「おう。よろしく」

　途端に落ち着きを取り戻して謙吾は鷹おう揚ように頷く。この少年はこういう処ところが露骨というか、良くも悪くも分かり易やすい。だからこそ紅蓮も付き合い易い訳だが。

　鐘の音が鳴り終わり――短い静寂が教室に満ちた。

　普段ならここで担任の暮くれ林ばやし教諭が入ってきてホームルームの時間が始まる。

　だが――

「……？」

　生徒達はいずれも怪け訝げんそうな表情で教壇を眺めた。

　教室に入ってきてそこに立ったのが暮林教諭ではなく、教頭の谷口教諭だったからだ。

　担任でもなければ一年の教科を担当している訳でもない谷口教頭が、この一年Ｂ組の教室に入ってくるのは非常に珍しい光景だった。

「あー……」

　既すでに高齢の谷口教頭は、白い口くち髭ひげの間から唸うなる様に曖あい昧まいな声を漏もらしつつ、チョークを手にすると黒板に大きくただ一言――『自習』と書いた。

　先程までとは、質の異なるざわめきが教室に広がってゆく。

　谷口教頭は生徒達を振り返って言った。

「暮林先生はお休みです。なのでこの時間は自習という事にします」

「――教頭先生」

　由ゆ奈なが片手を挙げて言った。

「暮林先生――病気か何かですか？」

「あー……いや」

　谷口教頭は困惑の表情を浮かべて答える。

「現在、確認中です」

「…………」

　顔を見合わせる生徒達たち。

　確認中。それはつまり――事前に本人から欠勤する旨むねの連絡は無かったという事だ。始業時間になっても暮くれ林ばやし教諭が職員室に来ないので、一年Ｂ組の一限目は仕方なく自習と決定されたのだろう。暮林教諭の欠勤が予あらかじめ判わかっていれば、他ほかの授業なり何なりを時間割に填はめ込こむ事も出来た筈はずである。

「とにかく自習で」

　谷口教頭は言い訳がましい口調でそう告げると一年Ｂ組を後にした。

　急病か。事故か。それとももっと別の用事か。

　教室内に満ちるざわめきがその濃さを増してゆく。

「暮林の奴やつが休むって珍しいよな」

「健康だけが取り柄えですみたいな感じだもんね」

「ぱっと見、古文より体育の教師っぽいよな」

「車に轢ひかれたとかじゃね？」

「それだったらすぐに学校に連絡入るだろ」

　しばらく生徒達の間では憶測が飛び交っていたが――すぐに話題はそれぞれ別のものに変化していった。推測するにはあまりに情報が少ないし、そもそも大多数の生徒達にとって教師の欠勤理由など興味の対象外だ。それよりも折せつ角かく降って湧わいた自由時間をどう使うかの方が重要だった。

　再び、始業前同様の雑然とした空気が教室を満たす。

　呑のん気きにざわめく生徒達の中――『自習』の文字だけが白々しく残っていた。







　住宅街の片隅に――路肩に一台の車が停車していた。

　白黒パンダ模様のミニ・クーパーである。

　いわゆる外車ではあるが、日本の街では特に目立つ様な大きさでも厳いかつさでもない。こじんまりとした車体は、極めて無難に周囲の風景に溶け込んでいるので、車好きでもない限り殊更ことさらに注目する者も居ないだろう。

　その中で――

「恐らく当たりです」

　携帯電話を片手に運転席の男は言った。

　二時間前――殺人現場に入り込んでいたサングラスにカンフーシャツの人物である。

　車内の人影は彼のみ。助手席には薄型のノート・パソコンが開いて置かれていた。

　ノート・パソコンの液晶画面デイスプレイに映っているのは一人の少女の写真だ。

　それも一枚ではない。あちこちからかき集めてきて取り込んである様で――十枚余り表示されたその写真は、解像度も大きさもてんでばらばらだった。

「被害者は父親の暮くれ林ばやし隆たか文ふみ、四十二歳とその妻、牧まき恵え、四十歳。両者の間には中学三年生の娘が一人います。暮林恭きよう子こ。十五歳」

　ここで男は一息ついてパソコンを操作。

　別の――箇条書きらしい文字列が現れる。

「暮林隆文は高校の古文の教師で、出勤しないのを怪け訝げんに思った高校が、午前八時半過すぎには電話を入れています。正確な死亡時刻は警察の鑑識待ちとして――高校まで通勤時間がおよそ二十分ですから、恐らく朝の八時過ぎにはもう殺されとったんでしょうな」

　殺伐とした内容を、男はまるで世間話の様な口調で喋しやべっている。

　故意に平静を装っているのでないなら――それが、彼にとっては世間話程度に日常的な話題だという事なのだろう。

「発見者は宅配便業者。午前十時七分、配達員が暮林邸を訪れた際に、玄関がわずかに開いたままになっとるのに気付いて、中を覗のぞいてみたら、玄関にまで飛び散っていた血けつ痕こんと血臭とで異常に気付いて通報――っちゅう流れですわ」

　どうやら現場検証の場に入り込んだ以外にも、色々と調べてきたらしい。

　だが『警察の鑑識』などという表現をするという事は――やはりこの男は警察関係者ではないという事か。

　しかし公権力の様な後ろ盾でもない限り、今の日本で個人の資料を集めるのには、それなりの時間が掛かる。写真一枚、名簿一冊の流出が大問題になる昨今、何の後ろ盾も無い人間が『ください』と言って回った処ところで、個人情報を得られる筈はずもない。二時間や三時間では顔写真を集めるのは難しいどころか、不審者扱いされてしまうだけだ。

　一体この男はどうやって情報を集めてきたのか。

「警察は未いまだ三人分、現場に散らばっとると思ってるみたいですけど。ありゃ私が見た限りは父親と母親の分だけですわ。恐らく徹底的にバラしたのはそれを――何人分かわからんようにする為ためやと思います。推理小説なんかでよくある手ですわな」

　一枚の絵として組み上げられたパズルに、欠けている所が在あれば一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　だがピースの状態でばらまかれたそれに欠落が在るかどうかを確認する為には――実際に上組み上げて確かめる為の手間を掛けねばなるまい。判断するものがそういう行為に慣れていないならば尚なお更さらだ。

　逆に言えば――見慣れた人間なら気付くかもしれない。

　ピースが、本来在るべき量に比べて少ない事に。

「でもって学校にも行ってないとなったら――まあ親子揃そろって解体バラされたんだと思いますわな。普通は。ええ。暮林恭子は現在行方不明です」

　そこで一息ついて――男は言った。

「犯人はこの娘でしょうな」

　それは、つまり、十五歳の女子中学生が自分の両親を殺害した上、自分も一緒に殺されたのだと思わせる様に――少なくともそう警察が考える様に仕向けて初動捜査を遅らせる為ために、遺体を何人分かも判わからない位に潰つぶして撒まいたという事か。

　少なくともこの男はそう判断しているのだ。

　もし傍かたわらに誰だれか居れば男の正気を疑ったかもしれない。

　倫理観の問題だけではない。たとえ道具を使ったとしても十五歳の少女が大人二人分の遺体を、原形も留とどめない程に解体するのは至難の業だろう。二時間にも満たないわずかな時間で、となると尚なお更さらだ。だがそれを――そんな不可能に限りなく近い行為を、件くだんの暮くれ林ばやし恭きよう子こなる人物が実行したのだとこの男はほぼ確信している。

「扉とびらを開けておいたのも、物もの盗とりか何かに見せかけたかったんとちゃいますかね。杜ず撰さんっちゃ杜撰ですが……」

　普通、単なる強盗は包丁で相手を刺し殺す事はあっても、わざわざ犠牲者を挽ひき肉にくにしたりはしない。その意味が無いからだ。

「とにかく両親を殺してますから、もう――ええ。その可能性が在ありますな。〈破は組ぐみ〉と〈滅めつ組ぐみ〉の用意お願いします。うちらは暮林恭子の位置確認に全力を尽くしますんで」

　言って男は携帯電話を切ると、車内の天井を仰あおいで溜ため息いきを一つついた。

「さて――早々に追い詰められれば良いんやけどなぁ」







　雑多な物音が壁越しに聞こえてくる。

　生徒達たちの話し声。教師の話し声。そしてその他諸もろ々もろの雑音。時折涼やかな音が混じるのは食器同士が触れ合う音だろう。ごくたまに悲鳴じみた嬌きよう声せいが上がるのは、何かをこぼしたとか落としたとか――そんな理由からか。何にしても授業中の物音としてはかなり独特のものだった。

　それを背中で聞きながら……琴こと音ねは独り黙々と手にした文庫を読んでいた。

　廊下に椅い子すを置いて、彼女だけが教室の外で授業が終わるのを待っている。

　まるで、何か授業中に余計な真ま似ねをして追い出されたかの様にも見えるが――勿もち論ろん違う。琴音は教師の許可を得て此こ処こに居るのだ。むしろ彼女の処遇について困り果てた末に、教師が妥協案として出してきたのがこの位置なのである。

「――そういや笹ささ原はらさんて前も調理実習の時、居なかったよね」

「…………」

　ふと聞こえてきた声に琴こと音ねは瞬まばたきをする。

　眼めは文庫のページに向いたままだが、視線が文字を追う動きは止まっていた。

「免除されてるみたいよ。授業」

「え？　なんで？」

「駄目なんだってさ。料理」

　喋しやべっている女生徒達たちは、まさか当人に聞こえているとは思っていないのだろう。雑多な物音に溢あふれた場所ではありがちな話だ。カクテル・パーティ効果――自分の名前が混じっている台詞せりふは雑音だらけの場所でも不思議と耳が拾い易やすいという。元々琴音は耳が良い事もあって同級生達の会話内容をほぼ正確に捉とらえていた。

「駄目って……下手って事？」

「尚なお更さら休んだら駄目じゃん」

「そうじゃなくって――火が怖いとか」

「は？　動物じゃあるまいし」

　…………等々。

　そんな同級生達の会話を聞いて琴音は小さく溜ため息いきをついた。

　笹ささ原はら琴音という少女は優等生である。

　品行方正なのは勿もち論ろんなのだが――中学の頃ころから成績も、ほぼ全すべての教科において学年上位を常に維持してきた。これは彼女の記憶力の良さに負う処ところが大きい為ためで、体育や美術といった実習系科目はさすがに平均的な成績となってしまうが……それでも総合的に見れば彼女は常に成績優秀者として教師達からも一いち目もく置かれていた。

　そんな彼女にとって例外的な弱点と言うべきもの。

　それが家庭科の実習と化学の実験だった。

　それも火を使う類たぐいのものが、彼女にとっては鬼門だった。

　火が――怖いのだ。

　琴音は火に関する心理的外傷トラウマを負っている。これは幼い頃の経験から来るもので、もう十年近くも彼女はこの精神的な問題に悩まされてきた。とにかく炎ほのおが怖く、何かが燃えているのを見ると、それがマッチだろうと蝋ろう燭そくだろうと、無意味に鼓動が高まり息苦しさを覚えてしまうのだ。扱うなどとんでもない。無理に近付けば気が遠くなる事すら在あった。

　これには医師の診断書も出ている。

　故ゆえに彼女はガスコンロ等を使う家庭科の調理実習と、バーナーやアルコール・ランプ等を使う化学の実験のみに限定して免除されているのである。

「…………」

　いつの間にか琴音の話題は、雑音の中に埋もれて聞こえなくなっていた。

　琴音は改めて文庫に視線を落として文字を追い始める。

　だが……

「琴こと音ね――」

「……紅ぐ蓮れん」

　名を呼ばれて顔を上げるとそこには紅蓮が立っていた。

「あの……授業は？」

「トイレだよ」

　何ど処こか複雑な表情で紅蓮は言った。

　困っている様な。哀れんでいる様な。あるいは怒っている様な。傍はた目めには何とも判じ難い――そんな様子だ。そして彼は、立ち去るでもなく教室に戻るでもなく、何か言いたげな様子で琴音の前に立っている。

　その様子を――琴音は自分に対する非難と受け止めた。

「ごめんね」

　少し眼めを伏せながら琴音は呟つぶやく。

「私――私が悪いのに」

「だから違うって言ってるだろ！　お前は――」

　半なかば発作的に琴音の台詞せりふを遮さえぎり…………しかし紅蓮は顔をしかめて口をつぐんだ。

　口をついて出掛けた言葉を無む理り矢や理り呑のみ込こんだのだろう。どれだけお互いに理解していても、改めて言葉にして出せば尚なお更さらに痛々しく響くという場合が在ある。それを紅蓮はよく分かっているのだ。

　そんな幼おさな馴な染じみを見上げながら、琴音は胸の内でそっと呟く。

（紅蓮は優しいよね）

　憎くて当然、恨んで当然、そんな相手に気を遣ってくれる。普段は、何もかも忘れたかの様に――まるでただの幼馴染みであるかの様に振る舞ってくれる。

　しかし気にしていない筈はずが無いのだ。

「俺おれは――」

　口を開いてみたものの、やはりその後は言葉にならない。

　やがて――

「……くそ」

　悔しげに首を振って、紅蓮は立ち去っていった。

「……紅蓮」

　呟きは勿もち論ろん、彼には届かず、琴音は――ただ歩調も荒く、苛いら立だたしげな彼の姿が廊下の角を曲がって見えなくなるまで見送っていた。

　また溜ため息いきを一つついて視線を文庫に戻す。

　だが眼は文章の上を上滑りするだけで、全まつたく意識の中に入ってこなかった。

「…………」

　脳裏を占めるのは……炎ほのおの紅あかだ。

　蝋ろう燭そくやマッチのものではない。

　世界そのものを染め上げるかの様に、傲ごう然ぜんと燃え上がる破滅の――

「――琴ちゃん」

　再び呼ばれて琴こと音ねは顔を上げた。

　だが今度は紅ぐ蓮れんではない。

　不思議そうに瞬まばたきする琴音の視線の先には由ゆ奈なが立っていた。

「杉すぎ崎さきさん」

「お裾すそ分け」

　言って由奈はペーパーナプキンの上に載った料理を差し出してくる。

　ハンバーガー……だろう。断言を憚はばかるのは、バンズも具もおよそ四分の一、つまり一口サイズに切り分けられているので一瞬、何なのかわからなかったからである。

「別に火を使ったものは食べられないって訳じゃないでしょ？」

「あ……うん」

「ちょっとでも授業に参加した方がいいでしょ。琴ちゃんは試食係って事で。忌き憚たんない意見をどうぞ」

「ありがとう」

　琴音は微笑ほほえんでミニサイズのハンバーガーを両手で口に運ぶ。

　まるで向日葵ひまわりの種を食べるリスの様な仕草でそれを食べて――

「あ。美お味いしい」

　世辞でも社交辞令でもなく琴音は言った。

「そう？　気を遣わなくていいよ？」

「違うよ。本当だよ」

　と琴音は力説した。

　実際……よく出来ていると思う。勿もち論ろん、琴音も有名ファーストフード店でハンバーガー位は食べた経験は在あるが、明らかに別物だ。

　だから琴音は力説した。

「何となくハンバーガーっていうと、そういう名前の食べ物みたいに思っちゃうんだけど。でも実際にはハンバーグをパンに挟んで作られてて……でも普通に食べるお店のハンバーガーって、あんまりハンバーグを食べてる～って印象無いの。でもこれってすごく……お肉を食べてるって感じの味がする」

「そっか。うん。色々凝こっちゃったからね。その甲か斐いあったかな」

　由奈は笑いながら言う。

　この時間の調理実習はかなり生徒の側に裁量が任されているらしい。肉料理だったら肉料理、揚げ物だったら揚げ物と、予あらかじめ決められた一定の範囲内なら何を作っても良いという事になっているそうだ。

「凄すごいな。私――料理とか出来ないから、凄く尊敬しちゃうよ」

「その気になったら琴ちゃんも出来るんじゃないの？　今時、電子レンジとかＩＨコンロ使えば火なんか全然見ずに済むよ？」

「そっか……そうかも」

　はにかむ様に笑う琴こと音ね。

　実をいえば、かなり早い段階から笹ささ原はら家にはＩＨコンロが導入されている。

　これは言うまでもなく琴音の為ためだ。それだけでなく彼女の父親が禁煙してもう十年以上になる。そもそも琴音は火そのものの存在を恐れる為――何かが灼やけ焦こげる匂においの類たぐいにも過敏に反応してしまう事が在あるのだ。

「あのさ。ちょっと……いいかな」

　由ゆ奈なはそう訊たずねてくる。

　その様子はいつもの明るい彼女のものだったが――何か違っている様な気がした。妙にぎこちないというか、躊ちゆう躇ちよ、いや、ある種の遠慮の様なものが感じられる。

「聞きたい事が、あるの」

「いいけど……授業は？」

「私の作業は終わったし」

　と由奈は苦笑を浮かべる。

　確かに先程のハンバーガーが成果物なら彼女の実習は事実上、終わっているだろう。

「それに笹原さんが心配だから見てきますって言ったら先生も『お願い』って」

「あ……ごめんなさい」

　琴音ははにかむ様にして俯うつむく。

『火が怖い』などという心理的外傷を抱えた生徒を担当するとなると、心理学の専門家でもない以上、どうしても扱いは慎重にならざるを得ない。教師としても気が重いだろう。かといって放置しておく訳にもいかないからこそ、この廊下の定位置が出来上がった訳だが……比較的仲の良い生徒に様子を見に行かせるのは、確かに良い方法だ。

　そんな事を琴音はまるで他ひ人と事ごとの様に考えるが――

「勿もち論ろん――口実だけどね」

　悪戯いたずらっぽく由奈が笑ってそう付け足してきた。

「口実？」

「ちょっと……話がしたくて。あまり他ほかの人には聞かれたくないから」

　休み時間の教室だと誰だれの耳が盗み聞きしているか判わからないし――と由奈は言った。

「今日のさ、今朝の事なんだけど」

　座っている琴こと音ねの横で、壁に背中を預ける様にして立ちながら由ゆ奈なは言う。教室の中の同級生達たちに聞かれるかもしれないという危き惧ぐが在あるのだろう――声は殊更ことさらに潜ひそめた、囁ささやくような調子だった。

「……今朝？」

　琴音は首を傾かしげる。

「ラブレターの話っていうか……」

　ちょっと躊ちゆう躇ちよする様な間を置いてから由奈は言った。

「琴ちゃんが神かん薙なぎ君と兄妹みたいなものだとか――そんな話」

「あ。うん」

「でさ。その。あれ――本当？」

「え？　え？　な……何が？」

　琴音は由奈が何を話題にしたいのか判わからない。

「その……だから」

　少し気まずそうに顔を伏せ、少し恥ずかしげに頬ほおを染め、由奈は言った。

「笹ささ原はらさんと、神薙君とが、別に付き合ってる訳じゃないって……話」

「うん。それは本当」

　と躊躇無く琴音は頷うなずいた。

「…………」

　由奈はしばらく困惑とも疑惑ともつかない表情で琴音の顔を眺めていたが――

「そう――なんだ」

　確認する様に言ってくる。

「うん」

　至極当然といった様子で琴音は頷いた。

　だがそれでも由奈は納得しきれなかったらしい。視線を琴音から逸そらし、爪つま先さきを揃そろえた自分の足を見つめて――続けた。

「琴ちゃん、神薙君といつも一緒だから、てっきり……その、恋人同士とか、そういうのだと思ってた」

「前にも言ったけど、違うよ」

「うん。そうだね。何度か聞いた。でも――さっきも」

　由奈はちらりと廊下を奥を見て言った。

　紅ぐ蓮れんが立ち去った方向だ。

「笹原さんの事、気にして……話し掛けてたでしょ？」

「それはそうだけど。でも違うの」

　琴こと音ねは言った。

「だって…………」

　そこまで言って――琴音は言葉を切った。

　あまり口にして愉たのしい話ではないからだ。

　だがそんな琴音の内心など由ゆ奈なに判わかる筈はずもない。彼女は怪け訝げんそうに琴音を振り返ってその先を促してきた。

「だって……何？」

「あ……その…………」

　どう言えば良いのだろう。

　迂う闊かつな物言いは――恐らく巡り巡って紅ぐ蓮れんをも傷つける事になる。これ以上彼を苦しめる事は琴音にとって本意ではなかった。

「私……」

　琴音は迷った末に――言った。

「紅蓮には……嫌われてるから」

「……はぁ？」

　意味が分からないといった様子で、思わず間の抜けた声を漏もらす由奈。慌てて周りを見回したのは、自分の声が大きすぎるのではないかと思ったからだろう。幸い――廊下に他ほかの人影は無く、教室内から聞き耳を立てている生徒も居る様子は無かったが。



    

  
    
      



    

  
    
      「何を言ってるのよ。いつも仲良さそうじゃない」

　由ゆ奈なは改めて声を潜ひそめ、琴こと音ねに向けて屈かがみ込こみながら言った。

「大体――嫌いな相手と毎日一緒に登校する訳ないでしょ」

「それは、単に、私の――義務だから」

　とりあえず比較的当たり障さわりの無い言葉を選ぶ。

「紅ぐ蓮れんも優しいから、それに付き合ってくれてるだけで……だから、その」

「義務……？」

　益ます々ます訳がわからないといった表情を浮かべる由奈。

　琴音は文庫本を閉じて――由奈を振り向く。泣き笑いの様な顔になりつつあるという自覚は在あったのだが、表情を押さえ込むのは難しかった。

　自らの罪を告白する事は毒抜きデトツクスにも似て――ある種の快感がつきまとう。

　勿もち論ろんそれを堂々と誇る事は出来ないが、いざ始めてしまえば止まらない、そんな自虐的で仄ほの暗ぐらい何かが確かに存在すると琴音は思った。

「昔ね、私、紅蓮に酷ひどい事しちゃった事があるの。だから、その、罪滅ぼし」

「……酷い事って……何……？」

　驚き半分、呆あきれ半分といった様子で由奈が尋ねてくる。

　だが琴音はそこで告白を止めた。

　つい発作的に内心を漏もらしてしまったが……これ以上、事情を喋しやべると、自分はともかく、どう考えても紅蓮の為ためにならない。とりあえず笑顔を取り繕つくろって誤ご魔ま化かした。

「そ……そんな事は別にどうでもいいと思うの」

「どうでもいって、琴ちゃん――」

「そ、それより、杉すぎ崎さきさん、どうしてそんな事をきくの？」

「………いや……その……」

　由奈はどうやら呆れている様だった。

「今までの流れで分からない？」

「え？　ご……ごめんなさい。分からない……けど」

「ああ……その……だからね」

　視線をまた自分の足あし下もとに向けながら由奈は独白するかの様に言った。

「琴ちゃんが……神かん薙なぎ君の彼女じゃないなら……私が……その……付き合っちゃってもいいかな……って……思ったりなんかして」

「…………」

　一瞬――きょとんとした表情で琴音は由奈を見つめる。

　意外だった。全まつたく思ってもみなかった。

　だが考えてみれば、紅ぐ蓮れんも高校生男子なのだから、彼女が居てもおかしくはない。むしろ居た方が紅蓮は幸せになれるだろう。それは琴こと音ねにとっても喜ばしい事だ。どうして今までこんな簡単な事に気付かなかったのか――と琴音は自分の間抜けさ加減に呆あきれた。

「本当？　杉すぎ崎さきさん」

「え？　あ――うん、一応」

　はにかむ様にして頬ほおを染め、視線を逸そらす由ゆ奈な。

　そんな彼女を見ていると――琴音は妙に嬉うれしくなった。

　杉崎由奈という少女について、琴音はある種の尊敬を抱いている。

　自分とは異なり何事にも積極的で、言動は明るく闊かつ達たつ、社交的で友達も多い。それでいて薄っぺらい感じや軽々しい感じがしないのは――いつも何ど処こかに余裕を持っているというか、心の中に『芯しん』の様なものが在あるからだと琴音は思う。

　そうでなければ普通は周囲に振り回されて、何処か言動がいい加減な感じになってしまうだろう。何の『芯』も無く、ただあっちにもこっちにも場当たり的にいい顔をしていれば、いつかどこかで破は綻たんしてしまう。

　いずれにせよ、そんな毅き然ぜんとした明るさは琴音には無いものだ。

　そしてだからこそ……そんな由奈が見せる少女っぽい一面が、琴音にはひどく可愛かわいく見えたし、由奈と紅蓮が付き合うのなら、異論など在る筈はずも無かった。

　そうだ。本当に……異論などこれっぽっちも。

「すごい。すごいすごい。私、応援するね！」

　むしろはしゃいだ様な口調で琴音は言った。

「あ……そ、そう？　あ、ありがとう」

　困惑の表情で由奈はそう応じる。

　恐らく……未いまだ紅蓮と琴音の関係について疑いを持っていたのだろう。なんだかんだ言っても最後には紅蓮と自分が付き合う事に琴音が難色を示すものだと。

　しかし――

「杉崎さんみたいな人とつきあえたなら、きっと紅蓮も幸せになれると思う！」

「は……はぁ」

「結婚式には呼んでね」

「いや、ちょっと琴ちゃん？」

「でも紅蓮が嫌がるかなあ」

「いや、何、その超ショートカット？」

　辟へき易えきして呻うめく様に言う由奈。

「とにかく――いいのね？」

　念を押す様に由奈が尋ねてくる。

「いいも何も……ありがとう杉すぎ崎さきさん」

　まるで菩ぼ薩さつか何かを拝むかの様に、胸の上で両手を合わせて琴こと音ねは微笑ほほえんだ。

「はぁ……こっちこそ」

　お礼を言われるとは思ってもみなかったのだろう。困惑混じりに由ゆ奈なが笑顔を取り繕つくろって応じてくる。そんな彼女がまた可愛かわいらしく見えて琴音は笑みを深めた。

「私――本当に応援するよ。応援させて」

　そう提案する琴音を――

「…………」

　尚なおも戸惑いを拭ぬぐいきれぬ表情で由奈は見つめていた。







　平凡に生きる――という事が神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんの目標だった。

　それは逆に言えば、神薙紅蓮という少年が特異であるという事の証あかしに他ほかならない。

　鳥は鳥の様に生きたいとは願うまい。獣は獣の様に生きたいとは思うまい。平凡たらんと志向している以上、それは現時点で、平凡ではないという自覚が在あるという事だった。

　そもそも紅蓮は何かと目立つ存在だ。

　大層な語感と字面を持った名とか。

　黒髪の中に一房含まれる白しら髪がとか。

　そういった表面的なものだけでも彼は周囲から浮いてしまう。

　そしてその事実が彼に過去を忘れさせない。

　お前は特異なのだよと――常に囁ささやき続けられている様なものだ。人によってはそんな特別性を羨うらやんだりもするのだろうが、紅蓮にとってそれはもう気の滅め入いる事ばかりだった。ただ目立つというだけで柄がらの悪い同級生に絡まれたり、望んでもいない学級委員だの何だのの役職を押しつけられたり――そんな事を小学校中学校と繰り返していればうんざりして当然だ。

　ましてや……

「――兄様」

　そっと囁く様な声が紅蓮の耳じ朶だに触れる。

　洗っていた手を止めて視線を上げると――鏡の中に一人の少女が微笑んでいた。

　綺き麗れいな顔立ちをしている。綺麗すぎて何か違和感すら在る程に。

　深しん紅く――神薙深紅。

　それがこの少女の名前だ。

　何しろ最初に彼女自身がそう名乗ったのだから。

　もし誰だれかが深しん紅くの姿を見たならば――見る事が出来たならば――恐らくその者は『人形の様に美しい』もしくは『妖よう精せいの様に可愛かわいらしい』と評するだろう。生身の人間には避けようも無く備わる筈はずの俗ぞく臭しゆうが全まつたくない。生きている人間につきものの生臭さが無い。まるで幻想を呼吸しているかの様な、非現実的な均衡がそこには在あった。

　名前に反してその肌は――白い。

　そして、その長い髪もまた透き通るかの様に白かった。

　だがそれは、枯れ果てて色の抜けた白さではなく、処女雪に通じる白銀だ。それ故ゆえに淡く儚はかなく美しい。対比として身に帯びた黒い着物――一片の模様さえ無い、まるで尼に僧そうの如ごとき闇やみ色いろの振ふり袖そでが、またやたらに重苦しく見えるのだが。

　しかし何よりも彼女の姿を特徴的に見せているのは、頭部の左右に備わる――異い形ぎようだ。

　緩やかな曲線を描く一対の突起物。

　髪と同様の白銀の色でありながら、明らかに髪とは別個独立した輪郭を、少女の頭部に与えている。何ど処こか凶器にも通じるそれを表現するのに――最も端的で相応ふさわしい言葉はやはり『角つの』なのだろう。

「可哀かわい想そうな兄様……」

「――黙れ」

　振り向かず、ただ鏡に映る少女を睨にらんで――紅ぐ蓮れんは唸うなる様に言った。

「外では……出てくるなと言ったぞ」

「誰も居ませんよ？」

　鏡の中の少女はからかう様な微笑を浮かべて言った。

　確かに授業中であればトイレに利用者が来る事は殆ほとんど在るまい。

「私、兄様が――本当に可哀想で」

　少女は歌う様に言った。

　振袖の奥から伸びた白く細い腕が、背後から鏡の中の紅蓮の首に巻きつく。

「…………よせ」

　あくまで鏡像を睨にらみ据すえながら紅蓮は言った。

「どうしてです？」

　無む垢くな小鳥の様に首を傾かしげる少女。

「いいから止やめろ」

「望んでも望み得ない」

「黙れ」

「求めても求め得ない」

「黙れ」

「自分は普通なのだと無む理り矢や理りに言い聞かせ、いつまでもいつまでもこんな――」

「黙れっ！」

　世界が割れる。

　紅ぐ蓮れんが思わず拳こぶしを叩たたき付けた先で――鏡は放射状に幾つもの亀き裂れつを走らせていた。

　幾つもに分割された少女の美び貌ぼうがころころと笑う。

「ひどい兄様。こんなに妹が慕っているのに」

「お前は妹なんかじゃない」

　紅蓮は言った。

　何度も何度もそれは繰り返してきた台詞せりふだった。

「俺おれに妹なんて居なかった――生まれてなど来なかった！」

「…………」

　少女は曖あい昧まいに笑う。

　哀れむ様な。嘲あざける様な。慈いつくしむ様な。嬲なぶる様な。

　どちらでもありどちらでもなく。

　だからそれは――ある種の仏像の浮かべるそれの様に、ひどく希薄な笑みだった。

「――神かん薙なぎ？」

　ふと掛かった声に紅蓮は顔を上げる。

　男子トイレの入り口から顔を覗のぞかせているのは、謙けん吾ごだった。恐らく紅蓮同様に自分の作業を早々に終えて、用を足しに来たのだろうが――

「って。おわ!?」

　さすがに驚いたのだろう。割れた鏡を見て謙吾が声を上げる。

「どうしたんだそれ!?」

「あ――いや」

　紅蓮は努めて冷静な声を出す。

「ちょっと……滑って。ぶつけちまってさ」

「大丈夫か？　ちょっと見せてみろ――っていうか保健室行った方が早いか？」

「大丈夫だ。悪ぃ――」

　言いながら紅蓮は割れた鏡を振り返る。

　確かにその中に映っていた筈はずの少女の姿は――もう何ど処こにも無かった。







　綺き麗れいな指だ……と姉は褒ほめてくれた。

　勿もち論ろん彼女は心からそう思ってくれているのだろう。

　だがそれを誇りに思えた事は一度も無い。

　中途半端な美しさは、むしろ本人の脚を引っ張ると思うからだ。

　他ほかの並ならぬ実力と組み合わされてこそ、美しさは評価される――例えば姉の様に。

　ただ少し美しいだけなど、力在ある者の慰なぐさみ者になるだけの事だ――例えば母の様に。

　だからどうしても自分には姉と同様に、しかし姉とは異なる実力というものが必要だった。ただ美しいだけの者を人は侮あなどる。なまじ外見が目立つからこそ中身を見ない。それはある意味で呪のろいに等しかった。

　だから――

「…………」

　姉に褒ほめて貰もらった指先を巻き付けるのは――無骨な鋼はがねの凶器。

　装飾性など勿もち論ろん皆無。だが実用性のみから導き出された形を、更さらに限界近くにまで切り詰めた意匠デザインには、唯一無二としての機能美が在る。単純にして明快であり、それはそのまま実際的な威力に繋つながる。

　デトニクス45〈コンバット・マスター〉。

　百年以上も現役の軍用拳けん銃じゆうとして最前線で使われ続ける、自動拳銃の傑作――コルト・ガバメントを、可能な限りに切り詰めて作られた小型拳銃である。

　銃器に明るくない者の眼めには、玩具おもちやにすら見えそうな寸詰まりの形状。だが四五ＡＣＰという大口径の弾丸を使用するこの銃は、護身用の域を超えた威力を発揮する。軽く小さく大威力――輪郭を構成する線の一本にすら、その矛盾するかの様な要求を満たす為ための必然性が在る。機能美の極致だ。

　――この銃の様になりたい。

　御み杖つえ代しろ梨り緒おは心の底からそう思った。

　遊底スライドを引いて初弾を薬室チヤンバーに装そう填てん。

　いちいち丁寧に狙ねらいなど付けない。照準器サイトにも頼らない。小型拳銃をよく狙って撃つ暇が在るならば、短機関銃サブマシンガンや突撃小銃を構えて狙うべきだ。拳銃を抜くというのは他にもう武器が無い追い詰められた状態を意味する。特に梨緒が向かうべき現場はその傾向が強い。適材適所。少女の身ですら隠し持てる程の大きさは、非常時の抜き打ちにこそ威力を発揮するのだ。

　――轟ごう音おん。

　二点射ダブルタツプ。

　二つの空から薬やつ莢きようが連なって空中に舞い、それらが床に着く前には次の轟音が鳴り響く。

　六発の弾丸を消費して遊底が開ききって止まるまでに、要した時間は二秒弱。既すでに予備弾倉を掴つかんでいた左手の掌てのひらに、空になった弾倉を落として受け止めつつ、指先は予備弾倉を銃把グリツプの中に押し込んだ。

　更に二点射を三回。

　送り出された弾丸は、いずれも標的の中心部に集中している。狙そ撃げき手しゆ並とまでは勿もち論ろんいかないが、小型拳けん銃じゆうとしては脅威的な精度である。しかも何発かは片手撃ちだ。

　だが梨り緒おは満足しない。出来ない。

　比較的優すぐれている、程度では駄目だ。

　唯一無二、最優秀でなければ――

「――！」

　三本目の弾倉を装そう填てんしようとして――そこで梨緒は射撃練習場の隅に設けられた回転灯が作動した事に気付いた。鼓膜保護の為ためのイヤー・プロテクタを外して振り返ると、壁際に設けられた液晶ディスプレイに『破は組ぐみ』『招集』の文字が点滅している。

「…………」

　待ちに待った初うい陣じんだ。

　梨緒は銃を樹脂製カイデツクスホルスターに戻すと、予備弾倉を掴つかんで射撃練習場から駆け出した。







　校門の脇わきで携帯電話のミニ・ゲームをしながら時間を潰つぶす。

　既すでに時刻は三時半――部活をするのでもない限りは、下校する時間である。実際――校門脇で携帯電話をいじる紅ぐ蓮れんの前を、何人もの生徒達たちが通り過すぎてゆく。紅蓮の他ほかにも数名、待ち合わせでもしているのか校門付近で人待ち顔をして立つ生徒の姿も在あった。

「…………」

　紅蓮は琴こと音ねと一緒に帰る為に、此こ処こで待っているのだ。

　家庭科実習の時間につい彼女に怒鳴りそうになった事で、今日は半日、気まずいままに過ごしてしまった。紅蓮の不機嫌を察したのか、琴音もあれからあまり紅蓮に話し掛けてこない。自然と少し距離が開き……普段なら当たり前の様に教室から一緒に帰るのだが、今日はその機を逸してしまった。

　実をいえば、今までもこうした事は何度かあった。

　だから、このまま紅蓮が琴音を待たずに帰ると、それはそれで面倒な事になるのだと彼は骨身に染みて知っていた。一度、琴音を待たずに帰った事があったのだが――その日、琴音は独り下校する紅蓮に追いつこうとして、脇わき目めもふらずに全力疾走し、車に轢ひかれかけたのである。

　以来……多少は気まずくなっても、いや、なれば必ず、紅蓮は校門で琴音を待つ事にしている。それが仲直りの為の儀式の様なものになっていたのだ。

　だから――

「遅いぞ」

　傍かたわらに気配を感じた紅ぐ蓮れんは携帯電話を折り畳みながらそう言った。

「ごめんなさい」

「…………？」

　怪け訝げんの表情を浮かべて紅蓮は顔を上げる。

　答えた声が――琴こと音ねのものではなかったからだ。

「待たせちゃった？」

　すらりとした体たい躯くの女生徒が紅蓮の隣に鞄かばんを持って立っていた。

「杉すぎ崎さき？」

　紅蓮は携帯電話を鞄の中に放ほうり込こみながらぎこちない笑みを浮かべた。

「あー……その。悪ぃ。勘違いした」

「琴ちゃんと？」

「……ああ」

　と紅蓮は曖あい昧まいに頷うなずく。

　彼の顔をじっと見つめ――それから由ゆ奈なは少し首を傾かしげて言ってきた。

「彼女――来ないよ？」

「…………来ない？」

　眉まゆを顰ひそめる紅蓮。

　家庭科の時の事で琴音が拗すねている？　いや。そんな程度で本当に揉もめる様ならこんなに長く二人の関係は続いてこなかっただろう。良くも悪くも。

　そんな紅蓮の内心を知ってか知らずにか――

「私と交替して貰もらったの」

　言って少し悪戯いたずらっぽく笑う由奈。

「…………何を、言ってるんだ、杉崎」

「私が、神かん薙なぎ君と一緒に、二人だけで、帰りたいって思ったから、代わって貰ったの」

　逃げる様に視線を逸そらし、自分の足あし下もとを見つめながら――だが殊更ことさらに噛かんで含める様な口調で由奈が言う。

　何ど処こかちぐはぐな言動は緊張の証あかしなのだろう。

「…………」

　束つかの間まだが、ただ呆ぼう然ぜんとして言葉が出てこなかった。

　由奈の恥じらう姿など紅蓮は初めて見た。どちらかというと、しっかりしていて、いつも仕草や言葉には余裕の様なものが在あって――だからこそ、そんな彼女のはにかむ姿は、やたら新鮮に見えた。

　杉崎由奈は綺き麗れいな少女だ。

　例えば琴音は単純に『可愛かわいらしい』であって殊更に『綺麗』という雰囲気ではない。

　だが由ゆ奈なは嫌いや味みにならない程度の、しかしはっきりとした華やかさと艶あでやかさがある。大人っぽいと言っても良いだろう。まあ紅ぐ蓮れんはどうしても付き合いの長い琴こと音ねが基準になってしまう処ところがあるので、十六歳の少女としては由奈がむしろ標準的なのかもしれないが。

「わ――訳わかんないよ」

　紅蓮は喘あえぐ様に言った。

「何でお前が……俺おれと一緒に帰りたがるんだよ」

「駄目……かな？　やっぱり琴ちゃんじゃないと」

「そ――……」

　言葉に詰まる紅蓮。

　しばらく彼は頭の中で幾つかの言葉を探っていたが、やがて溜ため息いきとともに言った。

「そんな事は……ないけどな」

「実をいえばね」

　由奈は校舎の方を振り返って言った。

「琴ちゃん、今、屋上で例のラブレターの人と会ってる筈はず」

「…………あ」

　そういえば、すっかり忘れていた。

　琴音はあれから中身を読んだのだろう。恐らく放課後に屋上で待っているとか何とか書かれていたに違いない。告白の舞台としては校舎裏と並んで定番だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　誰だれであろうと、彼女が申し出を受けるとも思えない。だがその一方で、だからといって喚よび出されたのをすっぽかす事も出来ないのが、笹ささ原はら琴こと音ねという少女である。

「あいつ――」

「気になる？」

　少しからかう様に由ゆ奈なが尋ねてくる。

「…………いや」

　紅ぐ蓮れんは首を振って見せた。

　少し意固地になっていたのかもしれない――理由は自分でもよく分からないのだが。

「好きにさせときゃいい」

「じゃあ一緒に帰ろ？」

　言って由奈はごく自然な仕草で紅蓮の手をとった。

「…………」

　まるで火に触れたかの様に、驚きで思わず振ふり解ほどきそうになって――しかし紅蓮は、それを意識して思いとどまった。

　たかが異性と手を繋つなぐ程度の事だ。琴音とだって何度か手を繋いだ経験は在ある。だから別にこれは特別な事でも何でもない。ないのだ。

　そう自分に言い聞かせる紅蓮。

　それに――紅蓮は見てしまった。

　由奈が、紅蓮の手をとる瞬間、妙に決意じみた表情をその顔に過よぎらせるのを。何でもない事ならそんな顔はするまい。女の子が勇気を振り絞ってした事を――即座に拒否するのは気が引けた。

　彼は由奈に手を引かれるままに通学路を歩き始める。

　だが――

「やっぱり訳がわからない。何なんだ一体」

「分からない事なんて無いと思うけどな」

　歩きながら、上機嫌な感じで由奈が言う。

　紅蓮が手を繋ぐのを拒まなかった事で、少し緊張がほぐれたのかもしれない。

「女の子が、男の子と一緒に帰りたいって言って、手を繋いだら、それはもう告白したも同然でしょ？」

「…………」

　呻うめく様に声を漏もらす紅蓮。

　藪やぶを突いたら蛇が出てきた感じだ。

　とりあえず紅蓮は頭の中で言うべき言葉を吟味する。はっきりした理由は無いのだが、迂う闊かつな事を言えば、どんどん深みにはまりそうな気がしたのだ。

「実をいうとさ。神かん薙なぎ君の事は――その」

　ちょっと俯うつむいて由ゆ奈なは言う。

「前から、いいなあ、って思ってたから」

「…………」

「でも多分、琴ちゃんと付き合ってるんだろうなあ、とかも思ってて。前にも何度か確かめたけど、琴ちゃん、あんまりあっさり『違う』って言うもんだから、冗談みたいに思えちゃって――」

「いや……だからそれは」

「そこに今朝の話でしょ？」

　上うわ目め遣づかいに由奈は紅ぐ蓮れんの顔を見つめてきた。

「あ、私にもひょっとしてチャンスある？　とか思っちゃって――」

「だから……その理由、だよ」

　紅蓮は喘あえぐ様に言った。

　こんな風に告白を受けるのは初めてだ。というより異性から告白を受ける事そのものは全まつたく初体験だ。単に魅力が無いからか、それとも琴こと音ねがいつも側そばに居る為ためか……とにかくその手の恋愛話とはとんと無縁の紅蓮であった。

「色々在あるけど」

　少し上気した顔を上げて由奈は言った。

「神薙くん、優しいから、ね」

「俺おれが？　何ど処こが？」

「そんなに力一杯不思議がる程、自覚無いの？」

　由奈は苦笑する。

　紅蓮の手を握にぎる彼女の指に、少し強く力が込められる。

「紅蓮は――優しいよ。面倒臭そうな顔して、でも下校の時は、いつも琴ちゃんの事、待ってあげてたじゃない。今日もね」

「それは……まあ腐れ縁みたいなもんだからな。朝にも言ったけど」

「それに」

　由奈はにっこり笑った。

　斜めから差し込む夕ゆう陽ひが、彼女の笑顔にひどく儚はかない様な、奇妙な雰囲気を与えている。

「――この手」

「手……？」

「咄とつ嗟さに振ふり解ほどかないのは、私に悪いから、でしょう？　いきなり振り解いたら、私が傷つくと思ったから――違う？」

「…………」

　図星である。

　紅ぐ蓮れんとしては謙けん吾ご同様に、比較的よく喋しやべる同級生――位の認識でしかなかったのだが、由ゆ奈なの方では紅蓮の事を本当によく見ているらしい。

「ぶっきらぼうに見えて、結構、優しいよね、神かん薙なぎくんは」

「…………どうだかな」

　紅蓮は呟つぶやく様に言う。

　彼自身は自分を優しいなどとは思っていない。むしろひどく自分勝手で残酷な人間なのだと思っている。いや、そもそも――

「自分の事は分からないのかもね」

　紅蓮の自じ嘲ちよう的な笑みをどう思ったのか、由奈は笑いながらそんな事を言ってくる。

「……何一つ分からないよ」

　紅蓮は溜ため息いきをついた。

「分かっててもどうにもならない事だってあるしな」

「そういう大人びた所も好きかな」

「……え？」

「同級生の男の子たちに比べて、落ち着いてて、変に背伸びしてなくて、ちゃらちゃらした感じがあんまり無い所。自分をよく知ってる感じって言うのかな。ひょっとして物もの凄すごく苦労して育ってきたとか？」

「それは……所帯じみてるって事か？」

「あはは。そうかもね」

　軽やかに由奈は声を上げて笑う。

　明るくて楽しい子だと紅蓮は思う。さばさばしていて、陰湿な所が全まつたくない。その癖、何ど処こか少女っぽい可愛かわいらしさをしっかりと残している。きっと紅蓮が普通の男子生徒ならば、彼女に告白されて有頂天になっていた事だろう。

　しかし……

「紅蓮君。神薙――紅蓮」

　由奈は謡うたう様に言って紅蓮の手を離す。

　軽やかなステップを踏んで彼女は紅蓮の前に回り込むと、行く手を遮さえぎる様にして立った。

「好きなの。付き合って、ください」

「…………」

　紅蓮は口を開きかけて――そして黙り込む。

　しばらくしてから、彼は呟く様に言った。

「少し――考えさせてくれ」

　それは嘘うそ偽いつわりの無い本音だった。

　拒む理由は無い。少なくとも由ゆ奈なは魅力的な少女だと思う。だが、だからこそ何も考えずに、これ幸いと受け入れるのは失礼だろう――とも思った。つい数分前まで自分は由奈の事を本当に、同級生の一人、という程度にしか考えていなかったのだから。

「いきなりだったしな。せめて――一晩」

「ん。分かった」

　にっこりして頷うなずくと由奈は後ろ向きに数歩、紅ぐ蓮れんから離れる。

　彼女はそれからくるりと踵きびすを返すとそのまま小走りに去っていった。

　ひょっとしたら、彼女は彼女で、未いまだ照れが残っているのかもしれない。それでいて全体的には積極的というか、告白するのも何ど処ことなく『攻め』の姿勢なのが彼女らしいといえばらしかった。

　小さくなっていく少女の後ろ姿をぼんやり眺め――そして紅蓮は溜ため息いきをついた。

「あんの……馬ば鹿か……」

　脳裏には由奈ではなく、幼おさな馴な染じみの少女の、のんびりとした笑顔を思い浮かべながら。







　校舎の屋上は基本――立ち入り禁止になっている。

　以前、屋上から飛び降り自殺を試みた生徒が居たからである。

　だが実際には非常階段の柵さくを乗り越えれば、誰だれでも屋上には行ける。また――中央階段の端はし、屋上に通じる扉とびらの鍵かぎも、生徒達たちの間では結構出回っていた。どうやら職員室から無断拝借した鍵を複製した生徒が居たらしい。

　なので教師に見み咎とがめられる危険性さえ考慮しなければ、屋上に出るのは簡単だ。特に今回に関して言えば手紙に『放課後、鍵を開けておきます』と書かれていたので、琴こと音ねとしてもスカートを気にしながら柵を乗り越えたり、鍵を持っている生徒を捜し回る必要は無かったので助かった。

「……えっと」

　そっと扉を閉めて辺りを見回す。

　晩秋という事もあり、屋上を撫なでてゆく風は冷たい。

　琴音は手紙の主を捜して屋上を歩く。

　とはいえ――顔も分からない相手である。手紙の中身にも差出人の名前は書かれていなかった。なのできちんと交際を断ろうと思えば、指定された放課後に、この屋上に来るしかない。琴音の性格ではすっぽかすという選択肢は思い浮かびもしなかったのだ。

　屋上は無人だった。琴音の他ほかに人影らしいものは見当たらない。

　ひょっとしてあの手紙は悪戯いたずらか何かだったのだろうか。

　それはそれで琴こと音ねとしては気が楽で良いのだが。

「あの――」

　念の為ためにと声を上げる琴音。

　すると――

「おや。来てくれたんだね」

　そんな声と共に――給水塔の陰から長身痩そう躯くの人影が歩み出るのが見えた。

「あ……えっと。手紙の、人ですか？」

「うん。そう」

　その男子生徒は静かに笑って頷うなずいた。

　何ど処こか線の細い印象の少年である。

　ひ弱とまではいかないが――全体的に中性的な顔立ちだ。目鼻立ちは繊細で整っている為、髪を伸ばせば少女と言っても通用するかもしれない。少なくともその容姿に汗臭さや骨太さは微み塵じんも無かった。

　ある意味で――何処か浮世離れしている感じだ。

　他ほかの少年ならばきっと爆笑ものだろうが、この少年ならば詩集を手にして窓辺に佇たたずんでいる姿も、実に絵になるに違いない。

（……少し紅ぐ蓮れんに似てる？）

　ふとそんな事を思う琴音。

　容姿という意味では無く、あくまで雰囲気という意味である。紅蓮も何処か日常に染まりきれない様な……ごく普通の学園生活を、半歩外側に外れた処ところから眺めているかの様な、俗に染まりきっていない様な処が在ある。

「来てくれるかどうか不安だったんだ。ありがとう笹ささ原はらさん」

「あ……あの……」

「ああ、ごめんね。僕は二年の太た刀ち花ばな明あか月つきです」

「たちばな、あかつき――先輩」

　舌の上にその名を乗せて呟つぶやく琴音。

　一瞬の困惑の後――すぐに彼女は気付いた。

　生徒会の書記だ。

　品行方正。成績優秀。容姿端麗。スポーツに関しては特に話を聞かないが――とにかく非の打ち所の無い少年らしく、学年を問わず校内の女生徒達たちから相当な人気を集めているそうだ。もし生徒会長に立候補していれば当選間違いなしだったろうとも言われている。

「わざわざ笹原さんを喚よび出した理由については、もう想像はついているだろうけど」

　少し照れた様な表情を浮かべて明月は言った。

「僕と付き合ってくれないかな。男女交際ってやつ」

「あ……その事なんですけど」

　琴こと音ねは頭を下げた。

「ごめんなさい。おつきあい――できません」

「…………」

　明あか月つきは――無言。

　恐る恐る顔を上げた琴音は……そこに変わらず穏やかな微笑を浮かべている少年の姿を見る事になった。落胆している風でもなければ激怒している風でもない。

　ただ静かに彼は琴音を見つめたまま、笑っていた。

「あの……」

「そうか……それは残念だな……ふむ」

　さして落ち込んだ様子も無く、親指と人差し指で自分の顎あごを撫なでながら明月は呟つぶやく。

　その姿は、むしろ改めて琴音を口く説どくにはどうするべきかと思案している様にも見える。

　これ以上無い位にはっきりと振られたというのに、その様子には落胆や悲壮感の欠片かけらも見えない。全すべてを、自分も含め、数歩離れた場所から眺めているかの様な――何ど処こか飄ひよう々ひようとした雰囲気だった。

「良かったら理由を教えて貰もらえないかな」

　尋ねる口調もさりげない。

　場合によっては未練たらたらの見苦しい質問に聞こえる筈はずなのだが、この少年の口から出た言葉には、何な故ぜかそうした陰湿さは微み塵じんも感じられなかった。

「まあ……僕に魅力が無いと言われれば、返す言葉も無いのだけれどね」

　彼はわずかに口の端はしを苦笑の形に歪ゆがめて付け加える。

「いえ、そんな事は、無いです」

　慌てて琴音は首を振った。

「太た刀ち花ばな先輩は女生徒に人気が高いって聞いた事ありますし」

「ああ。そうらしいね」

　平然と明月は頷うなずいて見せた。

　やはり照れも焦あせりもしない。一歩――いや半歩間違えば傲ごう慢まんにすら見えそうな態度だが、殊更ことさらに自分の人気を誇る様な様子も無かった。まるで他ひ人と事ごとの様だった。表情にも声こわ音ねにも仕草にも、まるで切迫した感じが無い。

　彼は柔らかに微笑しながら続けた。

「とはいえ意中の相手に嫌われては意味がない。違うかな？」

「それは――」

　言葉に詰まる琴音。

「君にとって僕は、君の彼氏たるだけの相手ではなかったという事だよね？　良かったら何が足りないのか教えてくれないかな」

「いえ。ですから、その、太た刀ち花ばな先輩の方に原因が在あるのではなくて」

　慌てて琴こと音ねは言った。

「私の、問題です。男女交際とか、そういうのをしている余裕が――無いので」

「余裕が無い……？」

「はい。ちょっと……その……事情が在るんです」

「それは、同じクラスの神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんの事かな？」

「……先輩？　なんで――」

　驚いて眼めを丸くする琴音。

「そりゃ交際を申し込もうって相手の友達関係位は、調べるよ。同じ学校の中ならそう手間でもないし。既すでに彼氏が居て望み薄だというのなら告白しても無駄っていうか間抜けなだけだろう？　略奪愛って柄がらでもないしね」

　言って明あか月つきは肩を竦すくめた。

「はぁ……」

「神薙君と君は一緒に登下校するみたいだけど、付き合ってるって話は聞こえてこなかったんだよね。だから大丈夫かな、なんて思った訳だけど。読み間違いだったのかな」

「いえ、ですからその、私と紅蓮は――そういう関係ではなくて」

「名前で呼び合うのに？」

　そんな処ところまで明月は知っているらしかった。

「それはたまたま、彼がうちにしばらく住んでいた事があって……兄妹……みたいなものだから」

「でもそれならば、君との男女交際と彼とは関係が無い筈はずだよね？」

「その――私は」

　琴音は俯うつむいて言った。

「彼が幸せになるまでは、私の事は、後回しっていうか。そういう――風に決めているので。だから誰だれかとおつきあいとか、そういう事をしている余裕が無いっていうか」

　調理実習の時の由ゆ奈なに限らず、この説明をすると大抵の相手は呆あきれるか訝いぶかしむ。

　まあ当然だろう。納得して貰もらうには全すべてを話す必要が在るが……それは出来ない。

「……………」

　明月は首を傾かしげて考え込んでいる様子だったが――

「そうか。そうなんだね」

　ふと彼の唇の上を、痙けい攣れんの様に笑みが走る。

　その笑顔が――

「……？」

　それまでのものとは明らかに質の異なる、仄ほの暗ぐらさを伴った表情の様に見えたのは、琴こと音ねの錯覚だろうか。だが疑問に思った次の瞬間には、もう明あか月つきは先程までの朗ほがらかさを取り戻していて、のんびりとした微笑がその顔を覆おおうばかりだ。

「じゃあ――こんなのはどうかな」

　明月は名案とばかりにぽんと拳こぶしを掌てのひらに打ち付けて言った。

「まずはお友達からって事で」

「……え？」

　予想外の提案に、琴音の口から間の抜けた声が漏もれた。

「友達になる位なら良いだろう？　出来ればその神かん薙なぎ君とも。僕も君の『神薙君を幸せにする』というのを手伝うよ。そうすれば君にも僕と交際する余裕が出来るかもしれない」

「いえ……その……えと」

　琴音はひたすら混乱して言葉が出てこない。

　何を言っているのだろうか――この上級生は。

『お友達でいてください』は交際を断る際の常じよう套とう文句だろうが、逆に『じゃあ友達から』などと提案してくる感覚が謎なぞだった。琴音にとって自分は恋愛の対象外なのだ、という発想がそもそも無いのかもしれない。

　どうやったらそこまで楽観的に物事を考える事が出来るのか。

　ある意味で、琴音はこの先輩を羨うらやましいとまで思った。

　何ど処こがという訳ではないのだが……妙な強引さがこの上級生には在ある。

　これが成績優秀、容姿端麗、品行方正、と理想的な高校生である事を自覚した結果、身に付けた自信なのだろうか。

「それとも友達になるのも嫌とか？」

　……かと思うと一転、妙に卑屈な目付きで首を傾かしげて見せたり。

　そんな彼を可愛かわいいと思う女生徒も居るのだろう。

　いずれにせよ今一つよく分からない、というか飄ひよう々ひようとして捉とらえ所どころの無い少年である。

「いえ……そんな事は…………」

「そうか。良かった」

　明月は大きく頷うなずく。

　それから彼は――もう用は済んだと言わんばかりに、琴音をその場に置いて歩き出していた。友達だから一緒に帰る、という発想も特に無いらしい。この少年に限っては告白直後で照れている、という訳でも無かろう。

　やがて――

「じゃあまた明日」

　彼は昇降口の手前で立ち止まると、半なかば呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたままの琴こと音ねを振り返って朗ほがらかに言って来る。

「は……はい」

　琴音としてはそう応じるしかなかった。







　階段を降りる足音が――消える。

「…………」

　思わず心臓の鼓動が早まるのを、紅ぐ蓮れんは自覚していた。

　何か無意味に頭上が重く感じられる。

「……ふむ」

　階段の中央で明あか月つきは立ち止まっていた。

　隠れている事に――先程まで扉とびらの陰から様子を窺うかがっていた事に気付かれたのか。屋上に通じる階段のその裏側、物置同然にごちゃごちゃと掃除用具やら何やらが押し込まれた暗がりで、紅蓮は息を殺した。

　彼からすれば明月は真上に立っている事になる。

　別に見つかったからといって責められる筋合いのものでもないのだが……やはりこそこそと告白の現場を見に行っていたなどと知られるのは、格好の良いものではない。

「いやぁ……しかし」

　ふと明月の声が降ってきた。

　単なる独り言なのか。

　それとも……紅蓮がそこに居ると知っての台詞せりふなのか。

「実に可愛かわいらしい子だね。何とも健けな気げだ」

「…………」

「気に入った。神かん薙なぎ君とは付き合っていないというし――未まだ望みが無い訳でもないよね。ゆっくり時間を掛けて親しくなっていくとしよう」

　本当に明月は紅蓮の存在に気付いていないのか。

　それとも――

「…………」

　沈黙を維持する紅蓮の頭上で再び足音が響く。

　明月は階段を降りて遠ざかっていく。

　その足音が三階の廊下奥の角を曲がって消えてから――そこでようやく紅蓮は長々と息を吐いた。







　マンションに戻ると玄関に鞄かばんを放ほうり出だして紅ぐ蓮れんはそのままベッドに倒れ込んだ。

　奇妙な疲労感が在ある。

　肉体のものという訳ではなく精神的なものだ。気疲れとでも言うべきか。慣れない状況と幾つも対面して微妙に緊張していたからだろう。

　情けない話である。

「…………」

　ふと視線を上げると――窓硝子ガラスに自分の姿が映っていた。

　鏡の類たぐいは極力洗面所以外には置かない様にしているが、こればかりはどうしようもない。普段はカーテンで覆おおっているのだが、流石さすがにいつも閉めっ放ぱなしも不健康そうなので、たまに窓ごと開いて――そのままカーテンの方を閉めるのを忘れる事が在る。

　やはり疲れた様な顔をしていると、紅蓮は自分で思った。

　そして……

「――兄様」

　いつの間にか、窓に映った室内風景に一人の少女の姿が在った。

　深しん紅く。

　喪服の様な黒の振ふり袖そでも、雪の様な白銀の髪も、その曖あい昧まいな微笑も、昼間と変わらない。

　一日に二度も彼女の貌かおを見るのは珍しい事だ。

　しかも――

「お可哀かわい想そうに」

　そう呟つぶやいて深紅はゆらりと前へ踏み出した。

　彼女は窓に向かってするすると滑る様な足取りで近付いて行き――そしてまるで水面みなもに接するかの様にそこへと手を伸ばす。

　窓硝子に映る虚像に波紋が走った。

　揺らがぬ筈はずの硬質な平面に、幾重もの円を浮かび上がらせながら、指先がこちら側に入り込んでくる。音も無く幻影が硝子面を越えて現実に食い込んでくる。

　反転する虚と実。

　腕が。肩が。頭が。胴が。脚が。

　硝子面の上に浮かび上がって――分離する。

　程なくして、少女の姿は紅蓮の側そばに悠然と立っていた。

　逆に――それまで深紅の存在が映り込んでいた窓硝子の向こう側に彼女の姿はもう無い。鏡の中にのみいる筈の少女は、今、その外へと存在を踏み出していた。

　これは一体どういう現象なのか。

　紅ぐ蓮れんには分からない。想像もつかない。

　いや――現象であれば未まだいい。単に何らかの偶然やら何やらが重なって、物理的実体は在ありながらも、『紅蓮以外に見えない』様になっているだけならば。

　だが、もし彼女が実際には存在していないならば。

　紅蓮の脳内にしか存在し得ない事ならば――それは。

「兄様……」

　だが耳じ朶だに触れる声も。

　腰掛けられてベッドのスプリングが発する僅わずかな軋きしみの音も。

　そして何よりも首筋に触れる暖かな吐息の感触も。

　頭ではそれが在り得ない事だと判わかっていても――それを現実の感覚と区別する事は紅蓮には出来なかった。たとえ幻であったとしても五感の全すべてで存在を確認出来るのならば、その者にとってそれは現実以外の何物でもない。

　以前、紅蓮は何度か深しん紅くの姿をカメラに納めようと試みた事が在るが、全て失敗した。

　映らないのだ。デジカメでも。フィルムカメラでも。

　つまり――他人の眼めから見れば紅蓮は誰だれも居ない場所で、居ない筈はずの誰かと、延々喋しやべり続けている様に見える訳で。

「…………」

　紅蓮は低く唸うなった。

　平凡でありたいと思う。普通でありたいと願う。

　なのに――この少女が邪魔をする。

「くそ…………」

　自分は一体どうなっているのだろうか。

　必死に普通たらんと生きていても――それはあくまでそう装っているだけに過すぎない。こうして送る平凡な毎日が、いつか壊れてしまうのではないかという恐怖が常に背中につきまとっている。それを思い知らされる。平凡な日常に耽たん溺できして全てを過去のものにしようとする紅蓮を、嘲あざ笑わらうかの様に……居る筈の無い妹はこうして彼の前に顕あらわれる。

「兄様――兄様？」

　不意に背中にのしかかる重み。

　存在しない筈のそれが紅蓮を嘲ちよう笑しようする。

　お前は狂っているのだと。

　今いま更さらお前の様な者が普通に生きるなどとんでもない――と。

「ねえ兄様」

「なんだよ」

　呟つぶやく様に言う紅ぐ蓮れん。

　徹底して無視しようかと思った事も在あったが――最近では人の居ない場所ならば最低限の応対をする様になった。色々な意味でまずいとは思うが、無視する方が精神的に消耗するのだと、これまでの経験から判わかってきたからだ。

　とりあえず他人の眼めが在る時に出てきた場合は、徹底して無視をするか、そうでなければ携帯電話を掛けている振りをして話す様になった。そうすれば他人の眼から見てもそんなに異常な姿には見えまい。

「もう諦あきらめてしまえばよろしいのに」

　紅蓮の上に重なりながら深しん紅くは彼の耳にそう囁ささやいた。

「うるさい」

　突っ伏したまま紅蓮は言う。

「いつまでそんな在り得ない夢を観みておられるの？」

「うるさい」

「こそこそと物陰に隠れて様子を窺うかがう様な真ま似ねまでして」

「うるさい」

「琴こと音ねが他ほかの誰だれかのものになってしまうのが怖かったのでしょう？」

「……黙れッ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　両の拳こぶしを握にぎり締め吐き捨てる様に言う紅ぐ蓮れん。

　背中から声も無く少女の嗤わらう気配と震動だけが伝わってくる。

　深しん紅くは紅蓮の懊おう悩のうを愉たのしんでいる様だった。

「くそ……！」

　居る筈はずの無い妹の存在を尚なおも背中に感じながら――紅蓮はただ呻うめいた。



    

  
    
      


第二章　闇やみ夜よの猟人





　猟かりはいつも夜の闇に紛れて行われる。

　それは半なかば連綿と続いてきた慣習であり、伝統ですら在あるが……勿もち論ろんそこに実際的な理由が無い訳ではない。暗夜が好まれるのは、人目を憚はばかる事情が、狩る側にも狩られる側にも在るからだ。誰だれにも喜ばれる事の無い事実を殊更ことさらに暴あばき立てる陽ひの光は、どちらにも必要とされていなかった。

　ずっとずっと――遙はるかな昔から。

　それはこの現代においても同じである。

　行き交う自動車。立ち並ぶ街灯。自動販売機。コンビニエンス・ストア。無数の光源に溢あふれ、真夜中ですら灯あかりが完全に絶える事の無い大都会――しかし周囲から隔絶された闇というものは必ず何ど処こかに残る。

　それが彼等らの猟場だった。

　だが果たしてそれはどちらにとってのだろうか。

　狩る者と。狩られる者と。

　この闇の奥で営まれる密ひそやかな狩猟行為においては、両者の区別すら曖あい昧まいだ。

　狩人かりゆうどが時に獲物の側に回る事も在る。

　対衝撃吸収素材で作られた防護服ボデイアーマーに身をかため、赤外線暗視装置サーマルスコープ越しに闇を透かし見て、軟質樹脂ラバーソウルの靴底を備えたブーツで足音を殺して――更には銃声抑制器サプレツサーやレーザー照準器サイトを取り付けた大口径短機関銃サブマシンガンを携えていても……だ。

『こちら〈剣一番〉、〈剣二番〉目標発見出来ず』

『こちら〈剣三番〉、〈剣四番〉同じく』

『こちら〈剣五番〉、〈剣六番〉同じく』

　…………

　無線通信機を介して淡々とした声が状況を確認し合う。

　銃を手に闇の底を行くのは黒装束の者達たちだ。

　戦闘装備の上から一様に黒い外套マントを羽織っているその姿は、闇との区別も曖昧で輪郭すら定まらず――まるで亡霊か死神を連想させる。

　だがこれにも伊だ達てでも酔狂でもなく、実利としての理由が在った。

　一つには、人型の輪郭を崩す事で視認性を下げる為ため。

　もう一つは、戦闘装備を人目に晒さらさない様にする為。

　勿もち論ろん、猟場は無関係の者が入り込まない様にと幾つかの手段で封鎖されているが――いつも猟場に輸送車を直じか付づけ出来るとは限らない。

　また封鎖も絶対ではない。

　万が一、事情を知らぬ一般人が猟場に入り込んで彼等らの姿を目撃したとしても、直接に銃の類たぐいを見なければ、大抵の人間は一風変わった衣装の集団なのだと――奇人や変人の集まりなのだと勝手に誤解してくれる。

『こちら〈槍やり一番〉、〈槍二番〉、我々の位置からは確認出来ない』

『こちら〈槍三番〉及び〈槍四番〉、同じく』

『手て強ごわいな。最初から気付かれていたのか』

『かもしれん。だがここで逃がす訳にはいかん』

　そんな猟場の片隅で――

「…………」

　御み杖つえ代しろ梨り緒おは若干の焦あせりを覚えていた。

　敵の位置が未いまだ掴つかめない。

〈索組〉からの報告を見る限り、この高層マンションに獲物が潜ひそんでいるのは間違いないのだ。だがマンション内の何ど処こなのかが厳密に特定出来ない。未だ電気も引かれていないこのコンクリートの建築物は無数に物陰を内包している。その気になれば隠れる場所には事欠かない。

　幾度となく繰り返されてきたこの猟だが――だからこそ誰だれもが知っている。相手は愚鈍でもなければ無力でもない。極めて狡こう猾かつで強きよう靱じんだ。時には三十人体制で敷かれた包囲を突破してしまう位に。

「こちら〈剣九番〉及び〈剣十番〉」

　建設途中の――高層マンション。

　その上層階ともなれば殊更ことさらに濃く闇やみが凝こごる場所である。

　予定外の者が入り込む危険性は殆ほとんど無い上に、構造が分かり易やすいので猟場としては理想的であった。何より弾だん痕こんが血けつ痕こんが残ってもすぐに消せる点が都合が良い。

　しかし――

「目標を発――いや、まて」

　梨緒とその相棒は、それぞれＨ＆Ｋ・ＵＭＰ短機関銃サブマシンガンを手にして静かに廊下の奥へと近付いてゆく。共に銃身の横に取り付けられたレーザー照準器サイトのスイッチを入れている為ため、闇の中で壁に、床に、天井に、小さな赤い点が忙せわしなく動き回っていた。

「……これは」

　レーザーの狙そ点てんがぴたりと同じ箇所で止まる。

　床の上にわだかまる塊。

　コンクリートの直線のみで構成された空間に、それはやたら目立った。

　赤外線暗視装置サーマルスコープで見ても周囲のコンクリートとは明らかにそこだけ色が違う。

　暖かいのだ。放射される赤外線から温度が判別出来る。

　一見すると何者かが四肢を縮めてうずくまっている様にも見えるが――

「違う。これは……被害者か」

　それは俯うつぶせに倒れている人間の身体からだだった。

　正確に言えば身体の――大半だった。

　全部ではない。

　一部が……両腕と両脚が付け根から無くなっていたからだ。

「……酷ひどいな」

　暗視装置越しの視界では、どうしても本来の色合いや細部が潰つぶれてしまう。

　だがそれでも……四肢をもがれた人体の凄せい惨さんさは些いささかも減じる事は無かった。

「…………」

　梨り緒おの口から、声にならない短い呻うめきが漏もれる。だが、これが初うい陣じんである事も思えば、彼女はよく堪こらえたと言えるだろう。普通の人間ならば、胃の中のものを吐き戻していてもおかしくはなかった。

　刃物で切断したのではない。引きちぎったのですらない。

　無む理り矢や理りに何度も回して回してねじ切ったのだろう。

　腕と脚は、付け根の部分に歪いびつな螺ら旋せんを刻んで近くに放ほうり出だされていた。

　しかも幾つかの前例からして……その際には被害者は未まだ生きていた筈はずだ。無理な回転によって少しずつ肉が裂けてゆく感覚とは、一体どれ程のものだろうか。泣いて命いのち乞ごいしただろうか。いっそすぐに殺せと叫んだか。だがどちらも相手を喜ばせるだけだったろう。

『〈剣九番〉及び〈剣十番〉――確認を』

「気が進まんな」

　無線通信機にそう返してから――相棒の〈剣九番〉が梨緒を振り返る。

　反射的に梨緒は気力を振り絞って前に出ようとする。だが〈剣九番〉は片手を挙げて彼女を制した。無理せずそこに居ろという意味である。顔の大半は赤外線暗視装置に覆おおわれていて見えない筈だが……たとえ懸命に抑え込んでいても、ある種の怯ひるみは呼吸や姿勢に滲にじむ。〈剣九番〉は彼女の動揺を見透かしていたのだろう。

　梨緒をその場に残し〈剣九番〉はゆっくりと死体に近付いた。

　ブーツの爪つま先さきで死体をひっくり返す。

　露あらわになった顔は女のものだった。

　歳としは――おそらく若いのだろう。三十代には達していまい。

　断言を憚はばかるのは、一見しただけでは年齢すら分からなくなる程に、その顔が激しく歪ゆがんでいたからである。顔面を走る無数の皺しわ。縮んで硬直したままの筋肉が示す絶望と恐怖の痕こん跡せきだった。

　およそ人間の死に顔としては、最も忌き避ひすべき部類だろう。

　既すでに物言わぬ骸むくろと化していてすら……その女は己を襲った無惨な死から解放されていないのだ。見開かれた両りよう眼めは左右別々の方向を向いており、同じく限界まで開かれた口からは今も絶叫が迸ほとばしっているかの様だった。

「途中で拾った『餌えさ』か」

「でも……何な故ぜこんな所に？　わざわざ持ってきたのでしょうか？」

〈剣九番〉は吐き捨てる様に言った。

「ビビるな新人。俺おれ達たちに見せつけてやがるんだよ」

　お前達もこうしてやる――という意思表示か。

　あるいは……単に凄せい絶ぜつな死体を見て怒り、哀かなしみ、あるいは怯おびえる彼等らの姿を見て愉たのしむという趣向なのか。

　だがもし後者だとすれば――

『〈剣九番〉及び〈剣十番〉。気をつけろ。奴やつは恐らくお前達の近くに潜ひそんで――』

　そこまで無線通信機が告げた……瞬間。



　――異音。



　ごきり……と妙に堅くくぐもった音が鳴った。

「――！」

　梨り緒おは外套マントを翻ひるがえす程の勢いで愕がく然ぜんと飛とび退のく。

　だが彼女の相棒は――その場に留とどまったままだった。

　いや。ブーツの靴底が僅わずかに床から浮いている。

　彼はその場に吊つられたままになっていた。天井から伸びてきた二本の細い足がその頭部を挟んで――無む理り矢や理り回したのだ。

　真後ろに。

　身体からだは正面を向いたまま、暗視装置を付けた顔は完全に背面を向いている。異音は骨が外れ砕ける音なのだろう。鼻と――そして呆ぼう然ぜんと半開きになった口からとろりと血の雫しずくが流れ落ちた。

「目標発見!!」

　梨緒は叫びながらＵＭＰ機関銃の側面に取り付けられた高照度投光器フラツシユライトを点つける。二百ルーメンを越える強烈な光が壁から天井へと跳ね上がり、未まだコンクリートの地肌剥むき出だしのそこから、蝙こう蝠もりの様にぶら下がった物体を照らし出した。

　人間の形をした――しかし紛まがう事無き人外を。

「……にふ」

　くぐもった短い笑い声をそれは漏もらした。

　強光を真正面から浴びせかけられていながら、眼めを細めようともしない。

　大きく丸い双そう眸ぼうはぱっちりと開いて梨り緒おを見据えていた。

　顔立ちのみを見ればそれは、人間に……むしろ可愛かわいらしい少女にも見えただろう。年齢は未まだ十代前半だろうか。未だ丸みとあどけなさが多分に残った顔立ちである。

　だが……顔が整っている分だけ、他ほかの部分の異い形ぎようが目立つ。

　万歳をする様に掲げられた両腕の先で、更さらに長く伸びた黒い鈎かぎ爪づめはコンクリートに突き刺さってその身を支えており、両脚の先ではスニーカーを突き破ってやはり鈎爪が飛び出し、哀れな犠牲者の顔に深々と食い込んでいた。

　更には全体の輪郭を見ると不自然な位に――まるで首から下は全まつたく別人の身体からだを継いだかの様に膨れあがっている。筋骨隆々とした体たい躯くは既すでに逞たくましさを通り越して歪いびつな程の形状を晒さらしていた。しかもはち切れんばかりに膨れあがった上着の袖そでや、ズボンの裾すそから見えるそれらの肌には、明らかに獣のものと思おぼしき剛毛が生えている。

　そしてその頭部。

　白い貌かおのすぐ両りよう脇わき、耳の上の辺りからぎりぎりと音を立てて伸びている――伸びて蠢うごめいている黒いそれは一体何なのか。螺ら旋せんを描くかの様なその奇怪な形状は、ある種の獣の頭部にしばしば見られる『角つの』に似ているが……そんなものを人間が備えている筈はずが無い。

　恐らくその姿を目撃した多くの人間の脳裏には、ごく単純な一言が過よぎるだろう。

　――『鬼』と。

　顔が普通の少女であるだけに、その激しい落差が見る者の思考に狂気じみた混乱を呼ぶ。普通の人間ならばそのまま立ち尽くしてしまっていたかもしれない。

　だが――

「〈剣九番〉がやられた！」

　新人とはいえ梨緒もまた訓練を受けた玄人くろうとだった。

　萎なえそうになる闘志を奮い立たせると、ＵＭＰ機関銃の四五ＡＣＰ弾をぶちまける。

　銃口初速こそ低いが――四五ＡＣＰ弾は、その大口径故ゆえの弾頭重量を破壊力に変えて相手に叩たたき付ける。銃声抑制器サプレツサーによって射撃音こそ小さく抑え込まれているが、まともに喰くらえば大の大人でも一発で行動不能に陥るとして一世紀以上も使い続けられてきた軍用弾だ。それが、一秒間に十発が、列を成して、少女の姿をした怪物に襲いかかった。

　怪物は――

「にふっ」

　その両脚を使って、挟んだままの死体を撥はね上げた。

　防弾性能をも備えた防護服ボデイアーマーが銃弾の大半を受け止め、散らしきれなかった衝撃で、死んだばかりの黒装束の男――〈剣九番〉がびくんびくんと身体からだを痙けい攣れんさせる。両腕で天井からぶら下がったまま、更さらにこの怪物は両脚の力だけで自分の三倍は体重があろうかという相手を吊つり下さげ――いや軽々と振り回しているのである。

「にふふ」

　短い笑みと共に両脚を振る怪物。

　空気を抉えぐり抜く程の勢いで、死体が吹っ飛んできた。

「――！」

　糸の切れた操あやつり人形の様に、手足がぶらぶらと揺れる死体は――飛行中にも重心が激しく変化する為ために、その軌道が激しく変化する。ブーメランやフォークボールと同じ理屈だ。咄とつ嗟さにかわそうとした梨り緒おは、しかしかわしきれず、頭部に装着していた赤外線暗視装置サーマルスコープをもぎ取られた。

「くっ……！」

　露あらわになる梨緒の顔。

　暗視装置が外れたのに巻き込まれて、髪留めが外れたのだろう。束ねられた艶つややかな黒髪が後頭部で揺れた。

　切れ長の両りよう眼めとすっきり通った鼻筋が、涼やかな面持ちを描き出している。未まだ十代故ゆえに若干の幼さを残してはいるが、強い光を宿した双そう眸ぼうは少女らしからぬ凛り々りしさを秘めていた。艶あでやかではない。華やかでもない。その容よう貌ぼうは刃物の様に鋭く――だがそれ故に純然と美しい。

　もっとも――今その顔は恐怖と、焦しよう燥そうと、憤ふん怒ぬと、様々な感情のせめぎ合いで大きく歪ゆがんでいた。無理も無い。猟の場に立つのも初めてならば、仲間の死を間近に見るのも初めてなのだ。むしろこの場で取り乱さないのは、彼女の並ならぬ気丈さを示していた。

「この……」

　堅く唇を引き結んで梨緒は体勢を立て直す。

　だがＵＭＰ短機関銃サブマシンガンの銃口が逸それた一瞬で、怪物は既すでに体勢を変えていた。

　身体を大きく振って――両脚の鈎かぎ爪づめをも天井に食い込ませると、まるで虫かヤモリの様な逆さまの姿勢でにたりと笑う。

「にふふ」

「化け物ッ！」

　梨緒は再びＵＭＰ短機関銃の銃口を怪物に向ける。

　だがあろう事か――化け物は、天井を、恐ろしい速さで四よつん這ばいに走っていた。世界の上下が狂ったかの様な異様な情景――これに異を唱えるかの如ごとく、四五口径弾が連射され、弾だん痕こんの点線がこれを追う。

　しかし――弾だん痕こんの列は突如として途切れた。

「くっ……」

　呻うめく梨り緒お。

　弾が切れたのだ。

　素早く予備の弾倉を腰のポーチから引き抜いて交換。この間は僅わずかに一秒余りだが、怪物にとってそれは充分な時間だった。

　廊下の突き当たりに在ある非常階段近くにまで達した怪物は、素早く天井から飛び降りる。そのまま非常階段への入り口を塞ふさいでいる樹脂製カイデツクスのパネルを右腕の一振りで易やす々やすとぶち破り、非常階段の踊り場へと――

「にふふ……ふぃぎっ!?」

　がくんとその場に膝ひざをつく怪物。

　その全身に、十を越える数の孔あなが穿うがたれたのは、次の瞬間だった。

　周囲に配された別働隊――〈槍やり〉番号を冠された狙そ撃げき手しゆ達たちの仕事だろう。長射程の軍用ライフルは、その長さと重さから屋内で抱えて走り回るのには向かず、前衛に支給される事は無い武器だが、それ故ゆえにこそ威力と精度において短機関銃サブマシンガンを遙はるかに上回る。

　７・62ミリ弾の何発かは胴体に命中してその内臓を破壊、何発かは怪物の腕や脚に命中してその機動力を奪っていた。

　人間なら当然に即死の状態だ。怪物の左手首などは殆ほとんど腕から千切れ掛かっており、銃弾の何発かは胴体のど真ん中に集中していた。恐らく死体解剖すれば、腹ふく腔こうの中に、引き裂かれ、あるいは破裂した内臓を幾つも見る事になるだろう。

　にもかかわらず――

「にふふ。ふ……ふふ」

　怪物は少女の顔にニタニタと笑みを浮かべて起き上がる。

　死んでいない。しかも未まだ動く。

「……！」

　駆け寄りながら梨緒はＵＭＰ短機関銃の銃弾を浴びせた。

　それだけではない。

　更さらに数発のライフル弾が怪物の身体からだを貫き、非常階段を上ってきた〈剣三番〉と〈剣四番〉が挟撃を開始――同じく四五口径弾を叩たたき込こむ。

　過剰殺傷どころか過剰破壊とも言うべき執しつ拗ような攻撃である。

　銃弾での――滅多打ちならぬ滅多撃ち。

　いかに怪物とはいえ、肉体は文字通りに生の肉だ。どれだけ頑強に出来ていても、銃弾を受けて傷つかない筈はずも無い。続けざまの銃撃で、全身で肉が爆はぜ割れ、血が飛び散り、その肉体はあっという間に原形を留とどめない程に破壊されてゆく。

　そして――

「に……ひ……！」

　怪物が跳ねた。

　大きく――非常階段の手て摺すりの外側へと。

　勿もち論ろんその先に在あるのは奈な落らくの様な夜の虚無だ。

「――しまった！」

〈剣三番〉が叫ぶ。

　殆ほとんど肉塊と化していた怪物は、大きく放物線を描いて闇やみの中に消えていた。

　勿論……高層マンションの上層階は、高度五十メートルを超える。この高さから落下すればいかな怪物でもその肉体は砕け散る筈はずだ。既すでに銃弾で穴だらけにされているなら尚なお更さらにバラけ易やすいだろう。言うまでもなく途中で何かに捕まったり出来る状態でもなければ場所でもない。

　これで怪物は、死んだ。

　常識的にはそう判断すべきだ。

　しかし……

「〈滅めつ組ぐみ〉の連中は……!?」

「駄目だ。恐らく『圏外』だろう」

〈剣四番〉の言葉に〈剣三番〉が答える。

　目め許もとを覆おおう赤外線暗視装置サーマルスコープのお陰でその表情は分かり辛づらいが……彼等らの口調には、焦しよう燥そうと、そして慚ざん愧きの念がはっきりと顕あらわれていた。

「奴やつは最初からこの積もりで……」

「くそっ……！」

　苛いら立だたしげに非常階段の鉄てつ柵さくを拳こぶしで叩たたく〈剣四番〉。

「そんな……」

　梨り緒おは呆ぼう然ぜんとした表情で呟つぶやく。

　そこに――

『〈破は組ぐみ〉及び〈滅組〉総員へ――』

　無線通信機が乾いた声で言った。

『作戦は失敗したと判断する。総員、即時撤収しろ。後は〈繕ぜん組ぐみ〉に引き継ぐ』

「……〈剣四番〉了解」

　悔しげに〈剣四番〉が告げると他ほかの者達たちも口々に承服の言葉を口にする。

「また最初からやり直し……？」

　廊下の奥を――相棒の〈剣九番〉と、名も知らぬ女性の無惨な遺体が転がる辺りを振り返って梨緒は呟く。その顔には悔かい恨こんよりも虚脱感の方が色濃かった。

　初うい陣じんは大失敗に終わった。

　仲間に犠牲者を出し――しかも目的は達せられていない。

　だがそれよりも何よりも彼女に衝撃を与えていたのは、初めて出会い、その眼めで、耳で、鼻で、そして何よりも膚はだで存在を認識した、化け物それ自体だった。

「……あれが」

　仲間達たちと共に現場を後にしながら梨り緒おはぽつりと呟つぶやいた。

「あれが〈ヤドリギ〉……」

　それが彼女達が狩るべき敵の名だった。







　思わず驚きの声が漏もれた。

「――え!?　それって――」

　意外というか……想像もしなかった名前が出てきたからだ。

　相手が他ほかの誰だれでもこれ程に驚きはしなかっただろう。由ゆ奈なは改めて携帯電話を握にぎり締めながら回線の向こうの琴こと音ねに確認した。

「太た刀ち花ばな先輩って……あの二年Ａ組の太刀花明あか月つきさんだよね。生徒会の書記の」

『うん……』

　あまりに由奈が驚いたせいか、少し自信なさげな声で琴音が肯こう定ていした。

『同姓同名の人が居ないなら……そのタチバナアカツキ先輩』

「凄すごいじゃない」

　素直にそんな感想を由奈は口にしていた。

「太刀花先輩って言えば狙ねらってる子、多いよ？」

　容姿も成績も極めて優すぐれた人物だと由奈も聞いた事が在ある。生徒会の役員を務めている為ために部活はしていない様だが、基礎的な身体能力は高く、体力測定時にはいつも学年で五本の指に入る総合成績を残すのだとか。おまけに素行に関しても悪い話を聞かない。

　殆ほとんど完かん璧ぺき超人と言って良いだろう。

　とにかく校内の有名人なので何かと噂うわさは聞こえてくるが――聞けば聞く程に欠点や隙すきというものが殆ど無い人物だった。確か趣味は園芸と、これだけが妙に年寄り臭いが……他人から責められる様なものでもなし、逆にそれすらもが愛あい嬌きようにもなってしまう様な人物なのである。

　本当に何ど処こから見ても交際するには申し分無い相手だ。

　しかし――

『やっぱりそうなんだ……うーん』

　電話の向こうで琴こと音ねは何やら困った声を出している。

　それだけで由ゆ奈なは気付いた。

「まさか……断ったの？」

『うん』

　そう答える琴音の口調には、未練も後悔も滲にじんではいなかった。

「…………」

　まるで一等当選の宝くじをそれと分かって捨てる様なものである。

　思わず由奈は携帯電話を耳から離してまじまじと見つめてしまった。別にそこに琴音の顔が映っている訳でもないのだが。

「それってやっぱり神かん薙なぎ君の……？」

『うん。やっぱり私には自分のおつきあいとか、そういうの考える余裕は無いもの』

「…………あのさ」

　由奈は呆あきれて言った。

「それやっぱり変だよ。どうしてそこまで神薙君に尽くすの？　兄妹みたいなものだって言ったって、今時、兄妹でもそんなに、仲良くないっていうか――」

　その神薙紅ぐ蓮れんに告白した自分が言う事でも無いのだろうが、いや、だからこそ由奈としてはどうにも納得いきかねる部分が在ある。

『……そうかなあ』

　やはり自信無さげな口調で琴音は呟つぶやく。

　以前からちょっと天然が入った娘こだとは思っていたが……ここまでとは思ってもみなかった。周りがまるで見えていない。他ほかと比較して自分達たちの関係がどれだけ特殊かという事を考えた事が無いのだろうか。

　それとも――何かそうならざるを得ない独特の事情でも在るのか。

　昼間、琴音は『昔、紅蓮には酷ひどい事をしたから本当は嫌われている』という風な事を言っていたが……一体何が在れば、これ程に徹底して自分を殺し相手に尽くそうという気持ちになれるのだろう。

　ちょっと由奈には想像がつかなかった。

「もう一度聞くけど」

　由奈は少しだけ語気を強めて言った。

「本当に神薙君と付き合ってる訳じゃないのね？　今いま更さら、実はとか言っても、私告白しちゃった後なんだからね？」

『あ。告白したの？』

「……うん」

　一瞬――恥じらいに頬ほおが赤くなるのを由奈は自覚する。

　自分が恋愛に関してこんなに初う心ぶだとは思ってもみなかったのだが。

『……そっか。紅ぐ蓮れんはなんて？』

「一日待ってくれって。いきなりだから考えがまとまらないとかなんとか」

『そっか。紅蓮らしいね』

「…………」

　相手の事をよくわかってます――と言わんばかりの琴こと音ねの口調に、ほんの少し由ゆ奈なはかちんときた。琴音に悪意は無いのは分かっているのだが。

「私だって神かん薙なぎ君の事、見てるんだからね」

『え？　う……うん』

　戸惑いの揺れを含んだ声が届く。

　やはり彼女の側に悪意は欠片かけらも無いのだろう。むしろ自分が琴音を虐いじめている様な気分になりそうで、由奈は琴音には伝わらぬ様、ひっそりと溜ため息いきをついた。

「……まあいいけど。でも太た刀ち花ばな先輩の事は気を付けた方がいいよ。少なくとも私以外にはその話しない方がいいからね」

『え？　ど――どうして？』

　琴音は狼ろう狽ばいした様子で訊きいてくる。

『別にする積もりは無いけど……』

「太刀花先輩を振ったなんて言ったら、それこそ、先輩を狙ねらってる子等がどう思うか」

『え？　どう思うって……その……安心するんじゃないの？』

　やはり分かっていないらしい。

　由奈は少し語調を強めて諭さとす様に言った。

「『あの子、私達たちの憧あこがれの太刀花先輩を振るなんて生意気！　一体何様!?』――って考えになると思うけど？」

『そ、そうなの？』

　本気で驚いている様子の琴音に、由奈はまた呆あきれる。

　琴音は『勉強が出来る』頭の良さは持ち合わせているが、変な所で鈍いし頑固だ。由奈は琴音のそういう処ところが面白いし可愛かわいらしいと思う反面――見るからに危なっかしくも見える。先程も由奈自身がかちんときた様に、悪意無く他人の神経を逆さか撫なでしてしまう処が、たまに在あるからだ。

「まあ付き合うなら付き合うで生意気、って事になるかもしれないんだけどさ」

『じゃあどっちも駄目なんじゃ……』

「そこは太刀花先輩がきっぱりしてれば自然と収まるだろうけど。付き合わないんならそれも望み薄だし」

『それが……』

　何やら電話の向こうで琴こと音ねが口ごもっている。

「なに？　他ほかに何か在あったの？」

『お友達に……なろうって』

「――は？」

『その……』

　戸惑いながらも琴音は屋上で太た刀ち花ばなとの会話を一通り話した。

「……何それ」

　思わずそんな感想が口をついて出ていた。

「噂うわさ聞くばっかりで、直接話した事は無かったけど……なんか……変な人ね」

　由ゆ奈なとしてはそう評するしかない。

　琴音からの伝聞なので、幾つか事実が抜け落ちていたり、歪ゆがんで伝わっていたりする事は在るのだろうが――それにしても変だ。振られたからといって『じゃあ友達から』などという提案は無いだろう。空気が読めないどころの話ではない。

『……杉すぎ崎さきさんもそう思うの？』

「思う。っていうか普通は『お友達』って断るための言い訳みたいなもんでしょう？　まずはお友達からって……まあそういう関係もあるかもしれないけど、なんか順番がおかしいっていうか――」

　まるで実は懸想文そのものが何かの建前であるかの様な。

　まさか。そんな事をして何になるというのか。由奈は自分の脳裏に浮かんだ考えを即座に打ち消して話を続けた。

「太刀花先輩が何を考えてるのか知らないけど、とにかく琴ちゃん、気を付けた方がいいよ。太刀花先輩にっていうより、周り。琴ちゃん虐いじめやすそうだし」

『うん……』

　あっさり認める処ところを見ると、どうも以前に虐めにあった経験が在るらしい。

　琴音のおどおどした様子には由奈の様に庇ひ護ご欲を掻かき立てられる事も在るが、その一方で嗜し虐ぎやく心を煽あおられてしまう人間も居るだろう。

「まあ細かい事はまた明日ね」

『うん。また明日』

　そんな言葉を交わして由奈は電話を切った。

　短く溜ため息いきをつきながら――彼女は携帯を充電器の上に置いてベッドに横になる。

「……まあ他人の恋愛事情に首つっこんでる場合じゃないんだけどさ」

　呟つぶやいて由奈は苦笑した。







　有り触れた情景を装うのもそれなりに骨が折れる。

　昨今は特に……だ。

　インターネットとカメラ付き携帯電話の普及は、非正規作戦の難易度を無意味に高めた。

　何か不自然なものを目撃しても、大概の人間はすぐに忘れる。風景の中の小さな違和感について、いちいち立ち止まって考察し検証する様な暇人は殆ほとんど居ない。居たとしても幾らでも誤ご魔ま化かしが利く――利いたのだ。以前は。

　だが今や、国民の大半がカメラ機能を備えた携帯電話を持ち歩いている。

　そしてそれは、簡単な操作でインターネットに情報を送り込める。

　例えば……街中で見つけた不自然な風景を、画像データとして電子情報の海に放流する事が出来る。必要とあれば意見を募つのって検証する事も出来る。勿もち論ろん……加工が簡単な電子情報の信しん憑ぴよう性せいは常に曖あい昧まいだが、それでも大衆の心の中にある種の疑念を湧わかせる程度の効果は持っている。そしてそれは一度広まれば回収は、事実上、不可能だ。

　たった一人の目撃者が、全すべてを台無しにする可能性も在あるのだ。

　だからこそ偽装には気を遣う。

　例えば兵員と装備を現場に輸送するトラックも貨物室コンテナの側面には実在の物流会社の名が記されている。会社の名は法務局に登記が存在するし、トラックのナンバー・プレートも陸運局に登録された正規のものだ。

　真夜中に大型貨物を輸送するのはごく普通の事だから怪しむ者も居ない。

「とはいえ……」

　一人の中年男が、呆あきれた様にトラックの列を眺めている。

　メルセデスベンツ・アクトロス――その中でもＶ８エンジンを搭載し一万六千ccの排気量から絞り出される大出力が自慢の最上位車種だ。いかにも独逸ドイツ製らしい機械的な面つら構がまえが威圧的ですらある。

　リコール問題が発生し、既すでに日本では販売が終了されているが……未いまだ国内では多数走っている大型トラックだ。国産トラックに比べれば数は少ないが、そう珍しい代しろ物ものではない。余程の車好きでもない限り、いちいち気にしたりもしないだろう。

　ただ……

「こんな厳いかつい大型トラックが並んどったら、目立たへん訳がないやろに」

　男の言葉通り、確かに四台の大型トラックが綺き麗れいに揃そろって建設途中のマンションの前に駐車している様子は壮観の一語に尽きる。物流関連の施設付近ならば至極当然の風景だが、ただでさえ夜にマンションの駐車場予定地を占拠するトラックの群れは、異質に見えた。

「〈破は組ぐみ〉も〈滅めつ組ぐみ〉も……兵隊さんはそういう所が大おお雑ざつ把ぱやな」

　ただし……そう呟つぶやく男自身が、やたらに胡う散さん臭くさい姿だった。

　朝に血臭満ちる殺人現場に入り込んでいたあの男である。既すでに夜中だというのに丸レンズのサングラスを掛けたままで、格好も変わらずカンフーシャツに白革のジャケットだ。

「……歩く胡う乱ろんに言われたかぁねえな、逆さか木き」

「お疲れさんです。迫さこ水みずさん」

　中年男――逆木は背後を振り返って言った。

　そこには黒いコートを身に帯びた男が立っていた。

　年齢は――よく分からない。

　青年と呼べる様な若さではない。それは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。だが具体的な年齢となるとひどく推し量りにくい顔立ちである。細身で、しかも黒髪を長めに伸ばしているが、女性的な雰囲気は皆無……むしろ骨太で男臭い印象が強い。

　世間一般とは歳月の過すぎ方が違う場所で生きてきた人間なのだろう。

　やや細い双そう眸ぼうが、ひどく鋭い眼光を湛たたえて逆木を見据えていた。

「悪ぃ。失し敗くった」

　煙草たばこを口の端はしにくわえながら、迫水と呼ばれた黒衣の男は言った。

　言葉遣いこそ極道の様な伝でん法ぽうさだが……ヤクザの類たぐいとは全まつたく別種の空気がこの男には備わっている。同じく『刃物』という単語で括くくる事が出来てもドスと軍用ナイフが全く違う代しろ物ものであるのと同じだ。実用性に特化したが故ゆえの凄すごみとでも言おうか。



    

  
    
      



    

  
    
      「折せつ角かく、即日捕ほ捉そく出来たってのによ」

「大まかな所は聞いてます。非常階段から身を投げたそうで」

「投げたっつーよりは飛んだって感じだな」

　迫さこ水みずは煙草たばこを指先でつまんで、その先端で大きく弧を描く。

「バラけた『抜け殻』は見つかったが……〈滅めつ組ぐみ〉の結界の外だったよ。三メートルばかしな」

「……三メートルですか。惜しい所でしたな」

　溜ため息いきをついて逆さか木きが言う。

「またそっちの手を煩わずらわせる事になる」

「まあそれは私等の仕事だから構へんのですがね」

　肩を竦すくめる逆木。

「とはいえ……」

「また最低一人――いや二人は死ぬか」

　迫水は眉み間けんの皺しわを深めて言った。

「時間は稼げますけどね。初めからやり直しってのは向こうも同じです。完全に犠牲者の意識を乗っ取るのにしばらくかかる。個体差は在ありますけど、第一段階から第二段階に進むのに早くて丸一日。第三段階までは早くて三日。遅くて十日」

「その時期がむしろ一番危ねぇんだろうがよ」

　吐き捨てる様に言う迫水。

「自我は混乱するわ、行動は極端だわ。安全装置の壊れた爆弾みてえなもんだ。まして自分が誰だれか分からねぇ奴やつにゃあ、他人が誰かも分からねぇぜ。正当防衛を主張する殺人鬼なんて洒落しやれにもならねぇ」

「それはその通りですけども……」

　ポケットから板ガムを取り出して銀紙を剥むくと口に放ほうり込こむ逆木。

　まるで硬いものを無む理り矢や理り噛かみ砕くだこうとするかの様に、やたらと大きく、妙に芝居がかった仕草で顎あごを動かす彼を、迫水はしばらく眺めていたが――

「なあ……逆木よ」

　ふと思い出したかの様な口調でぽつりと言った。

「なんでしょ？」

　逆木はガムを噛みながら応じる。

「伝統もいいがな。そろそろ新しいやり方を編み出さないとまずいんじゃねえか？」

「……多分ね。でも圧倒的に人手が足りない」

　言ってちらりと逆木がトラックの方を一いち瞥べつする。

　丁度――〈剣九番〉の亡なき骸がらを入れた死体袋が積み込まれている所だった。

　傍かたわらには相棒である〈剣十番〉の少女の姿も在ある。

　他ほかの者と同様、死神の様な黒装束に身を包んでいても、相棒の死を前にしたその表情には未まだ幼いものが混じっていた。躊ちゆう躇ちよ。逡しゆん巡じゆん。後悔。自責。その他諸もろ々もろ。いくら訓練を受けているとはいえ、十代ならば当然の事だった。

「あんなお嬢ちゃんまで現場に駆り出して」

「ありゃ御み杖つえ代しろ家の令嬢だよ。何を好きこのんでか自分から〈破は組ぐみ〉に志願してきた」

　そう言ってから――自らの発言に顔をしかめて迫さこ水みずは付け足した。

「お子様には変わりねえけどな」

「体制を変更するには今の倍の人員が要いる。敵は待ってくれませんしね。現状の即応体制を維持しつつとなると……」

「求人広告でも出すか？　英国諜ちよう報ほう部ぶだってウェブ・サイトでジェームズ・ボンドを募集する時代だぜ」

「機密任務につき詳細は面談の後……とか書いて？」

「多分まともな死に方はできませんって注意書きも必要だな」

　うんざりした表情で迫水は言った。

「改めて振り返ると素敵な職場だなぁ、おい」

「まったくで」

　物もの憂うげな男達たちの背後で――兵員の回収を終えた四台の大型トラックが、野太いエンジン音を立てながらゆっくりと動き出した。







　自分では落ち着いて居た積もりだった。

　だがやはり慣れない事をして興奮していたのだろう。寝床で横になっても中々、由ゆ奈なは眠りの中に落ちる事が出来なかった。

「…………」

　告白は、当の紅ぐ蓮れんにとっては唐突だったかもしれない。だが由奈自身にとってはゆっくりと自然に育ってきた気持ちの結果に過すぎなかった。

　気が付けば好きになっていた。

　だが琴こと音ねの手前――それを半なかば無意識に押さえ込んでいただけの事である。二人が恋人同士でないと、双方の口から揃そろって確認がとれた時、胸の奥に溜め込んでいたその気持ちは溢あふれ出して止めようが無くなった。

　彼女が神かん薙なぎ紅蓮について興味を持ったのは比較的早い時期だ。

　具体的には一学期の前半――ゴールデンウィークが終わった直後の事である。

　隣の席の琴こと音ねに話し掛けて仲良くなった結果として、自動的に紅ぐ蓮れんとも話をする機会が増えた。高校入学当初、二人の仲を恋人同士なのだと、由ゆ奈なも誤解していた様に――本当にあの二人は一緒にいる時が多い。どちらかといえば琴音が紅蓮の側そばにいつも付き従っている様な感じだった。

　ただ……変な関係だと由奈は思った。

　他ほかにも彼氏持ちの友人は何人もいるが――彼女等と琴音はまるで雰囲気が違う。普通はどれだけ隠していても二人揃そろっている時には何か独特の空気みたいなものが、やり取りに滲にじむものである。目線や言葉の端々でいちゃいちゃしているというか……まあオーラというか。とにかくそんなものが感じられるのだ。

　だが紅蓮と琴音は違う。

　お互いに妙に気を遣っているというか――本当に仲は良い感じなのだが、何ど処こか最後の一線で奇妙な遠慮が在ある様な感じだった。親しい相手を『気の置けない相手』と表現したりするが、紅蓮と琴音はその全まつたく逆だ。仲良く振る舞っているが、互いに相手を意識しすぎて、ぎくしゃくしている様な雰囲気であった。

　あれが恋人同士でないのなら……一体何なのか。

　不思議に思って由奈は二人を眺める様になった。

「神かん薙なぎ君……」

　呟つぶやいて紅蓮の姿を脳裏に思い描く。

　彼自身に告げた様に――由奈が彼を好きになった理由は幾つかある。

　優しい処ところ。大人びて落ち着いた処。

　それはその通りだが、実をいえばそれだけではない。

　優しい男の子は他にも居る。落ち着いた性格の男の子も居る。その両方を備えた男の子も、さすがに数は少なくなるが、やはり紅蓮だけではない。

　ただ……

「優しいけど――何処か寂しい感じで」

　そもそも紅蓮は何処か周囲に馴な染じみきっていない様な印象が在る。

　常に何処かで一線を引いている様な――奇妙な距離感。

　話し掛ければ答える。喜怒哀楽もそれなりに示す。むしろ付き合いは良い方だろう。だが彼は何処か周囲の学生達たちと馴染みきっていない。硝子ガラス一枚を隔てた向こう側からこちら側を覗のぞき込こんでいるかの様な、奇妙なよそよそしさが彼の言動には漂っていた。

　いつも一緒に居る琴音に対してすらも同じだ。

「……何だか……お祖じ父いちゃんを思い出すのよね……」

　由奈の祖父は六年前に亡くなっている。

　彼がどういう人間だったのか――由奈は詳しく知らない。

　だが由ゆ奈なが物心つく以前に、どうやら何か警察沙ざ汰たを起こしてしまったらしい。お陰で彼は親しん戚せきとはほぼ絶縁状態となっており……辛かろうじて繋つながりが在あるのは次女の夫婦、つまりは由奈の家族だけだった。

　実際には拒まれていたというより自ら距離を置いていたという方が正しいだろう。

　祖父は自分が前科者だという事を――その事で家族親戚に迷惑を掛けた事を、ひどく気にしていた様だ。祖母も母も母の姉も、随分と苦労したらしい。その事をよく知っているから――たまに遊びにくる由奈にも祖父は『悪い噂うわさが立つからあまり此こ処こには来るな』とよく言っていた。

　それでも由奈を拒まなかったのは――近くに住む由奈がいつ遊びに来てもいいように、独り暮らしの家に駄菓子を欠かさなかったのは、やはり寂しかったのだろうと思う。由奈の父も母も積極的に認めはしなかったが、由奈が、歩いて十分程の場所に住む祖父の処ところに遊びに行く事を、止めようとはしなかった。

　そんな祖父は……独居老人の典型の様な孤独死をした。

　ある日――いつもの様に祖父の家を訪れた由奈は、そこで変わり果てた祖父の姿を発見する事になった。恐らく何かで倒れた拍子に胸を打ったのだろう。脆もろくなっていた祖父の肋ろつ骨こつは肺に刺さってしまったらしい。

　畳は祖父の吐いた血でべっとりと濡ぬれていて。

　そして祖父は――電話に手を掛けて事切れていた。

　その死に様を知った多くの人々は、電話に手を掛けた処で事切れたのだろうと言うが、由奈は違うと思った。祖父は多分……電話出来なかったのだ。自分の事を罪人として責め続けた彼は、助けを求める資格が自分には無いと思ってしまったのだろう。

　自分は此処で死んでしまった方が、皆の為ためになると。

　だから祖父は、電話に手を掛けながらも、何ど処こにも繋ぐ事も出来ずに、ただ、ひっそりと死を迎えたのではないだろうか。でなければあんな――寂しそうな、切なそうな、もどかしそうな、今にも泣き出しそうな顔をして祖父が死んでいた事の説明がつかない、と幼い由奈は思った。

　由奈は祖父が何をしたのか知らない。

　物を盗んだのか。人を傷つけたのか。あるいは殺したのか。もっと別の何かか。

　だが何をしたとしても……それはあんなに寂しい死に方をしなければならない程のものだっただろうか。瀕ひん死しの身で助けを求める事すら許されない程のものだったろうか。

　少なくとも由奈は祖父が好きだった。

　むしろ……祖父はとても優しかったと思う。あるいは自分を罪人として責め続けて来た彼だからこそ、人に優しくするという事を誰だれよりもよく分かっていたのかも知れない。

　あの――祖父の眼まな差ざし。

　何ど処こか紅ぐ蓮れんの目にはそれに通じるものが在ある様に由ゆ奈なには思えた。

　紅蓮が――時折、眩まぶしそうに、笑い合う他ほかの生徒達たちを見ている姿を、由奈は知っている。まるで自分にはその中に入って行く資格が無いのだと諦あきらめているかの様な――寂しそうな眼まな差ざしを。多くの少年少女が当たり前の様に享受する、何の変哲も無い日常の全すべてを、彼はほんの少し離れた処ところから、憧しよう憬けいを込めて見守るかの様な。

　大切なものを、壊さぬ様、潰つぶさぬ様、ひどく神経を使って守る優しさ。

　だが由奈が知る限り、紅蓮はごく普通の少年だ。

　ちょっと不器用なだけの――だが人並み以上に真面目まじめで律儀で誠実な少年。

　だから彼に『こっちにおいでよ』と言ってやりたかった。遠慮しないで自分達の処に混ざっていいのだと。貴方あなたの優しさは決して恥ずかしがる様なものではない――と。

　最初はある種の同情だったかもしれない。

　だが気が付けば紅蓮の事が気になって気になって仕方なくなっていた。

　そして今――

「……神かん薙なぎ君」

　その名を口にするだけで妙に居ても立ってもいられない様な気持ちになる。

　胎児の様に布団の中で身を丸め、恋する気持ちを抱き締めながら――由奈は悩ましげに溜ため息いきをついた。







　迎えはいつもの如ごとくきっちり七時半に来た。

「……ぐーれーんー」

　その後に『あーそーびーまーしょー』と付けたくなる様な、何処か抜けた調子の声が扉とびら越しに聞こえて来るのもいつもと同じだ。

　本当にいつもと変わらない朝が神薙家の玄関には訪れている――

「…………」

　――筈はずだった。

　扉を開くまでは、実際に昨日と全まつたく変わらなかったのだが。

「……えと」

　紅蓮は困惑の表情を浮かべたまま言った。

「どういう……事だ？」

「おはよう」

　にっこりと笑うのは琴こと音ね――ではなく杉すぎ崎さき由奈だった。

　琴音はというと、彼女の半歩後ろに引いていつもの穏やかな微笑を浮かべている。その様子は何というか……まるで新人に仕事を引き継いで自分はとりあえず最後の挨あい拶さつに来た、といった風にも紅ぐ蓮れんには見えた。

「琴こと音ね。お前一体、どういう――」

「私が神かん薙なぎくんを迎えに行くって言ったの」

　と紅蓮の言葉を遮さえぎる様にして由ゆ奈なが言う。

　その後ろで――眉み間けんに皺しわを寄せた紅蓮に一いち瞥べつされた琴音は、ちょっと首を竦すくめる様にして頷うなずいた。

「やきもきして昨日あんまりよく眠れなくて……さ」

　苦笑して小さく肩を竦める由奈。

　そんな仕草は――彼女の容姿や普段の言動から来るイメージとは、若干のズレがあって、だからこそ余計に可愛かわいらしい。上うわ目め遣づかいに紅蓮を見るその姿は、本当に――恋する乙女そのものといった印象だった。

「答え……聞いても良い？」

　首を傾かしげて由奈がそう尋ねてくる。

「あ……いや……その」

　紅蓮は曖あい昧まいに首を振る。

「悪ぃ――まだ、決めてない」

「そっか。でも一緒に登校する位、いい……よね？」

「それはそう……だけど」

　紅蓮としては頷くしかない。

　結局、三人は揃そろって学校に向かう事になった。

　だが――

（人の気も知らねぇで……！）

　紅蓮としてはただ琴音に対して苛いら立だつばかりである。

　自然と口数が少なくなってしまう訳だが、由奈はそんな彼の内心に気付いているのかいないのか、楽しげに色々と話し掛けてくる。クラブ活動の事。試験の成績の事。友人の事。その他諸もろ々もろ……さすがに紅蓮としてもそれを無視する訳にはいかず、ついつい適当な相あい槌づちを打つ事になる訳だが。

「……清きよ美みがね、ああ、中学の時の清美ってバスケットボール部の後輩なんだけど、その子がさ、ぬぼーっと背が高いのに、実は趣味が裁縫でさ、たっかい背を折り曲げてちまちま縫い物してるってすっごくウケる――」

「まあ意外性は、あるのか」

「そうそう。勿もち論ろん、可愛いんだけどさ」

「まあそうかもしれないな」

「でね――」

　…………

　だが紅ぐ蓮れんの意識は隣に並んで話し掛けてくる由ゆ奈なよりも三歩ばかり後ろを――いつもよりもやや離れた所を歩いている琴こと音ねに向いていた。いつもならば琴音と他愛たわいない会話をしながら通うこの道を、自分は由奈の話に適当に相あい槌づちを打ちながら歩いている。

　何なのだろうか……これは。

　由奈の告白を受けも断りもしなかったのだから、この奇妙な居心地の悪さの責任は、紅蓮自身にも在あるのだが。

「……紅蓮ってさ、その額の銀髪目立ってるよね」

「銀髪っていうか単に白しら髪がだけどな。なんか脱色とか染めてるとか言われて――」

　そこまで言って。

　苦笑を浮かべてこちらを見ている由奈に紅蓮は気付いた。

「何だよ？」

「こっちが折せつ角かく、勇気出して名前で呼んだんだから、少しドギマギとかして欲しいな、とか思ったり」

「え？　あ――ああ。ええと」

　そういえば今、由奈は『神かん薙なぎくん』ではなく『紅蓮』と呼んだのだ。親しげに。

「……悪ぃ」

「謝られても困るんだけどね」

「いやその……呼ばれ慣れてるっていうか――」

　それで気付かなかった。

　昔から紅蓮と琴音は互いを名前で呼び合ってきたからだ。

「ふぅん？」

　由奈が意味ありげな眼めで琴音を振り返る。

「うち、妹がいるから。一応、紅蓮とも顔見知りなの。だから笹ささ原はら、だけじゃごっちゃになっちゃう時があって――名前で呼ぶのが当たり前になってるっていうか」

　慌てた様に琴音が言う。

「鈴すず音ねちゃんだっけ？」

「うん」

　琴音は頷うなずく。

　確かに琴音の下には二つ下の妹が居てその子と紅蓮は顔見知りだ。もっとも紅蓮は鈴音に一方的に――それも蛇だ蝎かつの如ごとく嫌われているのだが。

「いい……よね？」

「え？」

「私も紅ぐ蓮れんって呼んで――ダメ？」

「…………ああ、いや、その」

　殆ほとんど反則の様な上うわ目め遣づかいである。

　先程、由ゆ奈なは、自分の長身の後輩が、その体たい躯くに似合わず裁縫が趣味で云うん々ぬん――と言っていたが、由奈の上目遣いというのも大概だ。どちらかというと闊かつ達たつで気の強そうな由奈が、時折見せるその不安げな仕草は――普段との落差が大きい分だけ、ひどく愛らしく見える。勿もち論ろん、元々由奈の容姿が優すぐれているという事も在あるのだろうが、それが何倍にも増幅される感じ。

「いい……けど」

　どうも紅蓮はこういう押され方をすると弱い。

「…………」

　由奈が首を傾かしげて紅蓮を見つめる。

　何か意味が在って見ているというより、純粋に紅蓮の顔を見る事を愉たのしんでいるかの様な、そんな眼まな差ざしだ。

「な……なに？」

「……なんでもない」

　言ってまた笑う由奈。

　その明るい笑顔は――いつもの彼女のそれと同じ筈はずのそれが、今は何倍も可愛かわいかった。

（なんか罠わなに填はめられてる気分だ）

　胸の奥で紅蓮は小さく溜ため息いきをついた。







　十二インチの液晶画面には幾つもの色が緩やかに蠢うごめいていた。

　色と色の間に明確な境目は無い。まるで虹にじの様に半透明の緩やかな変遷グラデーシヨンが画面の大半を覆おおっている。ある種の幻想芸術を想おもわせる色彩の氾はん濫らんだが――その下にははっきりとした線で住宅地図が描き出されていた。

　勿論これは伊だ達てでも酔狂でもない。

　ある種の情報を、総合的に判断し易やすい様に――直感を含めた俯ふ瞰かん的てき判断を下す為ための参考資料として視覚化してあるものだ。表の枡ます目めに並んだ数字の群れよりも円グラフや棒グラフの方が分かり易いのと同じ理屈である。

「……ふむ」

　朝の住宅街――その片隅に白と黒のミニ・クーパーがひっそりと停車していた。

「やっぱり昨日の今日じゃどうしようもないわな」

　運転席でそう独りごちるのは例の『歩く胡う乱ろん』――逆さか木き慎しん一いち郎ろうである。

「〈破は組ぐみ〉もやけど、まず〈索組〉の方に人員補充が急務やな」

　助手席には車のシガー・ソケットから電源を引いたノート・パソコンが稼働中。無線通信を示す作動ランプも点ついたままだ。つまりこの画面は刻々と変化する情報の集積をリアル・タイムで表示しているという事である。

「今回も犠牲者が出るのを待たなあかんかね」

　パソコンに表示された地図はそう規模の大きなものではない。おおよそ五キロ四方といった所か。そしてその中心に昨日赤い×印で示されているのは――昨日の『猟場』だ。

「かといってただ待つのも芸が無し……と」

　液晶画面では尚なおも虹にじ色いろが緩やかに変化している。

　逆木達たちの探す『目標』――〈ヤドリギ〉はこの現代社会においては明らかに異物だ。

　望むと望まぬとに関かかわらず、そこに居るだけで何らかの『不自然』を生じる。

　いつも挨あい拶さつする煙草たばこ屋やの婆ばあさんが今日は居なかった。いつも大人しい角の家の犬が昨晩はやたらに吠ほえた。いつも礼儀正しく挨拶する新聞配達の青年が今日は無愛想だった。その他諸々エトセトラ。

　その程度の、一つ一つはどうでもいい様な――しかし『いつも』と違う何か。

　これで中々人間の感覚というものは侮あなどれない。明確に意識はせずとも『非日常』に対して、人間は敏感に反応し、それを違和感という形で心の片隅に記憶する。そういうものを人海戦術と各種『裏技』で拾い集め、『不自然さ』の度合い毎ごとに数値化して、地域別に累積させてゆくのだ。

　その結果として、『日常』から外れた要素が――一つ一つはどれだけ些さ細さいでも――累積すればするだけ地図の上では赤くなってゆく。まるで特殊カメラで見た熱分布図サーモグラフの様に。

　だが今の所――局所的な赤は未まだ無い。

　つまりは『目標』の居場所が絞り込めていないという事だ。

「時間が掛かるのはいつもの事――いつもの」

　そこでふと逆木は首を傾かしげた。

　別に相棒も居ないのに口に出すのは彼の癖である。言葉にする事で思考を整理し、明確化するのだ。逆木に限らず一般でもよく使われる発想法であった。

「いつもの？」

　自分の言葉に引っかかる。曖あい昧まいな違和感に形が与えられる。

　昨日の猟そのものにいつもと違っていた点が在あるとすれば――それは今回の『目標』を追うにあたって新たな手掛かりになりはしないだろうか。

　もし……

「『目標』が『結界』の外に出たのが偶然でないとしたら？」

　そもそもあの『目標』は逆さか木き達たちの組織の基本戦術を知っていた事になる。

〈御ミ火カ槌ヅチ〉。

　それが逆木達の組織の名前だ。

　だがこれを知っている者は――その名が何を意味するのかを正確に理解している者は、組織の外には百人と居るまい。秘ひ匿とく性という意味では恐らく〈御火槌〉はいわゆる諜ちよう報ほう機関や秘密結社よりも遙はるかに高いレベルに在ある。

　そんな機密組織の情報をそう簡単に手に入れる事は出来まい。

　可能性が在るとしたら……

「過去にうちらとやり合った経験が在る？」

　何らかの偶然から生き延びた相手ならば〈御火槌〉の基本戦術も知っているだろう。

　だが――もしそうならば、昨日の猟は簡単に過すぎた。一度でも〈御火槌〉と相あい対たいした事があるのならば、それが自分達〈ヤドリギ〉の天敵――専門の封殺機関だと分かる筈はずだ。

　そしてそうした天敵を相手にする上で、最も確実な保身方法はまず自らの存在を知られない事である。

　なのに昨日の『目標』の行動はあからさまに過ぎた。

　殺人の証拠をろくに隠してもいなかったのだ。その気になれば骨も残さず被害者を喰くう事だって出来ただろうし、骨まで粉々にして下水に流す事だって出来ただろう。いくらでも完全な証拠隠滅をする方法が在った筈だ。

　それをしなかったというのは、単に混乱して思いつかなかったのか。

　それとも〈御火槌〉の存在を舐なめてかかっていたか――だ。

「つまり――」

　後者の場合。

　知識は在るが経験は無い――それ故ゆえにあのヤドリギは〈御火槌〉の脅威性を低く見積もっていた、という場合。

「何らかの方法で事前に組織の情報を手に入れとった……？」

　逆木は手を伸ばしてパソコンのキーボードを操作する。

〈御火槌〉本陣のサーバーに接続アクセス。身分証暗号ＩＤコードとパスワードを入力して、データ・ベースからある記録を引っ張り出した。

「…………」

　液晶画面に表が描画され――一覧にずらりと名前が並ぶ。

　更さらにそれを特定条件で再整列ソート。

「意外に多いな」

　溜ため息いきをつきながら逆木はポケットから携帯電話を取りだした。

「――逆木です。ちと〈御火槌〉の関係者を洗おかと思います。ええ。昨日の一件、『目標』が逃げたのが偶然じゃなかったとしたら、結界の展開半径の詳細なデータ知っとった事になりますし。ええ。ええ。出来れば何人かこっちに回して貰もらえると。ええ。左様で。了解しました」

　ぱちんと音を立てて携帯電話を閉じる。

「んー……」

　次いで逆さか木きは運転席の下に手を突っ込んで黒い塊を引っ張り出した。

　樹脂製カイデツクスのホルスターに差し込まれた拳けん銃じゆうである。

　ベレッタＭ８０４５〈クーガー〉。何ど処こかずんぐりむっくりとした寸詰まりの印象を持った形状であるが――ＵＭＰ短機関銃サブマシンガンと同じく、四五ＡＣＰという大口径弾を使い、護身用と呼ぶには少々躊ちゆう躇ちよを覚えざるを得ない代しろ物ものだ。

「……出来ればハズレであってくれると、ええんやけどなぁ」

　遊底スライドを少し引いて薬室スライドに初弾が装そう填てんされている事を確認――憂ゆう鬱うつそうな口調でそう呟つぶやくと逆木はミニ・クーパーを下りた。







　午前中は何事も無く過すぎた。

　いつもの授業。いつもの休み時間。

　昨日に引き続いて暮くれ林ばやし教諭は休みだった。

　特に学校側から理由は提示されていないが、生徒達たちの大半は、恐らく怪我か病気なのだろうと勝手に納得している様だった。

　朝はいきなり迎えに来るという積極性を示した由ゆ奈なであったが――学校内では、殊更ことさらに皆の前で話し掛けてくる様な事はしなかった。紅ぐ蓮れんが答えを出すまでは遠慮するという事なのだろうか。不用意に注目されるのを好まない紅蓮としては、有り難い配慮である。男女共に付き合いの広い由奈が、紅蓮と親しげにしていれば気にする奴やつは多かろう。

「飯だ飯――」

　謙けん吾ごが言いながらどん、と机の上に弁当箱を置く。

　やたらに大きいのは、やはり彼の体格を維持するにはそれなりの量が要いるという事なのだろう。いそいそと嬉うれしそうに弁当箱を開く彼の姿は、妙に子供っぽいというか、微笑ほほえましい感じだった。

「む？　なんだ？」

　紅蓮の視線に気付いて謙吾がこちらを振り返ってくる。

「欲しいのか？」

「いや、そういう訳じゃないんだが」

「遠慮しなくていい」

　謙けん吾ごは言って自分の弁当を指し示す。

「友達じゃないか」

「そ……そうか」

「ちなみにおかずは一品二百円だ」

「地獄に堕おちろ」

　半眼でそう言ってから――紅ぐ蓮れんは財布を確かめつつ立ち上がる。

　望みの品を確実に手に入れようと思えば鐘が鳴った直後に全力疾走せねばならないが、残り物で良いというのならば、今から購買に向かっても十分である。

　そんな事を考えながら――

「神かん薙なぎくん」

　教室を出た所で紅蓮は呼び止められた。

　言うまでもなく由ゆ奈なである。『紅蓮と呼ぶ』と言っておいて神薙に戻っているのも、周りに気を遣っての事だろうか。

　だが――

「中庭行かない？」

　また唐突にそんな事を由奈は言ってきた。

「中庭？」

　紅蓮達たちの通う高校は上から見ると『ロ』型の校舎になっていて――中庭が在ある。ちょっとした公園の様な作りになっていて、ベンチなども幾つか置かれている為ため、天気の良い日などはそこで弁当持参の学生が昼食を摂とっている光景を見かける事が出来る。

「一緒にお昼しよ」

　由奈はそう言って上うわ目め遣づかいに紅蓮を見つめる。

「駄目？」

「あ……そんな事はないが」

　紅蓮は反射的にそう答えていた。

　つくづく由奈の上目遣いは反則だと思う。内心の溜ため息いきを表に出さないようにと意識しながら紅蓮は言った。

「じゃあ購買によって――」

「勿もち論ろん、誘う以上は準備万端」

　由奈は言ってひょいと手に提げていた包みを示してみせる。

　どうやら弁当箱らしい。それも包みの中は明らかに二つの弁当箱が在った。

「手作り弁当ってポイント高いかなって」

「…………」

　まあ驚いたのは事実である。

「私、思い立ったら吉日娘なのよね」

「……そうみたいだな」

　苦笑する紅ぐ蓮れん。

「ごめんね。空気読めない奴やつで」

　と肩を竦すくめる由ゆ奈な。

「いやそんな事は無いが……」

　空気が読めないという意味では琴こと音ねの方が遙はるかに酷ひどい。

　そういえば――と教室の中を見回してみると、琴音の姿が見当たらない。どうも昼休みが始まった途端に、何ど処こかで出掛けた様だが……

「中身はちゃんと――」

　紅蓮の耳元に口を寄せて由奈は囁ささやく。

「紅蓮の好きなものだよ」

「…………なんで」

　知ってる、と言いかけてすぐに紅蓮は気付いた。

　琴音だ。他ほかに誰だれが居るというのか。

「そう言えば琴音は？」

「先に行って場所取りしてくれるって」

　微笑しながら由奈が言った。

「あいつも一緒なのか？」

「安心した？」

「いや、そういう訳じゃ……」

　紅蓮は言葉に詰まる。

　確かにこれでは琴音の方が保護者みたいである。

「待たせたら悪いよ」

　言って由奈はごく自然に紅蓮の手をとってくる。

「あ――おい」

「行こ」

　未いまだ戸惑いを隠せない紅蓮を半なかば強引に引っ張って、由奈は中庭に向けて歩き出した。







　事情を知らぬ余よ人じんから見ればそれはかなり奇妙な光景であったろう。

「……変わった事は……特に……は……」

　虚うつろな眼めでそう答えるのはドテラ姿の若い男だった。

　ワンルーム・マンションのエントランス・ホールに立ったその男の額には、まるで何ど処こかのホラー映画の如ごとく一枚の符ふが貼はり付つけられていた。名刺程度の大きさの白い紙の上に、複雑に描かき込こまれた模様は恐らく元々何らかの文字であったのだろうが――ひどく入り組んでいる上に意匠化されている為ため、読む事は出来ない。

　そして……

「左様か。御協力感謝」

　言って素早く男の額の符を剥はがすのは――逆さか木きだった。

「…………？」

　男の眼に明確な意識の光が戻る。

　まるで立ったままの状態で夢から醒さめたかの様に、彼は左右を見回し――側そばに立っている逆木の姿に一瞬びくりと身を震わせる。今まで意識が曖あい昧まいになっていた彼にしてみれば、いきなり逆木が目の前に顕あらわれた様に見えた事だろう。

　だが逆木は構わず男の前を通り過すぎてマンションの外に出る。

「……？　……？」

　男は何度か首を捻ひねりながらも、エントランス・ホールに集中して置かれた郵便箱から新聞や郵便物を引っ張り出すと、そのまま自分の部屋へと戻っていった。

「はてさて」

　マンションを見上げながら逆木はジャケットの懐ふところから取り出した板ガムの封を切る。

　本日既すでに十個目である。片手で中身を振り出して銀紙の包装を剥むくと、逆木は二枚まとめて口の中に放ほうり込こんでこれを咀そ嚼しやくし始めた。

「よー考えたら学生は学校に行っとる時間やった。いや失敗失敗」

「当たり前だろうが」

　背後から声が掛かる。

　逆木が振り向くと――そこには二つの人影が在あった。

　一人は唇の端はしに煙草たばこをくわえた男である。

「おや。迫さこ水みずさん」

　迫水純じゆん一いちの格好は昨晩のものとは少し違っていた。

　黒一色の長衣なのは同じなのだが――服の種類が違う。革のトレンチ・コート。昨日今日に始まった着こなしではないらしく、使い込まれた印象の衣装には風格の様なものまで滲にじみ出でていた。

　もっとも――平日の昼間となれば、逆木同様に堅かた気ぎの人間に見える格好ではない。元より刃物で削りだしたかの様な、厳いかつい顔立ちである為、尚なお更さらに近付き難い雰囲気があった。

「こんな所で何してはりますねんな？」

「手助けにきてやったんだよ。補充人員。本陣に要請したろうが？」

　ジッポーのオイルライターで煙草たばこに火を付けると呆あきれた様に迫さこ水みずは言った。

　逆さか木きが何ど処こか白々しく驚きの表情を取り繕つくろう。

「壊し潰つぶしが専門の――〈破は組ぐみ〉の隊長さんが？」

　言ってから彼は迫水の連れているもう一人に視線を移す。

「こちらは確か――」

「御み杖つえ代しろ梨り緒おです」

　そう言って一礼するのは、昨晩の猟にも参加していた一人――〈剣十番〉の少女である。

　今は長い黒髪をポニーテール状に括くくり、ジーンズとパイロット・ジャンパーという格好になっている。色気の類たぐいはあまり無い格好だが、それは気の強そうなその少女によく似合っていた。

「迫水さん――」

　逆木は若干の非難を含んだ視線をサングラス越しに迫水へと向けた。

「人手不足はいつものこったろうがよ。こいつも〈破組〉の新人とはいえ、現場経験は踏んどくに越したこたねぇわな」

　言って迫水が手首を素早く振ると、ちん！　と涼やかな音を立ててオイルライターの蓋ふたが閉まった。

「万が一、一発目で大当たりに出で会くわしても逃げる時間位は稼いでやるよ」

　言って軽くコートを開いて見せる。右と左――左右の腰にはそれぞれ革製のホルスターに収まった回転式拳けん銃じゆうが吊つられていた。

「相変わらずですな。ＳＷのＭ６２５？　今時、回転式拳銃の二挺ちよう提げって何処のヒーローですか。銃声抑制器サプレツサーも着けられへんでしょ？」

「うっせえ。私物にまでケチつけんな。そもそも私服捜査で銃を使わにゃならん場面に出会したら、ンなもん付けてる暇なんてねえよ」

「……それもそうですが」

　と肩を竦すくめる逆木。彼は次いで梨緒を振り返って尋ねた。

「御杖代のお嬢さんも武装はしてる？」

「……はい」

　やや緊張の面持ちで少女――梨緒は頷うなずく。

　それから彼女はやや硬い声で言ってきた。

「あの。逆木さん」

「うん？」

「出来たら……〈剣十番〉と呼んでください。もしくは梨緒でも構いません」

「…………」

「…………」

　逆さか木きは迫さこ水みずと顔を見合わせる。

　どうやらこの少女は『御み杖つえ代しろ』の名で呼ばれる事に抵抗が在あるらしい。やや呆あきれの表情で迫水に視線を向けると、梨り緒おの上官は顔をしかめて頷うなずいた。どうやら少々根深い理由でも在るのだろう。

「ほな梨緒ちゃんで。よろしくな梨緒ちゃん」

「…………」

　何ど処こか憮ぶ然ぜんとした表情になる梨緒。

　そんな彼女を見て逆木は首を傾かしげた。

「梨緒タンの方がええか？　梨緒りん。梨緒きゅん。イマイチやな」

「梨緒ちゃんでいいです」

「冗談や。まあ呼び捨てにさせて貰もらうわ」

「…………」

「で――」

　迫水は話を切り替えるかの様に、マンションを見上げながら無駄話に割って入った。

「此こ処こに怪しそうなのが居るってのか？」

「まあ〈御ミ火カ槌ヅチ〉関係者という予想自体がゲスの勘ぐりっつーか、ただ待ってるよりはマシ、程度の気休めですからね」

　肩を竦すくめて逆木は言った。

「うちらの戦術を理解しとって、なおかつ、結界の展開半径やら何やらのデータを知っとる――もしくはその気になれば知る事の出来る立場。その可能性。意外と少ないんですなこれが。もっともこれはうちの機密情報管理意識が健全に働いているのが前提ですが」

「弱気だな、おい？」

「元々旧ふるい組織ですからね。どっかにガタが出るのは当然ですって。まあそれはさておき、〈御火槌〉の関係者で、その戦術を知る立場に在るか、知り得る立場となると――」

　逆木は懐ふところから携帯端末を取り出すとその画面を迫水に示した。

「……神かん薙なぎ？」

　眉まゆを顰ひそめて迫水は呟つぶやく。

「そういやたまに聞く名前だがよ。神薙姓の奴やつにゃ会った事がねえな？」

　ちらりと梨緒の方を一いち瞥べつする迫水。

　逆木もまた梨緒の方を見てから頷いて見せた。

「御杖代家同様、〈御火槌〉七家の一つなんですがね」

「七家？　六家の間違いじゃねえのか」

　実をいえば迫水は生きつ粋すいの〈御火槌〉関係者ではない。

　元々は自衛官、そしてその後は民間軍事会社ＰＭＣの実働職員オフイサーをしていた経歴を買われ、引き抜かれてきたのだ。

〈御ミ火カ槌ヅチ〉は旧態依然とした方法論に凝こり固まらず、訓練や各種方法論について最新のものを導入出来る様にと、数年に一度外部からの引き抜きを行う。迫さこ水みずはそうした制度の末に〈御火槌〉に所属する事になった人物だ。

　故ゆえに〈破は組ぐみ〉の隊長ではあるものの、迫水は〈御火槌〉の歴史やそれを構成する家同士の関係についてはあまり詳しくない。

　ちなみに逆さか木きは迫水の逆で――現在の〈御火槌〉を構成する六家の一つ、伽が藍らん堂どう家の分家筋の出だった。

「没落――いや十年程前に事実上、途絶えた家ですよ。屋敷が火事になってその際に当主とその家族も死亡、唯一の例外がその」

　逆木が携帯端末を操作。

　画面の上に顕あらわれたのは一人の少年の顔写真だった。

「神かん薙なぎ――紅ぐ蓮れんのみ」

「これまた大層な名前だな。上も下も」

　微苦笑を浮かべる迫水。

「神薙家は主に呪じゆ術じゆつ系の研究で〈御火槌〉に貢献しとったんですが。二十世紀の頭辺りから御み杖つえ代しろ家に頭を押さえられる様な形で次第に勢いを失っていって。最後には殆ほとんど名前を連ねてるだけの有名無実な存在になっとりまして……ここ数年は〈御火槌〉の中でも七家ではなく六家と言う連中も多くなってましたな」

「その最後の生き残りって訳かい」

「親から〈御火槌〉の戦術について聞かされていた可能性も在あるでしょう。結界技術の中には今も神薙家の開発したものが幾つか残ってますよ」

「理解出来るだけの基礎は在っても不思議ではない……か」

「ついでに言えば」

　ずり落ちかけたサングラスを中指を押し上げながら逆木は言った。

「親の代で事実上、〈御火槌〉との繋つながりが切れとるみたいですから、忠誠心や帰属意識も無いやろな――と」

「その分、口が軽い？」

「ヤドリギの恐ろしさも知らへんでしょうし」

「……なるほどな」

　迫水はゆっくりと煙を吐き出しながら頷うなずいた。

「で――そのガキが此こ処こに住んでるってか」

「幸い同じ階の住人に話を聞くことができましたが」

　言いながら指先につまんだ符ふをひらりと振ってみせる逆さか木き。

「とりあえず神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん本人に変わった所は無さそうです。特に人付き合いも無し。在あるとすれば毎朝、同じ学校の生徒らしい女の子が迎えに来る程度で――それ以外の人の出入りは無し。交友関係の狭い奴やつの様ですな。少なくとも現時点では、あのヤドリギの依より代しろとなった暮くれ林ばやし恭きよう子ことの個人的な接点は見つかりませんわ」

「今時、お互いの顔どころか、性別も知らない関係なんてのも珍しくねえけどな」

　ネットワークの発達は人間関係の在り方すら変えつつある。

　逆木達たちに言わせれば、その事そのものに是ぜも非も無いが、旧来のやり方が通じなくなるのが面倒ではあった。物理的な接触が無くても情報の漏ろう洩えいは在り得る。神薙紅蓮と昨晩肉片になった〈ヤドリギ〉の被憑ひよう依い者――暮林恭子がネットワーク上においても全まつたく接点が無いかどうかは、それぞれの持つコンピュータや携帯端末、通信記録等を調べてみない事には分からない。

「ただ、暮林恭子の父親が、神薙紅蓮の担任教師だったりするんですな、これが」

「面識が在る可能性も在るってか？」

「無い可能性と同じ位には」

「ならば監視を付けるか。動向見張る程度なら式神でもいけるだろ」

「ですね」

　逆木は懐ふところから一枚の紙を取り出す。

　それはまるで……子供向けの紙工作ペーパークラフトに使われる台紙の様だった。平面の上に山折り線と谷折り線と輪郭線が引かれている。普通の紙工作と異なるのは、その片面に無数の文字がびっしりと書き連ねてある事だった。

　オカルトの類たぐいに詳しい者ならば気付くかもしれない。

　これも一種の呪じゆ符ふなのだと。

「――監視任務。対象は４０３号室――神薙紅蓮。急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう」

　呟つぶやく様に言って逆木が符を投げると、それは空中で自らをぱたぱたと折り畳み……床に落ちた時には、やたら細部が角張ってはいるが、明らかに一匹の『猫』を思わせる形状を組み立てていた。

　折紙細工の猫は一声『なあお』と逆木の声に応じる様にして鳴くと、素早く動いて姿を消した。恐らく問題の４０３号室を監視しやすい場所を探しに行ったのだろう。

「さて――我々は別の人間にあたりますかね」

　二人の男と一人の少女は肩を並べて歩き出した。







　弁当箱の中身は確かに紅ぐ蓮れんの好きなもので埋まっていた。

「……凄すごいな」

　紅蓮が告白を受けたのは昨日の今日である。

　でもって紅蓮の好物を琴こと音ねから由ゆ奈なが聞いたのも恐らく昨日な訳で――弁当を作る行為そのものの時間は充分に在あったろうが、改めて技術を習得している様な時間は無かっただろう。つまり元々由奈はそれなりに料理も出来るという事である。

「割と手抜きメニューだよ。手順通り作れば誰だれでも出来る――」

　と言いかけて。

「…………」

　慌てて由奈は口をつぐんだ。

　誰でも出来る訳ではないのだと――少なくとも今、自分達たちの側そばに居る一人の少女にはそれが出来ないのだと気付いたからだろう。

　火を使うだけが料理ではないが、当然ながら焼く、煮る、揚げると加熱調理が全すべて駄目だとなると、当然ながらそのレパートリーは極端に減る。まさか冷や奴を弁当に詰める訳にもいくまいし、時期によっては加熱しておかないと傷いたみが早い。

「あ、ううん、ごめん、ありがとう」

　と――琴音が由奈の様子に気付いて慌てて言う。

　そんな幼おさな馴な染じみを眺めながら、紅蓮は内心で溜ため息いきをついた。

　琴音の心理的外傷、強しいて言えば火炎恐怖症とでも言うべきものは、十年前のあの時からずっと彼女の上にのしかかっている。紅蓮が知る限り、その大きい小さいに関かかわらず琴音は火そのものを見ると調子を崩すのだ。酷ひどい場合には呼吸困難を起こしてその場にうずくまってしまう。

「何にしても美う味まいよ」

　紅蓮は半なかば強引に話題転換を試みる。元々琴音の火炎恐怖症は、紅蓮の親についてと同じ位に、二人の間では避けるべき話題だ。

「杉すぎ崎さきって家庭的な事あんま得意じゃない印象あったけどな」

「それある意味でセクハラだよ」

　苦笑して応じてくる由奈。

「女は家庭的な方がいいって？」

「いや、活発な性格の人間って男とか女とかに限らず、単にじっくり煮込むとかそういう作業、苦手なんじゃないかって思うだけ」

「それも偏見。うちの父親とか、いかにも気の短い頑固系だけど、釣りが趣味だよ」

「あれって意外にアクティブな趣味だって聞いたけどな」

　そんな話をしながら紅蓮は由奈の作ってくれた弁当を食べる。

　横目で由ゆ奈なの向こう側に座った琴こと音ねの姿を見ると――彼女は持参した菓子パンを、まるで向日葵ひまわりの種を貰もらったリスかハムスターの様に両手で持ってちまちまと食べている。

　一瞬、眼めが合うと彼女は『頑張れ』とでも言う様に笑った。

「…………」

　紅ぐ蓮れんは由奈に気付かれないように短く溜ため息いきをつく。

　そこへ――

「――やあ。笹ささ原はらさん」

　ふと声が掛かる。

　紅蓮達たちが揃そろって上げた視線の先に――細ほそ面おもての少年が爽さわやかな微笑を浮かべて立っていた。

　元より有名人だし、昨日の今日なのでその顔を見忘れる筈はずも無い。

　太た刀ち花ばな明あか月つきである。

「それに……君が噂うわさの神かん薙なぎ君か。そっちは――」

「杉すぎ崎さきです」

　若干の驚きと戸惑いを声に滲にじませて由奈が答える。

　明月はにこやかな表情で三人を順に見回してから、

「御一緒していいかな」

　と左手にぶら下げた購買の紙袋を掲げて見せた。



    

  
    
      



    

  
    
      「はぁ……」

　特に断る口実も無いので紅ぐ蓮れんは頷うなずくしかない。琴こと音ねも由ゆ奈なもそれは同じだろう。

　明あか月つきは嬉うれしそうに『それじゃ』と言って琴音の隣に座る。昨日の放課後に振られたばかりで、その臆面の無さは少々驚きだが――勿もち論ろん、紅蓮には止める資格も権利も無い。

　ただ……

「直接話した事は無かったよね」

　意外な事に、明月は琴音よりも先まず紅蓮に話し掛けてきた。

「まあ――そうですね」

「聞いているかどうか知らないけれど」

　明月は何の逡しゆん巡じゆんも無く言った。

「昨日、笹ささ原はらさんに告白して振られちゃったんだよ、僕は」

「…………」

「…………」

　紅蓮と由奈の視線が琴音に集中する。

　琴音は――怯おびえる様に首を竦すくめた。

「それはまた……ええと」

　由奈が適当に言葉を探す。

「ご愁傷様ですというか……」

「いやいや」

　明月は朗ほがらかに首を振った。

　飄ひよう々ひようとしていてまるで凹へこんだ様子が無い。見方によっては脳天気とさえ言える様な、朗らかな仕草だった。

「理由を尋ねたら、笹原君は何でも神かん薙なぎ君を幸せにする義務が在あるとか何とか。それまでは男女交際なんかをしている余裕が無い――と」

「…………」

　紅蓮としては顔をしかめて黙り込むしかない。

　そんな彼を爽さわやかな笑顔で眺めながら――明月は言った。

「だから僕としては、笹原君を手伝う事にしたんだよ」

「――はぁ？」

　勿論……由奈と別れた後、学校に戻って昨日のやり取りを物陰から聞いていたので、紅蓮は明月のその提案を知っている。だがまさか正面切って――面と向かって紅蓮にそんな事を言ってくるとは思ってもみなかったのだ。

　天才と何とかは紙一重と言うが、この先輩は何ど処こかおかしいのではないか。

　そんな風に失礼な事を紅蓮が考えていると――

「幸せの定義は人それぞれだけど」

　明あか月つきは三人の困惑を余よ所そに穏やかな口調で言った。

「友達は多いに越した事は無い。人と人との繋つながりは可能性を広げる。それは幸せの多様性にも充分に対応出来るだろう。そう想おもわないかな？」

「いや――あの。先輩」

　紅ぐ蓮れんは眉まゆを顰ひそめて言った。

「それは一体――」

「だから友達になろう。神かん薙なぎ君」

「…………」

　にこやかにそう提案されて紅蓮は言葉に詰まった。

「よろしく」

　そう言って間に座っている琴こと音ね越しに明月は手を差し出してくる。

　束つかの間ま、紅蓮はそれを――まるで正体不明の物体を眺める様な気持ちで見つめてから、仕方なく握にぎり返した。相手は上級生だし、とりあえず悪意や敵意も感じられない。拒まなければならない理由は無かった。

　というかこれ程はっきりと下心を――琴音と付き合うためという意味だ――先に明示されていると、毒気を抜かれるというか、呆あきれて紅蓮としてもどう対応して良いのか分からないのだ。

　そんな紅蓮の戸惑いは表情に出ていたのだろう。

「ああ。別に笹ささ原はら君の事だけじゃないんだ。実は」

　と――明月は補足する様に言った。

「前からちょっと君の事には興味があってさ」

「俺おれ……ですか？」

　そういえば先程、紅蓮の事を『噂うわさの』などと評していたが。

　元々、紅蓮は何かと目立つし――中学の頃ころにはそれが原因で難癖を付けてきた、いわゆる不良生徒相手に少々派手に暴あばれた事も在あった。中学も高校も同じ校区だから、その事を知っている生徒も居るのだろう。

　だが――

「ほら。変わった名前だろ？　僕も君も」

「あ……はあ。まあ」

「だからちょっと親近感を覚えてね。昔から名前でからかわれたりしなかった？　僕は女の子みたいだとか、苗みよう字じがいかついとか、色々言われていてね……」

「まあ確かに……」

　神薙という名も太た刀ち花ばなという名も確かに音としてはそう珍しくないが、本来は別の字を充あてるものだ。まして下の名前が紅ぐ蓮れんだの明あか月つきだのとなると、親は何を考えていたのかと感性や正気を疑われるのも当然だ。

　もっとも紅蓮の場合は――親は単に名前を考えるのが億おつ劫くうだったのだろう。眞ま白しろ。白はく亜あ。蒼あお依い。翠みど梨り。そして深しん紅くと紅蓮。確か兄弟姉妹の名は全すべて色絡みだった筈はずだ。番号でなかっただけマシという程度のものでしかない。

「なかなかこの気持ちが分かち合える相手がいなくてね」

「はぁ……」

「まあよろしく頼むよ」

　そう言う明月の表情はあくまでも朗ほがらかだった。







「ほんま――寂しい暮らしですな」

　神かん薙なぎ紅蓮という少年について逆さか木きはそう評した。

　迫さこ水みずと梨り緒おを助手にして、周辺の聞き込み情報に加え、通信記録を洗い、可能な限りの神薙紅蓮とその周辺を調べてみた――その結果である。

　現時点で彼がヤドリギらしき相手と通じている、という証拠は出てこなかった。彼が付き合いがある範囲は実生活でもネット上でも極めて限られている。

　親密な相手といえば、毎日の様にやってくる幼おさな馴な染じみの少女が一人。それだけだ。

　この少女はどうやら神薙紅蓮の遠縁にあたるらしいが、〈御ミ火カ槌ヅチ〉とは直接の関係は無い。いわゆる一般市民だ。勿もち論ろんヤドリギは一般市民であるか否かを関係無く寄生するので厄介な訳だが……現時点で神薙紅蓮にも、幼馴染みの少女にも、明らかな異常は認められない。念の為ためにと預金口座も調べたが異状なし。

「シロか」

「未まだ断言は出来へんのですけども」

　迫水の言葉に逆木は肩を竦すくめる。

　午後二時過すぎ――彼等らと梨緒の姿は昼の混雑時を過ぎ、他ほかに客影も無いラーメン屋の店内に在あった。少し遅めの昼食を摂とっているのである。ちなみに迫水はチャーシューメン、梨緒はラーメン、でもって逆木はチャーシューメンに加えて大盛り焼き飯まで食べている。

「しかし――」

「しかし？」

　逆木の言葉に迫水はレンゲを持つ手を止めて眉まゆを顰ひそめる。

「そもそもこいつ……何ど処こまで知ってるんやろう、と思いまして」

　麺めんを啜すすりながら逆木は言った。

「〈御ミ火カ槌ヅチ〉についてか？」

「ええ。一度接触して尋問した方がええんかもしれませんな」

　神かん薙なぎ家が焼失した際、生き残ったのはこの少年だけだという事だが、六歳となると恐らく両親の職業についてもろくに知識など持っていなかった――在あっても理解出来なかった年齢の筈はずだ。

　また屋敷焼失の際に、神薙家の研究に関する資料は全すべて焼失した、と当時の索組が報告している。つまり両親から何か研究ノートなり何なりを紅ぐ蓮れんが引き継いでいるという可能性は無い。索組が見逃すという事も在り得るだろうが、神薙紅蓮に関してはその後、三年間は監視が付いていた。その際に神薙紅蓮は『最も早はや〈御火槌〉の一家たる資格無し』と判断されている。その上で監視が外されたのだ。

　今いま更さら、何ど処こからか神薙紅蓮が資料を見つけ出すとは考えにくい。

　だがその一方で……呪じゆ術じゆつには人間の脳をデータ・ベース代わりにしてしまう類たぐいのものも在る。かつては呪術の開発で鳴らした神薙家にもその技術は在っただろう。本人の自覚も無いままに彼の頭の中には危険な知識が大量に眠っているかもしれない。

　そしてそれが何かの弾みで表層意識にこぼれだしてしまう事も――在り得る。

　呪術とは多分に不安定で、曖あい昧まいな経験則によってのみ成立している技術だ。施術者が予想もしなかった様な効果が発揮される事も在る。物理的影響力と汎はん用よう性せい、それに確実性という意味で科学に勝てなかったからこそ、呪術や魔法は歴史の表舞台から消えざるを得なかったのだ。

　ともあれ……

「今晩にでも接触してみましょか」

　湯気に曇ったサングラスを外してハンカチで拭ふきながら、逆さか木きは言った。







　答えは出せないままに時間は過すぎていった。

　いや……答えはとっくに出ている。ただそれを告げる踏ん切りがつかないだけの事だった。琴こと音ねも由ゆ奈なも自分の事を優しいと言ってくれるが、自分は単に自己中心的で臆病なだけなのだろうと紅蓮は自じ嘲ちよう的に思っていた。他人を傷つけるのを嫌がるのも、それが自分に跳ね返ってくるのが怖いだけなのだと。

　ともあれ……

「一緒に帰ろ」

　予想は出来た事ではあったが――校門の所で待っていたのは、琴音ではなく由奈だった。

「ね――紅蓮」

　にこりと笑う彼女は本当に可愛かわいらしい。

　ある意味でいつも優しく――しかしひっそりと笑う琴こと音ねとは対照的で、周りに元気を振りまいている様な感じだ。一緒に居ればこちらも明るくなれる。そんな少女だ。

「琴ちゃんには遠慮して貰もらったよ」

　紅ぐ蓮れんが問う前に由ゆ奈なは言った。

　数秒の躊ちゆう躇ちよの後――

「……本当に分かんねえんだけどさ」

　由奈と一緒に歩き出しながら紅蓮は言った。

「どうして俺おれなんだ」

「昨日言ったでしょ」

　由奈は言った。

「優しくて、大人びていて、変に生き真面目まじめな所」

「……どれも違う様に思えるんだがな」

　と紅蓮は自じ嘲ちよう的に呟つぶやく。

　そもそも本当に優しくて、物事をきちんと割り切れる程に大人で、本当に公明正大な真面目さを備えているならば、今ここで由奈とこうして話などしていないだろう。

「……そろそろ聞かせて貰えないかな」

　由奈はふと口調を変えてそう言ってきた。

「丸一日経たったし」

「…………」

　改めて紅蓮は考える。

　由奈は善よい奴やつだ。一緒に居ても楽しいし、他人への気遣いも出来るし、話をしていてもあまり負担にならない。容姿も間違いなく美人の部類に入るだろうし、時折見せるその仕草はびっくりする位に可愛らしいし――とにかく魅力的か否かと問われればまず間違いなく前者だ。

　自分には勿もつ体たい無ない位に。

　だから――

「うまく言えないけど……ごめん」

　紅蓮は言った。

　出来れば電話で答えたかったのだが――それはそれで杉すぎ崎さきに対して不誠実だろう。だがさすがに彼女の顔を真まっ直すぐ見て、というのは難しかった。

　並んで歩きながら、頑かたくなに前へと視線を投げ続け、紅蓮は言った。

「俺は杉崎の――その、彼氏にはなれない」

　その結論はいつ出たのかと問われれば紅蓮にもよく分からない。あるいは――昨日に由ゆ奈なから告白を受けた時、それはもう既すでに決まっていた事だったのかもしれない。自分でその事を自覚するまでに丸一日かかってしまったというだけの事だ。

　怒るか。泣くか。呆あきれるか。

　幾つかの杉すぎ崎さきの反応を脳裏で予想して身構える紅ぐ蓮れん。

　だが――

「私が嫌い？」

　隣でむしろ由奈が静かに苦笑するのが、気配でも分かった。

「そういうのじゃないんだよ。二者択一ってんなら好きだ。杉崎が悪いんじゃない。本当に全然そんな事ない。俺おれみたいな馬ば鹿かじゃなければ、大喜びでＯＫしてたんだろうさ」

　どう考えても自分と付き合うのは由奈の為ためにならない。

　彼女が善よい奴やつというのが分かっているから――尚なお更さらだ。

　いや。それすらも理由の半分でしかない。どうも自分に対しても無意識に言い訳を考える癖がついている。あまり良くない傾向だろう。

　無様な紅蓮を――何ど処こかで居る筈はずの無い妹が嗤わらった様な気がした。

「でも俺は……な。なんて言うか。上う手まく言えないんだけどな。悪ぃ――」

「……そっか。やっぱりそうなんだ」

　ふと立ち止まって由奈は頷うなずく。

　紅蓮はそこでようやく自分も立ち止まって彼女の方を振り返った。

　妙に悟った様な――穏やかすぎる表情が、気になる。

「なにがやっぱり、だ？」

「……いい。分かった。分かっちゃった」

「なにが？」

「酷ひどい事聞かないでよ」

　溜ため息いきをついて由奈は首を振る。

　思った以上に彼女の反応は淡泊だった。再び歩き出し、紅蓮の横を通り過すぎて――そのまま止まらずに進んでいく。紅蓮には勿もち論ろんそんな彼女を追う資格が在ある筈も無く、遠ざかるその背中をただ見送るしかない。

「――悪ぃ」

　本当にそう思う。

　それが好意を拒んだ者の責務だと自分に言い聞かせ、紅蓮は由奈の姿が通りの果てに見えなくなるまで、彼女の後ろ姿を見つめ続けていた。







「――どうして？」

　思わず琴こと音ねは受話器に向かってそう問うていた。

　家に戻って夕食を食べた後――琴音は紅ぐ蓮れんと由ゆ奈なの交際についての成り行きが気になって電話を掛けた。どちらに尋ねても良かったのだが、由奈ではなく先まず紅蓮に尋ねたのは、単に彼の携帯の電話番号が電話帳で先に出てくるからだ。

　結果としてはこの順番で良かったのだろう。

　由奈に自分の口から『振られた』などと言わせずに済んだ。

　しかし――

「杉すぎ崎さきさんと付き合えたら紅蓮も幸せかなって――思ったのに」

　琴音としてはてっきり二人が付き合う事になるのだと思っていた。

　何ど処こからどう見ても由奈は申し分ない少女だ。綺き麗れいだし明るいし男女を問わず人気が在ある。自分とは何もかも正反対で本当に羨うらやましい位だった。紅蓮だって彼女と付き合えるとなれば喜ぶだろう、と琴音は思っていた。

　しかし――

『……馬ば鹿か野郎』

　電話の向こうの紅蓮は明らかに怒っていた。

「え……？」

　戸惑う琴音。

　どうして紅蓮が怒っているのか分からない。

　ただただ混乱する琴音に紅蓮は苛いら立だたしげに言った。

『そんな風に思って俺おれに杉崎をあてがったのか？　お前は――』

「え？　あの……えっと……その……ごめんなさい」

　分からない。全然分からない。

　だから琴音にはとりあえず謝る事しか出来なくて。

「ごめんなさい。よく分からないけど――ごめんなさい」

『謝ってんじゃねえよ』

　紅蓮は唸うなる様な声でそう言ってくる。

　でも謝る以外にどうすれば良いのか。

　謝ると言えば由奈にも謝らねばならない。紅蓮との仲を取り持つつもりで、彼の好きな食べ物や好きな音楽を教えたのは自分だが――ひょっとしたら、余計なお世話だったのかもしれない。

　あくまで琴音が知っているのは『笹ささ原はら琴音の眼めから見た紅蓮』だ。それは確かに紅蓮の一面かもしれないが、紅蓮にしてみればその『笹原琴音の眼から見た紅蓮』の影の様なものを突き付けられて、嫌な気分になったのかもしれない。

　だって自分は紅ぐ蓮れんに恨まれている筈はずだから。

　でも紅蓮は優しいから自分に罪滅ぼしの機会をくれて。

　だから――

『……もういい。とにかく俺おれは杉すぎ崎さきとは付き合わない。それだけだよ』

　溜ため息いきをついてから、若干声の口調を落ち着けた紅蓮がそう言ってくる。

「そ……そう……」

『じゃあな。また』

「あ……うん。また」

　少し救われた気分になって琴こと音ねは電話を切った。

　もう琴音の顔も見たくない、という程に怒っている訳ではないらしい。胸を押さえて小さく安あん堵どの溜め息をつく琴音。

　その時――

「――お姉ちゃん」

　振り返ればそこに妹が居た。

　笹ささ原はら鈴すず音ね。琴音の二つ下の妹である。

　少年の様に短めに整えた髪と、猫を想おもわせるややきつい感じの双そう眸ぼうが特徴的だった。女の子なのに見るからに喧けん嘩かっ早そうな印象で――実際、通っている中学では、後輩につきまとった男子高校生を殴り倒した事があるとか。気の強さばかりが目立って、顔立ちそのものの可愛かわいらしさに気付く者はむしろ少ないだろう。

　似ていない姉妹だとはよく言われる。

　勿もち論ろんそれは顔立ちがというよりも、言動から来る印象に関しての意味だろう。性格という意味では笹原姉妹は正反対に近い。

　それでも――いやだからこそ姉妹の仲は悪くない。

　ただ……

「また、紅蓮の奴やつの世話焼き？」

　妹は眉まゆを顰ひそめて言った。

　鈴音は紅蓮の事を嫌っている。

　どうも紅蓮が姉を奴隷の様にこき使っているのだと思っているらしいのだ。実際には琴音が罪滅ぼしの意識から、紅蓮の世話を一方的に焼いているだけなのだが……そう言っても納得してくれない。

　お互いに小学生の頃ころは――未まだ紅蓮が笹原家に同居していた頃は、鈴音も紅蓮の事を実の兄の様に慕っていた。あるいは本当の兄妹なのだと思っていたのかもしれない。

　だが、彼が笹原家を出て一人暮らしを始めてからは、彼に対する妹の評価は百八十度変わってしまったのだ。

「もう本当にいい加減、止やめなよ」

「それは駄目。私が――私のせいだから」

　琴こと音ねは苦笑を取り繕つくろって妹に言う。

「聞き飽きたよ、そんな話」

　鈴すず音ねは苛いら立だたしげに言った。

「神かん薙なぎの奴やつがそういったの？　姉さんにそうしろって言ったの？」

「違う。紅ぐ蓮れんは――そんな事言わない」

「だったら――」

「…………」

　琴音はただ首を振る。

　これはずっとずっと前に決めた事なのだ。

　紅蓮の為ためならば何でもすると。彼が幸せになる為ならば、どんな事でもすると。

　自分が辛つらくてもむしろそれは当然だ。

　これは――罰なのだから。

「ごめんね」

　言って琴音は、いつも駄目な姉の心配をしてくれる優しい妹に笑い掛ける。

「…………」



    

  
    
      



    

  
    
      　鈴すず音ねはふくれ面で踵きびすを返すと、足音も荒く階段を上っていった。

　いつもこうだ。

　馬ば鹿かな自分は良かれと思っても、大事な人や好きな人を怒らせたり、哀かなしませたりする。どうしてこうなってしまうのか自分でもよく分からない。やはり自分は馬鹿なのかとも琴こと音ねは想おもう。学校の成績は良くても――試験に顕あらわれるそれは、大概の場合に、単に記憶力が良いというだけの事でしかない。

「ごめんね。鈴音」

　聞こえないとは知りつつもそう告げると、琴音も自分の部屋に向かって歩き出した。







　午前零時――金曜日と土曜日の境目。

　一日の始まりと終わりが隣り合う深夜。

　紅ぐ蓮れんが外に出たのは気晴らしの為ためだった。

「……くそ」

　どうにも落ち着かない。

　テレビを見てもラジオを聞いてもネットを巡回しても、憂ゆう鬱うつな気分が募つのってくるからだ。

　一人でしんとした室内に居ると、由ゆ奈なへの罪悪感と琴音への苛いら立だちが耐えきれない程に膨れあがってくる。同じ処ところで意識が堂々巡りをする気持ち悪さに耐えきれず、紅蓮は夜風を求めて外に出たのだった。

　しかもこういう時に限って、深しん紅くも出てこない。

　アレは紅蓮の懊おう悩のうを見て愉たのしんでいる様な節ふしが在あるので、きっと何ど処こかで今の彼を見て嗤わらっているのだろう。もし深紅が、紅蓮の意識が造り出した二重人格の様なものなのなら――自分はひょっとして被虐趣味マゾの傾向でもあるのかと思ってしまう。

　ともあれ。

　外に出てはみたものの、何処に行くあてがある訳でもない。

　適当に見知った道を歩きながら、紅蓮はこの日もう百回目に達しようかという溜ため息いきを長々とついた。ただの吐息の筈はずなのに舌の上に苦く重い感触が残る様なものを。

　自分は一体何をしているのだろうか。

「…………」

　普通になりたいと思った。

　悪夢の様な幼少期から奇跡的に抜け出せたのだ。憧あこがれて憧れて、しかし幼いながらもとっくに諦あきらめていた――当時はその意味すらも推測するしかなかった『普通』の人生。それを今、自分は送れる立場に居る筈なのだ……傍はた目めに見れば。

　だが……普通の幸せを普通に享受する事が出来ない。

　何ど処こか違和感の様なものを覚えてしまう。

　いかに普通に振る舞おうとしても、それは何かを誤ご魔ま化かしているかの様で――心の何処かで何かが引っかかる。

　それは恐らく今はもう居ない自分の兄や姉であったり。

　あるいは深しん紅くの存在であったり。

　そして何よりも――

「…………くっ」

　吐き気すら覚えて紅ぐ蓮れんは立ち止まる。

　脳裏に揺らめく炎ほのおの記憶が告げてくる。

『お前にそんな資格は無いのだ』――と。

　誰だれかを普通に好きになる事も。

　普通の幸せを噛かみ締しめる事も。

　そんなものは絶対に許されない。

　何な故ぜならば――

「…………」

　ふと道の十字路の手前で立ち止まる。

　気が付けば、街外れにまで来てしまっていた。

　沈みがちな気分のせいか、見慣れた風景が――殊更ことさらに寂しく見える。

　首都圏といっても、外縁部に位置するこの辺りには、雑ぞう木き林ばやしや田畑も多く、夜ともなると人通りが絶えるし、車の行き来も殆ほとんど無くなる。

　無論――それでも舗装された道は街路灯が煌こう々こうと照らしているし、少し離れた場所に在あるマンションや一軒家からも光が漏もれてきている為ため、道行きに不安は無かった。

　真まっ直すぐ行けば、かつて紅蓮の家が在った丘の上の高台に行き着く。

　右に行けば――笹ささ原はら家が在る。

「…………」

　行ってどうなるものでもない。

　十年間どうにもならなかったのだ。

　だから多分良くも悪くも、明日からまたいつも通りの日常が始まる。そして紅蓮にはそれを受け入れるしかない。琴こと音ねの罪悪感につけ込んでいるという後ろめたさを感じながら、仲の良い幼おさな馴な染じみごっこを続けるしか――ない。

「……くそ」

　何度目になるのかもよく分からない苛いら立だちを言葉と共に吐き出して。

　そして――

「…………え」

　考え事をしていたせいだろう。

　いつの間にか目の前に在あった黒い影に気付くのが遅れてしまった。

　もぞり――とその塊が動く。

「なん……だ？」

　全身の毛が逆立つのを紅ぐ蓮れんは感じる。

　何かよく判わからないものが眼めの前に在る――いや居る。

　むっとする様な生臭い臭においが夜風に乗って届いた。

　犬？　いやしかし……

「…………」

　それはゆっくりと立ち上がった。

　二本の脚で――まるで人間の様に。

　街路灯の光を背に受けて浮かび上がるその輪郭は、明らかに異い形ぎようだった。

　四肢は在る。頭部も胴体も在る。

　なのにその形状は何ど処こか歪ゆがんでいる。配分が狂っている。関節の位置がおかしい。手の長さが左右不ふ揃ぞろいで太さも違う。脚に至っては三本――いや一本だけ後ろに位置する真ん中のあれは尻尾しつぽなのだろうか。

　しかも大きい。

　立ち上がったその背丈は確実に二メートル以上だ。

　それに頭部には、拗ねじくれた螺ら旋せんを描く突起が左右――二本。

　あれは……『角つの』だろうか？

「お……に……？」

　異形の怪物がそこにいた。

　どす黒いその巨きよ躯くで悠然と紅蓮の前に立ち塞ふさがっている。詳細も分からぬ程に闇やみ色いろで塗り潰つぶされた顔の真ん中――そこに金色に光る双そう眸ぼうぎろぎろと蠢うごめいていた。

　彼ひ我がの距離はおよそ四メートルといった処ところか。

　回れ右をして逃げるには近すぎる。

「なんだよ……これ……？」

　紅蓮が喘あえぐ様に声を漏もらす。

　次の瞬間――



　――だん！



　と短い音を立てて怪物の姿が消える。

　次の瞬間――残像すら残さぬ速さで動いた異い形ぎようが紅ぐ蓮れんの真横にいた。

「――！」

　信じられない程の脚力。

　しかも同じく空気を抉えぐり抜く勢いで、怪物の太い右腕が、紅蓮の頭を掴つかみに掛かる。

　咄とつ嗟さに首を振ってこれを文字通りに間一髪で避けた紅蓮は、続いて繰り出されてきた左腕をも、真下から跳ね上げた右の拳こぶしで叩たたいて軌道を変える。唸うなる程の勢いで空気をぶち抜く豪腕は、紅蓮の額の白しら髪がをかすめて背後に抜けた。

「え……!?」

　今――自分は何をした？

　眼めに見えない程に早い相手の動きを、自分はどうやって捌さばいたのか。勿もち論ろん紅蓮には格闘技の心得など無い。精々が高校の授業中にやった柔道位のものだ。ましてやこんな人間の領域を逸脱した化け物相手に、立ち回りなど演じた経験などない。

　なのにどうして――

「ぐっ――!?」

　疑問を覚えたのが隙すきになった。

　怪物が伸びきった両腕を引き戻しながら紅蓮を抱き締めてきたのだ。

　右にも逃げられず左にも逃げられず、紅蓮は相手の豪腕に巻き取られていた。

　ごふぅ……ごふぅ……とひどく荒々しい呼吸音がする。

　がばりと黒い怪物の頭部に裂け目が生じた。

　口――なのだろう。縦に裂ける口が在あるのならの話だが。

　剥むき出だしになった牙きばと牙の間をつうと涎よだれの糸が繋つなぐ。その奥の奥――闇やみよりもなお暗い奥底で湿った音を立てて蠢うごめくそれは舌なのだろうか。

（……喰くわれる？）

　紅蓮はその様子を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

（こんな処ところで。こんな何とも判わからない化け物に。こんな――こんな）

　ここで喰われて殺される。

　自分の人生とは何だったのか。

　こんな訳の分からない死に方をする為ために生まれてきたのか。

　嫌だ。こんな死に方は嫌だ。断じて嫌だ。

　だが――

（俺おれは…………）

　ここで紅蓮が死んでいけない理由は何ど処こにも無い。

　兄や姉がゴミの様に死んでいったのと同じく。

　父や母がその志こころざし半なかばで死んでいったのと同じく。

　人間なんて……誰だれでも簡単に死ぬ。

　その事に理由なんて無い。そういうものなのだ。

　自分だけがその例外であると言える必然性など何ど処こにもなくて――

（いやだ、いやだ、それでも俺おれは、俺は！）

　たとえどうなっても。

　どんな事をしてでも。

（生きていたい――）

　眼めも眩くらむ様な恐怖と絶望の中でただ紅ぐ蓮れんはそれだけを願う。

　その時……

「しょうがない兄様ですね」

　居る筈はずの無い妹の、聞こえる筈の無い声が聞こえた。

「…………？」

　何かがおかしい。いつもと違う。

　意識と感情と――そして感覚が噛かみ合わない。

　身体からだがまるで自分のものでないような違和感。

　恐怖のあまりに自分はとうとうおかしくなってしまったのか。

　それとも――

（これは……なんだ）

　奇妙な感覚が恐怖で麻ま痺ひした意識に広がっていく。

　身体が軋きしむが痛くない。まるでビデオのコマ送り再生の様に時間がやたらに引き延ばされた様に感じた。これは一体何だ。呼吸や脈拍の上昇によって認識時間が引き延ばされたのだろうか。

「駄目ですよ。兄様は私のもの」

　相変わらず深しん紅くの声はする。

　だが今日に限って彼女の姿は何処にも見えない。

　代わりに――紅蓮の右手が勝手に動いていた。

　抱だき竦すくめられている筈なのに、するりと右腕だけがその肉の捕縛から逃れて、蛇の様にその鎌かま首くびをもたげ――そして。

「あなたになんかあげません」

　人差し指と中指。

　二指を揃そろえて伸ばし紅蓮は――紅蓮の右手はそれを怪物の顔に真まっ直すぐ突っ込んだ。

　その黒い顔の真ん中で、燃える様に輝く紅あかい眼の、片方に。

　ぷつりと何かを、柔らかい何かを指先で潰つぶす感覚。

「――ッ!?」

　怪物の両腕が緩む。

　神経が在あるのかどうかすら怪しい姿の化け物も――眼球を指で突き潰つぶされれば、怯ひるむらしかった。次の瞬間、拘束が大きく緩んでいた。

　紅ぐ蓮れんは身体からだ全体で地に倒れ込み、そのまま止まる事無く転がって逃げる。

「ッ!!」

　言葉にもならない獣じみた唸うなりを上げて怪物は己の頭部を――潰された左目を押さえ、しかしそれでも残された右目で紅蓮見つめ、彼を追って右腕を伸ばしてくる。

　鈎かぎ爪づめらしき尖とがった指先が、紅蓮を――



　――異音。



　次の瞬間、タイヤが地面を擦る鋭い音と共に――真横から飛び出してきた白と黒の小型自動車が怪物に激突した。

　巨体とはいえ、怪物もさすがにこれを耐えるだけの重さは無かったのか、軽々と吹っ飛んで路面で跳ねる。車体を大きく凹へこませて停車したミニ・クーパーから、一人の中年男がまろび出る様にして下りてきたのは、次の瞬間だった。

「…………ぐへ。慣れへんことするもんとちゃうな」

　作動したエアバッグに胸か腹でも打たれたのだろう。鳩尾みぞおちの辺りをさすりながら男は腰の後ろに手をやった。

「おい。神かん薙なぎ紅蓮。無事か？」

「え……？」

　紅蓮は間の抜けた声を漏もらす。

　この――突然割り込んできたおっさんは、何な故ぜ、自分の名を知っている？

「幸運な奴やつやな。それとも何か親御さんに仕込まれてたか」

「……あ……あんたは？」

「細かい話を今しとる場合とちゃう」

　中年男は右手で腰の後ろから――拳けん銃じゆうを抜いた。

　反対側の手で同じく何か細長い筒の様なものを抜くと、銃口部分に手早く装着する。

「ああくそ、やっぱ、ＵＭＰ、車に積んどくんやったなあ！」

　半なかばやけくその様な口調でそう言いながら男は銃を構えて――発砲。

　恐らく筒状のものは銃声抑制器サプレツサーだったのだろう。ぱん、と拍手程度の、銃声と呼ぶには小さい音が鳴る。

　銃弾は丁度、起き上がろうとしていた怪物の腹部に命中した様だった。

　びくんと震えて怪物が動きを止める。

　しかし――

「下がっとれ、神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん！」

　叫びながら男は更さらに続けざまに発砲した。

　一発。二発。三発。四発。五発。六発。

　空から薬やつ莢きようがアスファルトに跳ねる涼しげな音が続けざまに響いた。

　二連射を三度。

　それらは全すべて倒れたままの怪物に撃ち込まれていた。腹に四発。胸に二発。細かい銃や弾丸の種類まで紅蓮には分からない。だが普通、急所か否かはさておいても、最初の一発と併せて合計七発、そんな数を身体からだに撃ち込まれれば死ぬ――人間ならば。

「………………」

　怪物はゆっくりと身を起こしてきた。

　縦の口を開いて――ずろりと蛇の様な舌をそこから垂らしながら。

「なっ……」

　愕がく然ぜんとする紅蓮の横で、男は自動拳けん銃じゆうの弾倉を交換。まるで手品の様に、いつの間にか指の間に挟まれていた新しい弾倉が、空になった先の弾倉と入れ替えられる。

「ええから寝とけ！」

　再び二連射を、今度は四度。

　たたん、たたん、たたん、たたん、と総計八発の銃弾が怪物に向けて撃ち込まれ、それらは全てその腹部に着弾した。よろめきながら怪物は後方に下がり、再び倒れる。

「神薙紅蓮。車に乗れ」

　銃を怪物に向けたまま男は言った。

「……え？」

「早はよぅ！　この程度でヤドリギ殺せたら、苦労せえへんわ！」

　切迫した声に背中を叩たたかれ紅蓮は訳が分からないままに立ち上がる。

　そして――

「――!?」

　いきなり男の姿が消えていた。

　いや、違う。男の姿が――怪物のそれと入れ替わっていた。

　物もの凄すごい速度で飛び掛かってきた怪物が、体当たりで男を吹っ飛ばしたのだと――紅蓮が気付いたのは、怪物が改めて紅蓮に向き直った時だった。振り返って見れば、路傍に在ある灌かん木ぼくの茂みから、ひっくりかえった男の脚だけが突き出ているのが見えた。

　生きているのか死んでいるのか分からない。

　だが――

「イダイナア……」

　ごりごりと岩を擦れ合わす様なそれが声なのだと気付くのに紅ぐ蓮れんは数秒を要した。

　喋しやべるのだ。この怪物は。

　つまり――

「イダイイダイ……」

　腹から血を流しながら怪物はそう主張した。

「…………ビドイヨオ」

　と言いつつも怪物は何を考えているのか、自分の腹の辺りを指先で弄いじっている。

　痛みは無いのか。いや。痛いと言っていたではないか。だがこの理性も知能も怪しい様な化け物の言う事など一字一句全まつたく信用出来まい。

　何より血が――血が殆ほとんど出ていない。あれだけ銃弾を喰くらえば、常識的に考えても、内臓に傷くらいつく筈はずだ。そうなればちょっとやそっとで出血は止まらないだろうに。

「ビドイヨオ……ゲゲ……ゲゲゲゲエエゲ」

　これは――笑っているのだろうか。

　疑問を、再び銃声が遮さえぎる。

「…………！」

　反射的に振り返った紅蓮は、植え込みから男が身を起こして銃を構えているのを見た。

　恐らく今の一発で全すべて撃ち尽くしたのだろう。アクション映画でよく見る弾切れの状態――遊底スライドが開きっぱなしで止まっている。銃口は怪物に向けたまま右腕は微動だにせず、しかし男の左手は更さらに素早く何ど処こかから予備の弾倉を取り出して交換。

　ばしゃんと音を立てて遊底が閉鎖した。

「ほんまによういわんわ。呪じゆ詛そ仕込の専用弾、頭にぶちこんでも足止めだけて。今いま更さらやけど――おまえら、どこまででたらめやねん」

　男の台詞せりふの意味が分からず紅蓮は視線を正面に戻す。

　怪物は、平然とそこに立っている。

　立ってその縦開きの口を震わせて笑いさえしている――その額にはぽつんと弾だん痕こんを刻まれているというのに。

　いや、そういえば確かに紅蓮が指を突き込んだ筈の左目。そこにも平然と、当たり前の様に傷一つ無い眼球が収まっている。咄とつ嗟さの事で抉えぐり抜くまではしなかったものの、それでも無傷などと言う事は在あり得ない――

「な……んで……」

「アホ、はよ逃げぇ、神かん薙なぎ紅蓮！」

　男が銃を構えながら叫ぶ。

　撃たないのは――紅蓮に当たる事を恐れての事か。確かに怪物は今、男の銃口と自分との間に紅蓮を置いている。

　我に返って駆け出そうとした紅ぐ蓮れんの両肩を――しかし、怪物の両腕ががっちりと掴つかんだ。

「――イダダギマアズ……」

　まるで質たちの悪い冗談。

　再び紅蓮にかぶりつこうとする怪物。

　てらてらと光る、牙きばの列。獣じみた生臭い息が紅蓮の頬ほおを撫なでた。

　喰くわれる。

　噛かまれて。

　食いちぎられて。

　喰われて殺される。

　どうして。

　理由は。

　分からないままに。

　琴こと音ね。

　俺おれは。

　…………

　断片の様な思考が焦しよう燥そう感に燃える意識の奥で空回りする。

　その――瞬間。

「さあ。兄様――お目覚めの時間ですよ」

　深しん紅くの声が愉たのしげに唱える。

「『のぞめるつはもの』」

　それは――呪じゆ文もんだった。

「『たたかうもの』」

　読んで字の如ごとくに呪のろいの言葉。

　何ど処こか深くに埋め込まれた呪じゆ詛そを起動する為ための――鍵かぎ。

「『みなじんをはり　れつをつくりて　まえにあり』」

　よく分からない言葉の羅列。それは――しかし深紅の詠唱を追ってなぞるかの如く、無意識の内に紅蓮の唇からも紡つむがれていた。

「……のぞめるつはもの……たたかうもの……みなじんをはり……れつをつくりて……まえにあり…………」



　何処かで何かがかちりとはまった。



「――あ」

　塊の様な吐息が漏もれる。

　意識が書き換わる。

　紅ぐ蓮れんであって紅蓮でないもの。いや違う。紅蓮は部分でしかない。全体の半分。残りの半分は普段眠り続けている。それが起動する。今までの様な突発的で限定的なものではない。完全な――

「ああああああああああああああああああああ」

　声が漏もれる。声が吼ほえる。

　悲鳴ではなく怒号でもなく嗚お咽えつでもなく。

　そのどれもであってどれでもないもの。

　純然たる咆ほう哮こう。

「あああああああああああああああああああああああ」

　ぞわぞわとする感覚。

　全身の肉が骨から剥はがれて膨れあがる様な。

　同時に髪が――

「…………神かん薙なぎ紅蓮!?」

　何ど処こかで誰だれかが叫んでいる。

　髪が伸びていく。いやそれは本当に髪か。主の意志に反応して動くそれを髪とは言うまい。それは背中の辺りで自らまとまって塑そ形けいする。ぞろりと動いて、太く、長く、『腕』の形に自らを成してゆく。

「ああ。あああああ。ああああああああああああああ」

　髪は伸び続ける。

　伸びて絡まる。己の身体からだに。己の――全すべてに。

　腕に。胴に。脚に。首に。全身に絡み付きながら寄り集まって何かの形を編み上げる。

　そして――

「ああああああッ！」

　咆哮が夜空に突き抜ける。

　そして――

「………………おれ……は」

　気が付けば紅蓮は、紅蓮であって紅蓮でないものとなって、そこに立っていた。

　傍かたわらに在ある車のミラーに、その姿が映っている。

　黒い人型の――異い形ぎよう。

　人の姿をしてはいるものの、幾つもの部分で逸脱した、尋常ならざる何か。

　全身は黒に覆おおわれ、そのあちらこちらに筋肉とも筋とも骨ともつかぬ白い線が這はい回まわっている。四肢のあちらこちらに備わる突起物はまるで周りを威嚇するかの様。だがそれよりも何よりも異様なのは、その肩に二本ずつの腕が備わっている事だった。

「ナニ……？」

　さすがの怪物も驚いたらしい。

　だが――

「ドリアエズ食ベデミレバワガルガナア」

　そんな事を言いながら近付いてくる。警戒心というものが無いのだろうか。

　異様に肥大化した腕が、紅ぐ蓮れんを掴つかもうとして――しかし止まる。

　紅蓮の両腕が、怪物のそれに比べれば細身のそれが、がっちりと受け止めていたからだ。

「ナニ……？」

　怪け訝げんそうに言いながらも顎あごを大きく開いて怪物が身を乗り出す。

　ごきり、と音を立てて紅蓮の両腕に掛かっていた圧力が消えた。

　恐らく――怪物が自らの肩の関節を外しながら身を乗り出し、紅蓮の顔に噛かみ付つこうとしたからだ。怪物のその腕――というか肩が不自然な位に伸びていた。

　人体の構造すら半なかば無視した無む茶ちや苦く茶ちやな動き。

　だがそれすらも――

「――ギ？」

　紅蓮の腕は止めていた。

　背後から肩越しに回り込んだもう一対の腕が、相手の身体からだを押さえる様にして。



    

  
    
      



    

  
    
      「お…………おおおおおおおおおおおおッ!!」

　紅ぐ蓮れんは吼ほえる。

　吼えながら四本の腕で、自分よりも一回り以上大きな巨体を、持ち上げる。

「るぅうううああっ！」

　腕は――半なかば自動的に動いて怪物を投げ飛ばしていた。

　車に激突された時よりも遙はるかに早い速度で吹っ飛ぶ怪物。だが今度は不意打ちではなかったからか、怪物は器用にも空中で腕と脚を振り、姿勢を制御していた。

「ギギッ！」

　異い形ぎようが伸ばした四肢で、だん、と音を立てて近くに在あった樹木の幹に張り付く。

　そして落ちてこない。

　見ればその指が樹木に食い込んでいた。

　無む茶ちや苦く茶ちやな握力である。幹にしがみつくならともかく、指を食い込ませて、その力だけで自身の体重を支えるなどと。

「ナニ？　ナニドウジダノ、紅蓮、ソノガッゴ……」

「――!?」

　今なんと言ったか。

（……俺おれの名前を!?）

　紅蓮が戦せん慄りつと共にその事に気付いた瞬間。

「――逆さか木きッ!!」

　叫びと共に銃声が鳴った。

　抑制された発射音が、立て続けに塊となって鳴り響く。次の瞬間、怪物は樹木から跳躍し――しかしその動きは空中で乱れて落下。べしゃりと音をたてて肉がアスファルトを打ち、赤い血が大量に飛び散った。

「――来たか」

　呟つぶやく男も胸の辺りを押さえながら――肋ろつ骨こつにヒビでも入っているのかも知れない――立ち上がって銃を構える。男の視線を辿たどる様にして振り返ると、そこには、奇妙な闇やみ色いろのマントを纏まとった黒装束の者達たちが二人、自動小銃ライフルの様なものを構えて走ってくる所だった。

「ヴ……ヴヴヴ……」

　四肢で獣の様に地を這はいながら怪物は短く唸うなり――そして。

「…………」

　次の瞬間、その姿は消えた。

　いや――違う。

　先程までならばともかく、今の紅蓮の眼めはそれを追える。

　怪物は脚力と腕力を使って、四よつん這ばいの状態から跳ねたのだ。抉えぐり抜かれた空気が、ごおと鳴り、空中に投げ揚げられた黒い体たい躯くが、遙はるかな放物線を描いて闇やみの向こうに消えてゆく。

　それを見て――

「…………」

　紅ぐ蓮れんの中で張り詰めていた緊張感が途切れた。

　全身の力が抜ける。

　今いま更さらの様に恐怖感がぶり返してきて――そして。

「…………あ」

　ぞわりと全身が震えた。

　彼の身体からだを覆おおい、あるいは腕の形に塑そ形けいしていた髪が解けてゆく。いや――それは髪の様に見えて髪では無かったのか、ずるりと紅蓮の身体から滑り落ちたそれらは、地面にわだかまりながら、ゆっくりと透き通っていって――やがて蒸発するかの様に消えた。

　まるで何もかもが実体無き悪夢であったかの様に。

（なんなんだ……これは…………）

「撃ったらあかん、こいつは、違う！」

　男が自分を庇かばう様に叫んでいるのを聞きながら。

　紅蓮は――気を失った。







〈御ミ火カ槌ヅチ〉の『化粧屋』――正しくは〈繕ぜん組ぐみ〉と呼ばれる集団が事後処理に到着したのは神かん薙なぎ紅蓮が失神してから、およそ十五分後の事であった。

　基本的に〈繕組〉の仕事は現場における戦闘の痕こん跡せきの抹消である。

　ヤドリギの存在を一般に隠し通す為ため、彼等らは物理的手法と共に呪じゆ術じゆつ的手法を用いて非日常に破壊された日常を『繕つくろう』。銃弾からヤドリギの手になるものまで、各種破壊の痕跡を可能な限り修繕し、空から薬やつ莢きようから死体に至るまでの全すべてを回収し、更には目撃者が居れば彼等に対し呪術的処理による記憶操作を行う。それでも誤ご魔ま化かしきれない場合には付近一帯に呪術陣を張って地域的な記憶改かい竄ざんを行う事になる。

　もっとも〈繕組〉の仕事も万全ではない。

　限られた時間と人員で全ての証拠を隠滅するのは難しいし――特に近年はネットワークや携帯電話の普及によって目撃情報は瞬またたく間に現場から広範囲に流る布ふしてしまう可能性が高い。ヤドリギそのものの物的証拠が何らかの遺留品として生じる可能性は限りなく低いが、とにかく〈破は組ぐみ〉及び〈滅めつ組ぐみ〉の対ヤドリギ戦術と共に、新たな方法論が求められているのは間違いなかった。

　ともあれ――

「――さっきの坊やだけどよ」

　呆あきれた様に尋ねてくるのは、未いまだＵＭＰ短機関銃サブマシンガンを提げた状態の迫さこ水みずである。

　彼の隣には同じく梨り緒おも戦闘装備のまま――周囲の様子を窺うかがっている。予想外の相手との遭遇を警戒したか、ヤドリギは退却した様に見えるが……気を変えて戻ってこないとも限らないからだ。『成り立て』のヤドリギの考える事は支離滅裂で、とにかく読みにくい。

「何だったんだ――あれ」

「…………」

　迫水の言葉と同時に、梨緒も物問いたげな視線を逆さか木きに向けてくる。

　当然と言えば当然だろう。あの神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんの――寄生第三段階のヤドリギとも見み紛まがう姿をした異い形ぎよう。先に逆木が本来のヤドリギを確認して銃を向けていた為ために、辛かろうじて撃たずに済んだが――それが無ければ、こちらもヤドリギだと誤認して撃っていたかもしれない。

　いや。そもそも神薙紅蓮がヤドリギでないという保証は無いのだ。

　ただ……

「詳しくは分からんのですが」

　逆木は全身に拘束用の呪じゆ符ふを貼はられ、〈繕ぜん組ぐみ〉の隊員に運ばれていく気絶中の紅蓮を眺めながら言った。

「神薙の遺産かもしれへんですな」

「その滅んだって家のか？」

　胡う散さん臭くさそうに眉まゆをひそめながら迫水が問う。

「一時期――いや今も御み杖つえ代しろ家や十六夜いざよい家が研究しとるモノの中に〈修しゆ羅ら奇き兵へい〉というものがありましてね」

「しゅら……きへい？　阿あ修しゆ羅らの修羅に、騎き兵へい隊の騎兵か？」

「奇くしなる兵と書いて奇兵ですよ。奇妙の、奇」

　言って逆木は梨緒の方に視線を向ける。

　呪じゆ術じゆつ研究に長じた御杖代の一族の者として、解説を求めるという意味だ。

　一瞬、困った様に瞬まばたきしてから――梨緒は言った。

「私は、御杖代の落ち零こぼれですから……詳しい事は判わかりませんが」

「…………」

「…………」

　逆木と迫水は顔を見合わせる。

　薄々気付いてはいたが――やはり梨緒は、自分が御杖代の人間でありながら呪術の才が無い事に強い劣等感を抱いているらしい。わざわざ呪術を使う頻度の高い〈滅めつ組ぐみ〉や、〈索組〉、〈繕組〉ではなく、殆ほとんど物理戦闘のみに特化した〈破は組ぐみ〉に籍を置いているのも、その辺りに理由が在あるのだろう。

「ヤドリギが物理的実体を持たない、一種の高密度呪じゆ術じゆつ情報であるという説は随分と昔から唱えられてきました」

　梨り緒おは生き真面目まじめな口調で続けた。

「つまりヤドリギには物理的実体が在りません。ヤドリギの寄生先である人体が器うつわなら、ヤドリギは中身――人体がハードウェアだとすればヤドリギはソフトウェアであり一種のコンピュータ・ウイルスと考えられます」

　まるで教科書を読む様に滔とう滔とうと梨緒の唇から言葉が流れ出す。

「では予あらかじめ呪術の集積によってヤドリギと同等の機能追加を人体に対して行えないか。これがヤドリギ暗殺用呪術改造兵士――通称、修しゆ羅ら奇き兵へい構想の発端です」

「…………なるほどな」

　半なかば呆あきれた様に迫さこ水みずは頷うなずく。

「するってえとあの坊やは何か、いわゆる呪術的な、改造人間とか、そういうモンか」

「神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんが修羅奇兵であるという確証は、現状では在りません」

　一瞬――困った様に瞬まばたきしてから、梨緒は言った。

「修羅奇兵の考え方は二百年以上も前から在りましたが、二十世紀に入ってからは歩兵用各種装備、特に銃器と通信機器の発達によって、〈御ミ火カ槌ヅチ〉のヤドリギの封殺技術が上がった事から、半ば忘れ去られていた構想です」

　人間に数倍する膂りよ力りよくと、奇跡の如ごとき不死身性をその身に秘めた化け物。

　これに真正面から向かうのは、人間が灰色熊に素手の勝負を挑むのに等しい。

　だが……それとてあくまで人間が生身で格闘を挑んだ場合の話だ。

　数に優まさる武装兵士が包囲して銃器による波状攻撃を繰り返し、鎧よろいとも言うべき物理的実体――つまりは肉体を完全破壊してしまえば、後は本体である高密度呪術情報体を依より代しろから遊離させ、呪術によって完全封殺出来る。

　銃器は相手の腕の届かない距離からの攻撃を可能とし、通信機は高度で柔軟性の高い戦術を可能ならしめる。

　かつての〈御火槌〉は相手の油断を待って何十人もで奇襲、柄えの長い槍やりでヤドリギを突き刺して押さえ込み、身動きが取れなくなった処ところに火を放はなつという極めて強引な戦術をとっていたが――当然、効率が悪い上に、死傷者の数も多く、そこまでしても尚なお、取り逃がす場合が多々在ったという。

　だからこそより確実に、より少数で、ヤドリギを狩る方法が求められたのだ。

「少なくとも未いまだ修羅奇兵は御み杖つえ代しろでも十六夜いざよいでも完成はしていません」

「もっとも……」

　逆さか木きが梨緒の台詞せりふの後を引き取って言った。

「ここ何年かで、お偉方の間で必要論が再燃してますがね」

「……携帯電話とインターネットか」

「左様で」

　迫さこ水みずの言葉に逆さか木きは肩を竦すくめる。

「携帯電話だの何だのの発達、インターネットの一般化、こういったもののお陰で機密作戦がやりにくくなったでしょう。〈滅めつ組ぐみ〉や〈繕ぜん組ぐみ〉の人払いの結界にしてもそう長時間は保もたへんし、何より街頭カメラとか、純然たる機械装置には効かない。我々のヤドリギ殲せん滅めつ行動は、どうしてもやりにくくなってきとるんですよ。基本、二十人を越える人数が移動して現場に展開する訳だし」

　あくまでヤドリギの存在は秘密であり〈御ミ火カ槌ヅチ〉の存在もまた同じだ。

　こんな怪物の存在が一般に知れ渡れば、文明国家は遠からず自壊せざるを得ない。

　だからこその黒装束であり、外がい套とうであり、偽装車両であり、短機関銃サブマシンガンだ。

　単にヤドリギを物理破壊すれば良いというだけなら――機密作戦を意識しなくて良いのならば、重機関銃や自動小銃、果ては迫撃砲やらバズーカ砲を用いた方が遙はるかに楽である。

「対して――」

　逆木は言った。

「〈修しゆ羅ら奇き兵へい〉ってのは我々の様に、『狩猟』をする存在じゃないんですわ。我々が『狩猟者』ならば〈修羅奇兵〉は対ヤドリギ用の『暗殺者』として開発されとるんですよ。一対一、つまり単体で、〈破は組ぐみ〉と〈滅組〉の機能を持った存在としてね」

「…………」

　眉まゆを顰ひそめて迫水が紅ぐ蓮れんの積み込まれた大型トラック――アクトロスを振り返る。

「人の中に潜ひそむ鬼を狩るのに、同じく人の中に潜む修羅を用いる。大掛かりな包囲戦を展開するのではなく、背後から忍び寄っての一撃。まあ理想的ではありますが」

「俺おれぁ呪じゆ術じゆつの類たぐいはからきしだがよ」

　ポケットから煙草たばこを出してくわえながら迫水は言った。

「無茶な話だってのは分かるわな。本来なら十人分、二十人分、に相当する機能を、一人の人間の上に載せたってのか？」

「元々呪術ってのは個人的な能力差が激しいですからね」

　ちらりと梨り緒おを見てから逆木は言った。

「単純に人数で比較する訳にもいかんのでしょうが……とにかく、その気で御み杖つえ代しろや十六夜いざよいは研究しとりますよ。そして恐らくは――神かん薙なぎも研究しとったんでしょうな」

「…………」

　迫水の肩にベルトで留められた通信機が信号音を発する。

　簡単な呪じゆ符ふによる近隣住民の意識に対する誤ご魔ま化かしを〈繕組〉が終えたという証あかしである。

「なんつうか」

　迫さこ水みずは憂ゆう鬱うつそうに言った。

「……辛つらいんだろうな、あの坊主も」

「ひょっとしたら、十年前に死んでいた方がマシだった、と思う程度にね」

　そう応じて逆さか木きは肩を竦すくめて見せた。



    

  
    
      


第三章　鬼おに猟かりの修しゆ羅ら





　両親の事を話題に出されると紅ぐ蓮れんはとても不愉快な気分になる。

　どんな人達たちだったのかと問われても、適当な言葉が見つからない。

　とりあえず父親を表現するのに相応ふさわしい単語は『鬼き畜ちく』とか『外げ道どう』とか『人にん非ぴ人にん』なのだろうが……そんな普通の言葉では、あの男の全すべてを語る事は出来ないと紅蓮は思う。母親に至っては、もうただ『生物として紅蓮達を産んだ女』という以上の意味を持たない。

　いずれにせよ紅蓮にとって、彼等らは思慕の対象ではなかった。

　幼い彼にとって『親』とは独裁者の別名だった。

『お前は私の所有物だ。私が作った。だから我々に生せい殺さつ与よ奪だつの権利が在ある』

　そう言ってあの男は本当に紅蓮達を好き勝手に扱った。

　具体的に何をされたかはよく覚えていない。

『処置』の時には大抵意識を失っていたし――意識が在ったとしても、あの男のしている事は複雑すぎて、当時の紅蓮には理解出来なかったろう。いや。恐らく今の紅蓮でも理解出来ないに違いない。

　苦痛で何日も眠れず悶もん絶ぜつし続けた事も在ある。与えられる食事を摂とっても摂っても嘔おう吐とを繰り返して喉のどが胃液で焼けた事もある。頭痛で三日間、牢ろうの、いや檻おりの中で転げ回っていた時には『お願いだから殺してください』と訴えたものだ――当時、六歳だった子供が。

　勿もち論ろん……あの男は殺してなどくれなかった。

　むしろ死ぬよりもひどい事を繰り返した。

　それは紅ぐ蓮れんだけではなくて、何人も居たという紅蓮の兄や姉も同様で――だが彼等らは早々に死んだ。彼等の実験結果から得られたものを蓄積し反映した人体実験は、より長く激しく紅蓮を苦しめる事になった。

　正直言って、紅蓮は親の顔を覚えていない。

　あの男は眼鏡めがねを掛けていた上に、いつも実験用にマスクや手袋をしていた為ため、素顔はおろか素肌すら紅蓮の前に晒さらした事が殆ほとんど無い。助手役を務めていたあの女に至っては、長い髪を垂らして俯うつむいてばかりで――真まっ直すぐ紅蓮の顔を見た事もろくに無かった様に思う。

　だから紅蓮が、両親という言葉で不快感と共に思い出すのは――

　…………

「…………あ」

　覚かく醒せいと共に――塊の様に凝こごった吐息が漏もれる。

　いつの間に気を失っていたのか。瞬まばたきをして鮮明さを増した視界には、何やら手術室の様な室内風景が映っていた。のしかかる様な巨大な灯具と。硬質タイルらしきものを貼はり付つけられた壁面と。それから隅に幾つも並べられた装置類と。

　そして何より紅蓮を拘束する――寝台と。

　半なかば反射的に起き上がろうとした紅蓮は、自分の全身が分厚い革のベルトで台に固定されているのだと気付いた。しかも一いつ糸し纏まとわぬ全裸の状態にされている。

「…………」

　此こ処こは何ど処こなのか。

　あの黒い怪物と出会って、何か銃を持った連中が割り込んできて……そしてあの怪物が逃げて。その辺りで紅蓮の記憶は途切れている。恐らく気絶してしまったのだろう。

　その間に運ばれたらしい。

　だが誰だれに？

　順当に考えればあの銃を持った連中なのだろう。少なくとも気を失っている処ところを通り掛かりに発見されて病院に担ぎ込まれた――訳ではあるまい。病院は患者を手術台に寝かせる事は在っても、いきなり全裸にして拘束したりはすまい。

　それに病院にしては、妙なものが見受けられる。

　何やら文字だか模様だか分からない様なものが、壁一面、それに天井一面にびっしりと刻み込まれているのだ。まるで何かの宗教施設の様で――それらが筆舌に尽くし難い奇妙な圧迫感を醸かもし出している。

「一体――」

「……意識が戻った様です」

　ふと何者かの声が聞こえた。

　頭部も固定されている為ために、動かせるのは、せいぜいが眼球だけという状態だったが……辛かろうじて視界の端はしに人影を見る事が出来た。

　この場に相応ふさわしい格好をした人物である。

　声から男だというのは分かるが……人相の類たぐいは殆ほとんど分からない。頭部の大半はマスクと帽子に覆おおわれているし、目め許もとにも眼鏡めがねが掛かっている。ただそのレンズの奥で瞬まばたきながら紅ぐ蓮れんを見つめるその眼めには、ぞっとする様な冷淡さが見えた様な気がした。

　他ほかにも何人か……似たような格好の連中が居て、この手術室らしき場所をうろついているらしい。視界の端で人影がちらちらと現れては消えるのを繰り返していた。

「構わん。暴あばれる様ならもう一度眠らせろ」

　誰だれかがそう言った。

　更さらに――

「……なる程、脳レベル、意識レベルでの蠱こ毒どく法か？」

「面白い。実に面白い。神かん薙なぎの連中が考えたにしては実に――」

「相互増幅だな。呪じゆ術じゆつ処理容量は実に六倍か」

「いや。意識を同調させる必要がない分だけ効率は良いだろう。実質的には――」

「つまり一人で〈滅めつ組ぐみ〉の機能を果たせる潜在能力が在あると？」

「確かに修しゆ羅ら奇き兵へいの要求水準を満たしていると言えるかもしれんな」

「よくもまあ、あの神薙の連中がここまで――」

「返り咲きを賭かけていたのだろうなあ」

　マスク越しのくぐもった低い嘲あざけりの笑いが、男達たちの間に漏もれる。

　彼等らはいずれも会話をしながら何度も紅蓮の方を見てい様だが――

（こいつら……！）

　それは明らかに人間が人間を視みる眼ではなかった。紅蓮と視線が合ってもその態度には何の変化も無い。逸そらしもしなければ見返しもしないのだ。相手に人格そのものを認めていないかの様に。

　あの眼には見覚えが在る。

　あの男のそれと同じ眼だ。

　それに――

「ぐ……あ……」

　紅ぐ蓮れんは掠かすれた声で呻うめく。

　何者かは知らないが、こんな連中に身体からだを預けていては何をされるか分からない。紅蓮の嫌な予感をむしろ積極的に裏打ちするかの如ごとく、男達たちは不穏当な会話を続けていた。

「さて実際に修しゆ羅ら奇き兵へいの機能が顕現した処ところを見たいのだが」

（…………？）

　その言葉には聞き覚えが在あった。

　しゅらきへい。

　あの男が繰り返し言っていた言葉だ。

　当時の紅蓮には、それが何を表すものかなど、まるで分からなかったが――

「どうもその辺りは呪じゆ術じゆつ回路が複雑に括くくられていて、読み取りにくい」

「ブラック・ボックスという訳か。時代遅れの神かん薙なぎが小こ賢ざかしい」

「何らかの刺激によるものらしいのだが」

「薬物を投与してみるか」

「いや――その前に電気刺激だろう」

　そんな言葉と共に――紅蓮の裸の身体に粘着性のパッドが貼はり付つけられる。

　一見すれば電気マッサージ器の様にも見えるが――

「――ッ!?」

　衝撃と共に歪ゆがむ視界。

　紅蓮の全身に激痛が走る。どうやら原理は同じでも、電圧だか電流だかは桁けた違ちがいのものであるらしかった。とても『刺激』などという次元のものではない。

「があああああああああああああああああああああ!?」

　咆ほう哮こうが密室の中で跳ね回る。

　同じだ。

　マスク。手術台。激痛。実験。

　この男達はあの男と同じだ。全まつたく同じだ。

「あああああああああああああああああああああああ！」

　視界が赤く染まる。

　眼球の毛細血管が破裂したのかもしれない。

　だが男達は構わず平然とした口調で会話を続けていた。

「変化無し――か。単純な感覚刺激ではないのか？」

「呪術仕掛けだとしても大概、電気刺激には何らかの反応を示すものだが」

「もう少し電圧を上げてみるか？　それとも周波数を――」

「複合要素という可能性は――」

　激痛に吼ほえる紅蓮の直すぐ側そばで、男達は平然と会話を続けている。

　本当にこの男達たちにとって紅ぐ蓮れんは実験動物でしかないのだろう。

　鼓膜には轟ごう々ごうと音が響き、赤く染まった網膜には大きく歪ゆがむ室内風景が映っている。絶え間なく与えられる激痛に紅蓮の意識は次第に輪郭を崩して――

「…………」

　ふと何かが視界を横切った。

　頭上の磨き上げられた灯具――その滑らかな鏡面。

　そこに映る黒衣銀髪の少女。

「兄様……？」

　くすくすと忍びやかな嗤わらい声が降ってくる。

　電流に絶叫する兄を鏡の中から見下ろして深しん紅くが言った。

「いつまでそんなに行儀良くしてらっしゃるの？」

　紅蓮にしか見えない双子の妹は愉たのしげで――本当に嬉うれしそうだった。

「もういいでしょう？」

　激痛に意識が朦もう朧ろうと霞かすんでいるというのに……何な故ぜか深紅の姿だけははっきりと見えるし、深紅の声だけははっきりと聞こえるのはどういう理屈なのか。

　効率良く光を反射させる為ための、灯具の鏡面から、するりと闇やみ色いろの着物を帯びた少女が抜け出してきた。彼女は枝の上から獲物を狙ねらう蛇の様に、上半身を灯具の向こう側から垂れ下げて――裸に剥むかれた紅蓮の胸にそっとその指先を触れさせた。

「そんなに見たいって言うならば見せてあげましょうよ――嫌という程に」

　囁ささやく様に深紅は言った。

　幻の少女の指は胸を這はい、首を這い、顔を這って――紅蓮の額に触れる。

　やめろ。触るな。

　拒絶が声にならない。

　少女の細い指がずぶりとまるで刃物の様に紅蓮の額に突き刺さる。これは現実か。それとも幻覚か。激痛が跳ね回る中では、それすらも区別がつかない。電気の痛みか。突き刺された痛みか。少女の手はそのままずぶりずぶりと更さらに紅蓮の頭部に沈み込み、脳のう髄ずいを掻かき回まわし、そしてその奥を犯し続ける。

「がああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　血の霧を吐き出しながら紅蓮は吼ほえた。

　自分の中で何かが組み変わっていく。

　まずは――髪だ。

　ぞわりと伸びる黒髪と、そして白しら髪がが、彼の身体からだを包み込み始めた。

　いや。それは見た目が単にそうというだけの事である。実際には伸びる髪を引き金として自分の肉体が急速に変質を始めるのが――本能的な感覚で理解出来た。

　感覚は鋭敏さを増し、一度は崩れた視界が急速に明確さを取り戻してゆく。全身の筋肉と神経が活性化して膨れあがっていくのも分かった。

　夢から醒さめるかの様な気分。

　ただしその先は現実ではなく悪夢なのかもしれない。

「がああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　吼ほえる紅ぐ蓮れん。

　同時に――彼の身体からだを拘束していたベルトが千切れ飛んだ。

「おお!?」

　手術着の男達たちが驚きの声を上げる。

　彼等らは紅蓮の――それも彼等が言う処ところの〈修しゆ羅ら奇き兵へい〉化した紅蓮の力の程を見誤っていた。膂りよ力りよくの桁けたが違う。あるいはそれは、既すでに滅んだも同然の没落振りを示す神かん薙なぎ家を侮あなどるが故ゆえの、見誤りだったのかもしれない。

　しかし……

「ようやく修羅奇兵態に！」

「素晴らしい、素晴らしいぞ、これは」

「いやしかし神薙の技術がこんな処まで進んでいたとは信じられん」

　この期に及んでも男達の表情には恐怖や狼ろう狽ばいよりも、純然たる驚きの色の方が強い。



　かふーっ……かふーっ……かふーっ……かふーっ……



　まるで手負いの猛獣の如ごとき呼気を吐きながら、紅蓮は手術台の上から降りる。

　その姿は――既にもう人間と呼ぶ事に躊躇ためらいを覚える様な異い形ぎように成り果てていた。

　異様な速度で伸びた髪は既に互いに織り成して平面となり、紅蓮の身体を覆おおい尽くし、更さらには人体の輪郭とは明らかに異なる線を幾つも造り上げる。

　細かい部分を見ていけば奇怪な部分は無数に在あるが――その異形の最たるものは、二房の毛が自らを縒より上げて作ったもう一対の『腕』であろう。

「…………」

　ふと紅蓮は視線を傍かたわらに向けた。

　壁に設けられた巨大な鏡の中で、獲物に襲いかかる獣の如く、半なかば背中を丸めて黒い異形が身構えていた。本来の腕の他ほかに生じた二本の腕がまるで羽根の様に左右に広げられている。蝙こう蝠もりの様な皮膜でも付ければその姿はまるで――悪魔の様にも見えるだろう。

「…………こ、れ、は」

　これが自分の姿か。

　改めて見れば見る程に、禍まが々まがしい。

　黒く覆おおわれたその身体からだのあちらこちらに白い線が血管の様に、あるいは筋肉の分割を示す線の様に這はい回まわり、そして頭部では二つの赤い眼めがぎらぎらと燃える様に輝いている。

　鬼神。魔物。怪物。妖よう怪かい。

　鏡に映る己の姿に対して、咄とつ嗟さに脳裏を過よぎった言葉は数あれど――

（……しゅら……きへい……あしゅら……？）

　三さん面めん六ろつ臂ぴでこそないが、まさしくその姿は仏教説話に語られる処ところの破壊神――阿あ修しゆ羅らだ。

「君、神かん薙なぎ――紅ぐ蓮れんといったかね？」

　手術着の男が一人のこのこと紅蓮に近寄ってきた。

　掛ける声には何の緊張もない――というか馴なれ馴なれしくすらあった。

　どうも紅蓮が怒り狂っているという事が判わかっていないらしい。

　本当にこの男達たちは紅蓮の父親と同じだった。他者の感情など一いつ顧こだにしない。自分達の価値観の中で『正しい』事をしているのだから、他者はそれに唯い々い諾だく々だくと従って当然と考えているのだろう。

「意識は在あるね？　面白いぞ、君のその――」

　男の台詞せりふは最後までその口から出る事は無かった。

　紅蓮の腕が――主腕と副腕とでも言うべきか――二本の左腕が男の胸倉を掴つかんで軽々と持ち上げたからだ。

「ぐ……お……!?」

「おもしろい……？」

　紅蓮は呟つぶやく様に言った。

「おもしろい？　何が？　何が面白いって……？」

「ぐ……が……」

「君、やめろ、やめ――なさい、無茶はいけな」

「……黙れ」

　紅蓮は相手の台詞を断ち切る様に言った。

「…………」

　男達は表情を引ひき攣つらせて沈黙した。

　既すでに吊つり下さげられている男は泡を噴いて悶もん絶ぜつ中だ。他ほかの男達も、まるでその場に凍り付いたかの如ごとく固まっている。自分達が一体何をしでかしたのか、ようやく傲ごう慢まんな彼等らにも理解出来た様だった。

（…………殺してやろうか）

　紅蓮はそんな事すら考える。

　普段の彼ならば決して至らないであろう物騒な思考。

　それはこの姿になった影響なのか、それとも、両親の事を思い出して気が立っているからか、その両方か。いずれにしろ紅ぐ蓮れんには確信が在あった。その気になればこの男を自分は殺せる。素手で――卵の殻を割る様に、簡単に。

　そこに……

「動くな――神かん薙なぎ紅蓮！」

　扉とびらを蹴け破やぶる様にして、黒い衣装の兵士達たちが踏み込んできた。

　その手にいずれも大型の拳けん銃じゆうを構えている。拳銃のフレーム下部に取り付けられた光学ユニットから、照準用のレーザー光が出て紅蓮の黒い身体からだに赤い点を灯ともしていた。

　兵士達の数は四名。照準点も四つ。

　狭い部屋の中ではとても避けきれない――筈はずだった。

「その手を離せ！」

　だが……兵士達にも躊ちゆう躇ちよが在ったのだろう。

　今までの扱いと台詞せりふからして――恐らくこの連中にとって、紅蓮は貴重な『実験動物』なのだ。殺してしまっては元も子もない。故ゆえにこそレーザーの赤い照準点は、いずれも紅蓮の肩や太ふと股ももの外側に点ともっていた。異い形ぎようの怪物と化しているとはいえ、基本は人体、腹部や胸部、太股の内側といった太い動脈の在る部分を傷つけて、無事でいられるという保証は無いからだろう。

「…………」

　紅蓮はゆっくりと左腕を下げてゆく。

　吊つり下さげられていた男は既すでに気絶しており、脚が床についても、その膝ひざは力無く折れ曲がっていく。手を離されればそのまま床に倒れるだろう。慌てて別の男が駆け寄ってその身体を支えた。

「よし――」

　兵士の一人が紅蓮に対して告げる。

「そのままゆっくりと壁に」

　その瞬間――紅蓮の脚が旋回して、手術着の男二人を吹っ飛ばした。

　技も何も無い動き――それは蹴けったと言うより、単に振り回した脚で突き飛ばしただけだ。だが今の紅蓮の脚ならばそれでも充分以上だった。

　手術着の男達は、もみくちゃになりながら銃を構える兵士達に向けて軽々と飛ぶ。

　咄とつ嗟さにこれを受け止める兵士達だが、勿もち論ろん、いかに屈強な男であろうと、いきなり飛んできた人間二人分の重量を、支えきれる筈もない。二人の兵士が巻き込まれて転倒、残り二人は咄嗟に拳銃を発砲しようとして――しかしその瞬間にはもう紅蓮は彼等らの眼前に迫っていた。

「――！」

　紅蓮の新たな腕二本――副腕とも言うべきものが、関節を無視したかの様な動きで兵士達たちの拳けん銃じゆうに伸びる。いや、元よりそれは紅ぐ蓮れんの髪が一時的に腕の形を採っただけだというのならば、そもそもそこに関節など無い。触手と同じだ。だが曲がりなりにも腕の形態をしているが故ゆえにこそ、その異様な動きに兵士達は混乱し、発砲が遅れた。

　無論それは時間にすれば一秒にも満たないものだったろう。

　だがそれで紅蓮には充分だった。

　紅蓮の副腕が銃を握にぎる。

　黒い指に巻き付かれて鋼鉄の凶器がわずかに歪ゆがみ、ぎちりと苦鳴じみた音を発した。

　この時の紅蓮はまるで知らなかったが――これが兵士達の構える銃を発射不能にしていた。自動拳銃の類たぐいは、構造上、遊底スライドが発射位置から少しでも後ろにずれると撃鉄が落ちなくなる――即すなわち発砲出来ない。獣じみた握力で掴つかまれた兵士達の拳銃は、いずれもその状態に陥っていたのだ。

「くっ!?」

　だが〈御ミ火カ槌ヅチ〉の兵士達は精鋭だった。

　二度ほど反射的に引き金を引いて弾丸がでないと分かると、彼等らは拳銃に拘こう泥でいせず、銃じゆう把はからあっさりと手を離す。左右に開く様にして移動しながら彼等は腰から大振りのナイフ――いや小刀を引き抜いた。

　刃渡りは六十センチ弱。いわゆる脇わき差ざしと呼ばれる刀の中でも『大おお脇わき差ざし』と呼ばれる一尺八寸以上の代しろ物ものである。

　脇差しというと、日本刀と比べるとどうしても『予備』の印象の強い代物だが、室内で振り回すとなるとむしろ限界に近い長物だ。実用性の意味からは長剣や本差の日本刀は廃すたれたしまったが――銃器を使えない現場での戦闘となれば、この大きさの刃物は非常に実用的であった。

　だがその一方で……この兵士達の持っている小刀には奇妙な点が在あった。

　まず刀身が黒い。これは恐らく光の反射を防ぐ意味と、錆さび止どめの意味なのだろう。これは普通の戦闘用ナイフにもよく見る仕様だ。

　だが――実戦的な武器である筈はずのその刀身に、何やら美術装飾刀の様な紋様がびっしりと彫り込まれているのは一体どういう理由からか。そう深いものではないが、物理的な性能に何か貢献するとは思えない。その紋様は、この手術室の壁や天井に刻まれているものと明らかに共通点が在った。

　また――刀の柄つか部分。

　ここは日本刀の拵こしらえというよりも、むしろサバイバル・ナイフのそれに近い形状になっており、更さらには何か機械の様な――拳銃の様な、操作部が幾つか付随しているのが見えた。何かの機構ギミツクを仕込んであるのは明らかだ。だが一体小刀に何を仕込むというのか。

「…………」

　まずい。あれはまずい。

　殆ほとんど本能的に紅ぐ蓮れんはそう悟っていた。

「おおッ!!」

　兵士達たちが左右から斬きりかかってくる。

　紅蓮は副腕に本腕を添え、握にぎり締めていた拳けん銃じゆうそのもので兵士達の斬ざん撃げきを受け止めた。

「…………」

　奇妙な気分だった。

　人間の注意というものは本来、一つの方向にしか向かない。同時に左右から斬きり込こまれて――しかも恐らくは訓練を受けたであろう人間に――これを同時に、綺き麗れいに受け止めるなど、どれだけ至難の業わざか。単に膂りよ力りよくが大きくなったというだけでは説明の付かない結果だった。

　まるで腕と共に自分の感覚や意識すら、二人分に増えたかの様な――

「せいッ!!」

　兵士達が叫びながらそれでも構わず刃を引く。

　次の瞬間、受け止めた拳銃から青白い火花が迸ほとばしり、紅蓮の腕を打った。

「ぐ……？」

　耐えられない程の激痛ではない。

　だが紅蓮の全身からいきなり力が抜けた。

　これもまた後になって知った事だが――紅蓮に斬りかかった兵士達の刀は、特殊な呪じゆ術じゆつ刀であったらしい。

　マルエージング鋼で造られた刀身に、レーザー刻印でごく薄く刻まれた呪術の紋様が、柄つかの部分に仕込まれた高電圧バッテリーによって励起され、発動する武器。

　刃で斬り、雷で撃ち、そして術で呪のろう三段構えの攻撃だ。

　もし直接斬りつけられていれば、刃物傷とは別に、肉体に食い込んでくる捕縛の呪術で身体からだが麻ま痺ひしていたかもしれない。

「ぬっ……！」

　紅蓮は力を振り絞り、刃を受け止めた拳銃を、相手に押しつけ返す様にして両腕を押し出した。

　半なかば突き飛ばされる様な形で体勢を崩してしまう兵士達。

　その隙すきに紅蓮は開かれたままになっていた扉とびらから廊下に飛び出す。見知らぬ建物の中とはいえ、まさか迷宮構造という訳でもあるまい。大体の見当をつけて、そのまま出口まで一気に抜け出る積もりだった。

　だが――

「――ッ！」

　回避できたのは殆ほとんど偶然だ。

　放はなたれた銃弾が紅ぐ蓮れんの肩をかすめて飛び去っていく。

　反射的に身を反らし、体勢の崩れた紅蓮に向けて、五人目が――発砲した兵士が突っ込んできたのは次の瞬間だった。

「――てめえっ！」

　左手に拳けん銃じゆう。右手に小刀。

　更さらにはウェット・スーツらしき衣装の上から、戦闘用のベストやポーチを着けての完全武装、身体からだ全体でぶつかる様にして迫るその兵士は――

「……女!?」

　それは――綺き麗れいな顔立ちの少女であった。

　切れ長の鋭い眼めが凛りん然ぜんとした光を湛たたえて紅蓮を見据えている。突撃してくるその姿の背後で、ポニーテール状に結った髪が、文字通り尻尾しつぽの様に跳ねた。

（……同じ髪型でもえらい違いだ）

　ふと琴こと音ねの姿を思い出して、場違いにもそんな感想を抱く紅蓮。

　琴音を兎うさぎとするならば、こちらは猫――というより小型の虎とらだ。

「くっ……！」

　身を捻ひねる紅蓮。



    

  
    
      



    

  
    
      　その脇わき腹ばらを小刀の切っ先がかすめて抜ける。

　小柄な少女の身体からだ、しかも片手での剣撃は本来ならば充分な殺傷力を得られない筈はずだが……この小刀に限って言えばそれでも構わないのだ。骨まで断つ必要は無い。突き刺して引き金を引けば電撃と呪じゆ術じゆつが相手の動きを封じる。勿もち論ろんこの時の紅ぐ蓮れんはそんな細かい理屈までは分かっていなかったが。

　辛かろうじて相手の刺し突とつを避けた紅蓮は、しかし次の瞬間、腹部に衝撃を覚える。

　撃たれた！

　すれ違いながら少女兵士は勢いを殺す事無く前転、左手の銃で紅蓮を撃ったのだ。殆ほとんど曲芸並みの動きであった。

「――ぐ」

　左脇腹に痛み。

　だが――

「く……う……？」

　咄とつ嗟さに視線を自分の脇腹に向けるが――血が出ていない。

　身体を覆おおう黒髪が、まるで防弾繊維の様に銃弾に絡み付いて止めたのか。あるいは筋肉にまで銃弾は達していても、黒髪が包帯の様になって派手な流血を抑えているのか。

　いずれにせよ激痛は体内にまでは達していない。

　ただ――

「――!?」

　ばし！　と耳の奥で聞こえた音は、多分、幻聴なのだろう。

　腹部から全身へと、恐ろしい勢いで麻ま痺ひが広がっていく。

「な……なに……？」

　紅蓮は廊下の真ん中で膝ひざをついた。

　駄目だ。力が入らない。

　気絶する程ではないが、こんなものを後何発か喰くらえば、一切身動き出来なくなるだろう。麻酔の感じではない。もっと神経そのものが無くなってしまうかの様な――虚無が身体の中に広がる様な奇妙な感覚だった。

　しかも――

「そこまでにしとけ。坊主」

　廊下の奥から声が掛かった。

　全身を覆う奇妙な倦けん怠たい感かんを堪こらえながら紅蓮はそちらを振り返った。

　口の端はしに煙草たばこをくわえた、目付きの鋭い男が悠然と立っている。

　そしてその脇に自動小銃か、短機関銃サブマシンガンか、とにかく長物の銃器を構えた兵士達たちが二人。更さらにその脇にはいつの間にか先の少女兵士が膝をついて、拳けん銃じゆうの膝立射撃ニーリングの態勢を取っている。

「俺おれ等らの使う弾頭にゃあな、ヤドリギ向けの呪じゆ術じゆつが仕込んである」

　煙草たばこをくわえた男は言う。

　男もまた片手ではあるが自動小銃らしきものを構えていた。

　総計四の銃口が紅ぐ蓮れんを照準中。距離は四メートル余り、飛び掛かるにはやや遠い。

　また障害物も無く、狭い直線状の廊下では銃口の全すべてから逃げ切るのは不可能だ。その程度は銃器に関して素人しろうとの紅蓮にも分かる。

　何か投げようにも、この殺風景な廊下には消火器一つも無かった。

「弾頭の中に超小型のバッテリーが入っててな。命中と同時に発生する電気を種火にして呪術が起動するってぇ代しろ物ものだ。人間なら純粋に呪術だけでも十発分ぶちこまれれば頭の中身が確実に壊れるって話だぜ？　修しゆ羅ら奇き兵へいの精神がどんだけ強きよう靱じんなのか知らねぇが――脳の耐久試験、やりてぇか？」

「…………」

　正直、男の言っている事は半分も分からなかったが、自分が進退窮きわまった状態に在あるのは紅蓮にも理解出来た。

　この連中が何者かは分からないが……間違いなく組織だ。それも明らかに法律の枠外に存在する様な――目的の為ためには手段を選ばない類たぐいの。

　まして此こ処こは連中の施設の中だろう。

　つまりは敵陣のど真ん中という事になる。

　修羅奇兵だろうが何だろうが、個人で挑んで勝てる相手ではない。

　だがこのまま人体実験紛まがいの――いや人体実験そのものだろう――扱いを受けるのには紅蓮も我慢がならない。

　ならば――

（破れかぶれで突っ込めば……何人か道連れに出来るか……？）

　そんな剣けん呑のんな事を追い詰められた紅蓮が考え始めた――その時。

「迫さこ水みずさん。ちょい待ち、ちょい待ち」

　煙草の男――迫水というのだろう――を押おし退のける様にして、見覚えの在る男が前に出てきた。

　怪物とやり合っていた時、最初に割り込んできた男だ。

　改めて見るとサングラスにカンフーシャツと胡う散さん臭くさい事この上無い外見である。だがそれだけにいかにも兵隊然、研究者然とした連中とは違う雰囲気がこの男には在った。

　彼は迫水の横に立つと――紅蓮の方を見据えて言ってきた。

「神かん薙なぎ紅蓮くん。意識はあるか？　会話が出来るかっちゅう話やけど」

「…………だったらどうだってんだ」

　と紅ぐ蓮れんは答える。

　露骨に大きく肩を上下させて男は溜ため息いきをつくと、頬ほおを掻かきながら続けた。

「うん。じゃあまあ最初に名乗っておくが。俺おれは逆さか木き、逆木慎しん一いち郎ろうという」

「貴様等の名前なんてどうでもいい」

「そうやろうな。いや、君に対して非常に失礼な扱いをした事については謝る。すまん」

　そう言って男は――ぱん、と分かり易やすい音を立てて両手を合わせる。

「これは〈御ミ火カ槌ヅチ〉の――我々の総意やない。一部の者の暴走や。我々全体としては君と敵対する気は無いねん。これだけはまず分かってくれ」

「…………」

　紅蓮は答えない。

　男の言っている事にはまるで裏付けが無い。彼等らの総意でした事を、一部の者の勝手にした事として誤ご魔ま化かしているだけだとしても、紅蓮には区別がつかないのだ。

「ぶっちゃけ――勝手な真ま似ねした連中は懲こりたやろ」

　手術室の方からは何やら呻うめき声が聞こえてきていた。

　恐らく紅蓮が蹴けった二人だろう。あの勢いなら何ど処こか骨を折っていてもおかしくはない。

「俺等らとしては君のその姿――その能力について調べたいねん。そういう意味では君に協力的で居て欲しいねん」

「何を今いま更さら――」

「まあそやからな」

　逆木は紅蓮の言葉を抑え込む様に言った。

「こっちもそれなりに被害出てるねん。気付いてるかどうかしらへんけど、君とやり合った人間、全員、どっか骨折れてるで」

「…………それでおあいこだって言いたいのか？」

「そや。文字通りに痛み分けっつーかそんな感じ」

　逆木は肩を竦すくめて見せる。

「とにかく一旦、お互いに矛ほこを収めて、話合わせてくれへんか。君としてもあの怪物が何なのかとか、俺等が何なのかとか、気になるやろ？　その辺の説明もするで。どうや？」

「…………」

　紅蓮は束つかの間ま、黙考する。

（……どうする？）

　ここで暴あばれ続けてどうにかなる可能性は低い。信用できる相手とも思えないが――他ほかに希望的な選択肢も無い様だった。

　紅蓮は改めて念を押す様に言った。

「俺は、実験動物じゃない」

「分かっとる」

　逆さか木きは大きく頷うなずいて見せた。

「信用でけへんかもしれんけど、以後、君の意志に反した強引な検査やら何やらはせえへん。せえへん様に研究者連中には伝えておく」

「…………」

「他ほかに俺おれ等らが覚えておくべきは何か在あるか？」

「…………」

　紅ぐ蓮れんは構えを解いた。

　勿もち論ろんそれは殆ほとんど本能的なものでしかないので、単に脱力したと言った方が正しいのかもしれないのだが。紅蓮の動きに合わせて迫さこ水みず達たちも銃口を下げた。

　そして…………

「すまんがその修しゆ羅ら奇き兵へい態も解いてくれへんか。どうにもきちんと素顔が見えへんと話しづらいねんけどな」

「…………」

　紅蓮は数秒間――沈黙していたが。

「……ええと」

「どうした？」

　困惑の声を漏もらす紅蓮に逆木が怪け訝げんそうに尋ねてくる。

「これ…………どうやって元に戻るんだろう」

「いや、俺等に聞かれてもな」

　呆あきれの表情で逆木は言った。







　呼び鈴を押して――待つ。

　三十秒が経過し、四十秒が経過し、五十秒が経過し、一分に達した処ところで、ようやく琴こと音ねは怪訝そうに首を傾かしげた。紅蓮の部屋はワンルームである。何ど処こに居ても一分も反応が無いという事はまず無い。

「トイレかなあ」

　琴音は呟つぶやいて、もう一度呼び鈴を押した。

　だが更さらに一分を待ってみても中からの反応は無い。

「留守……？」

　その可能性も勿論在る。

　だが――

「何ど処こに行ったんだろ……」

　とりあえず琴こと音ねは諦あきらめて戻る事にした。

　今日は土曜日――学校は無い。

　だがほぼ毎週、琴音は紅ぐ蓮れんのマンションにやってきては、家政婦よろしく掃除や洗濯などをしていた。これは紅蓮が頼んできた訳では勿もち論ろんなく、例の『紅蓮を幸せにする為ために』琴音が自主的にやっている事である。これで紅蓮が幸せになれるかどうかは、正直言ってかなり疑問なのだが……他ほかにとりあえずやれる事というのを、琴音は思いつかなかったのである。紅蓮も拒まなかったので、とりあえず嫌がられている訳ではなかろう。

　つまり琴音が土曜日の昼前にやってくるのを……紅蓮は知っている筈はずなのだ。

　なのに出てこない。

　居留守を使っているのでもない限り、何処かに出掛けている可能性が高いのだが……

「やっぱり怒ってるのかなぁ」

　不安げに琴音は呟つぶやく。

　とりあえず二度と顔も見たくないという訳ではないらしいが、由ゆ奈なの事についてまだ彼は少し怒っているのかもしれない。昨晩、彼が『また』と言ってくれたのは『また来週月曜日に』という意味だったのかも。その頃ころになら怒りも冷めているという意味で。

「うーん……」

　琴音は困惑の声を漏もらす。

　とりあえず家の方へと向かって歩いていくものの、中途半端に持て余した時間をどうするのか迷っていた。今日は鈴すず音ねも家に居るので、何かまた言われそうな気もする。

　久しぶりに本屋でも覗のぞきに行こうかと琴音が考えた――その時。

「……やあ。笹ささ原はらさん」

　ふと声が掛かる。

　顔を上げると――そこには私服姿の明あか月つきが立っていた。

　蒼あおのウィンドブレーカーに同系色ジーンズ、内はプリントシャツと、いかにも彼らしい格好である。派手すぎず地味過すぎず。硬派すぎず軟派すぎず。とりあえず全体的に爽さわやかな感じが強い。

「太た刀ち花ばな先輩」

「どうしたの？　買い物――って感じでもないか」

　琴音の格好を見て明月が言う。

　ちなみに琴音は珍しくズボン――というかサロペットである。ようするに前当ての付いたジーンズ地のもので、男性用だとオーバーオールなどと呼ばれる作業着の一種だ。単純に洗濯だの掃除だのには便利なので使っているのだが、サロペットは子どもの遊び着等に使われる事も多い為か、琴音が着ると妙に幼く見える。

「ちょっと……予定が狂ってしまって」

「予定？　何か在あったの？」

「ちょっと、紅ぐ蓮れんの――神かん薙なぎ君の家に行く筈はずだったんですけど、居ないみたいで」

　琴こと音ねは微苦笑を浮かべて言った。

　明あか月つきは少し驚いた様子で首を傾かしげる。

「神薙君は笹ささ原はらさんが来るのを知っていたの？」

「知っていたというか……まあ、多分」

　毎週通っていると言えば、また話がややこしくなる様な気がしたので、適当に琴音は誤ご魔ま化かした。別に悪い印象は無いのだが――この先輩は何を考えているのか今一つ分からない処ところが在る。それこそ『じゃあ僕も毎週手伝うよ』などと言い出されたら、むしろ琴音も困る。

「それは……ちょっと酷ひどいね。すっぽかしなんて」

　怒るというより困った様な表情で言う明月。

「あ、いえ、その」

　慌てて琴音は首を振った。

「きちんと約束している訳じゃなかったんで、忘れていただけかも」

　紅蓮から言い出した事ではなし、極論すれば、単なる琴音の自己満足に紅蓮が半日ばかり拘束される義理は無いとも言える訳で。

「そうか。しかしそうなると――」

　ふと何か思いついた様子で首を傾げる明月。

　彼は改めて琴音を振り返って尋ねてきた。

「笹原さんは今少し時間が在るのかな？」

「ええ……まあ」

「良かったら、ちょっと付き合ってくれないかな。生徒会執行部でクリスマス・パーティをやる予定なんだけど、その時のプレゼント交換に何を持っていけば良いのか、困っていてね。女性の視点で意見を言ってくれる人が居ると助かるんだが」

「…………」

　束つかの間ま、黙考してから琴音は頷うなずいた。

「分かりました。私でお役に立てれば」

　基本的に、頼まれれば嫌とは言えない性格なのである。別の約束や用事があればさておき、時間が余っている以上は琴音の方に断る理由は無い。

「ありがとう」

　明月はいつもの如ごとく柔らかな笑みでそう言った。







　紅ぐ蓮れんが通されたのはやたらに殺風景な一室だった。

　ただの箱の様に、壁と床と天井が在あって。

　唯一の出入り口は壁の一つについている扉とびらで。

　中に在るのは机が二つ。一つは部屋の中央。一つは部屋の端はし。

　そして紅蓮はその中央の方の机の前に置かれた折りたたみ式のパイプ椅い子すに座っていた。

　刑事ドラマに出てくる取調室にそっくりである。

　もっともこの部屋には鉄格子どころか窓すら無いし――壁もコンクリートの地肌剥むき出だしなどではない。

　鉄板なのだ。

　比ひ喩ゆでも何でも無い。溶接された鋼鉄の壁である。

　しかも天井の四隅には小型のカメラらしき装置と、それ以外にも何か機械の様なものが幾つか設置されていた。小さな穴が開いている事を思えば、そこから何かが出てくるのだろう――位の事は紅蓮にも想像がつく。それが炎ほのおなのか、毒瓦ガ斯スなのか、あるいは銃弾なのか、もっと別の何かかは分からなかったが。

　正直言ってあまり居て楽しい部屋ではない。

　食事をするとなると尚なお更さらである。

「…………」

　紅蓮は目の前に置かれた昼食を半眼で眺めた。

　何の変哲も無い――白飯に味み噌そ汁しるに焼き鮭ざけに玉子焼き、ホウレンソウの白しら和あえ、きんぴらゴボウ。それがこれまた実に平凡な茶ちや碗わんだの皿だのの上に乗せられてそこに在る。

　部屋の内観が非日常的なだけに、むしろその平凡さが異様な雰囲気を醸かもし出していた。

　そして――

「…………」

　その昼食の向こう側。

　部屋の入り口近くに壁を背にして立っている一人の監視役。

　あの手術室から出た瞬間に、紅蓮を攻撃してきた少女である。

　やはりウェットスーツの様な身体からだの線が浮き出るかの如ごとき衣装の上から、軍用と思おぼしきベストを着け、腰には拳けん銃じゆうと小刀、そして弾倉ポーチの吊つられたベルトを巻いている。

　顔は無表情、両手を後ろに組み、背筋を伸ばして立っているその様子は、まさしく軍人といった印象で……むやみやたらと威圧感を放はなっている。はっきり言ってそこにそうして立っていられるだけで、食事が不ま味ずくなりそうな感じだった。

「……？」

　紅ぐ蓮れんの視線に気付いて僅わずかに少女が眉まゆを顰ひそめる。

「食べないのですか」

「……何も入ってないって保証は無いからな」

　紅蓮は少女を睨にらみ据すえながら言った。

「また眠らされて人体実験されたらたまらん」

「それならもっと簡単で手間の掛からない方法をとります」

　少女は言った。

　やはり表情の類たぐいは無いが――何だか馬ば鹿かにされている様な気がして紅蓮は不愉快だった。

「信じられるかよ。何も入ってないって言うのなら毒味してみろよ」

「…………」

　少女はわずかに眼めを細めて紅蓮を見つめる。

　何か罵ば倒とうの言葉でも飛んでくるかと紅蓮は身構えたが、少女は特に何も言わず、壁から離れ、机を挟んで紅蓮の前に置かれていたパイプ椅い子すに座ると――手を伸ばして紅蓮の前に在あった盆を引き寄せ、割り箸ばしを割って前述の品々を食べ始めた。

「…………」

　味み噌そ汁しるを啜すすり、焼き鮭ざけと玉子焼きを箸で割って口に運び、更さらにホウレンソウの白しら和あえ、きんぴらゴボウを一口ずつ順に食べて咀そ嚼しやくしてみせる。まさか本当に毒味して見せるとは思っていなかった紅蓮は、ただ唖あ然ぜんとしてその様子を見守るしかない。

　やがて――紅蓮に見せつける為ためなのか、殊更ことさらに大きく顎あごを動かしてそれらを食べきると、少女はポケットから取り出したハンカチで口元を拭ふき、最後に盆を紅蓮の方に押し戻した。

「納得しましたか」

「……あ……ああ」

　紅蓮は気け圧おされた様に頷うなずいた。

　微妙に居心地の悪い空気が二人の間にわだかまる。

　そこへ――

「悪ぃ悪ぃ。待たせてもうたかな」

　言って入ってきたのは、あの逆さか木きという男だった。

　正直、少しほっとして紅蓮はこの見るからに胡う乱ろんそうな男に視線を向ける。この少女とずっと向き合っていると、気詰まりで胃が溶けそうな気がした。

「うん？　殆ほとんど食べてへんやんか。口に合わんかったか？」

「あ。いや――」

「私が食べました」

　どう答えたものかと紅蓮が躊ちゆう躇ちよしている間に少女がそう答えていた。

「梨り緒お？　何やってんねん、お前さんは」

「毒味しろとの事でしたので」

　呆あきれた様に尋ねる逆さか木きに梨り緒おと呼ばれた少女は平然とそう応じた。

「一口ずつ食べて見せました」

「……さよか」

　苦笑してそう言ってから、改めて椅い子すを引き寄せ、紅ぐ蓮れんの正面に逆木は座った。

「さて、何から話したもんかいな。ああ、食べながらでええで。伸び盛りやろ」

「…………」

　どうも今一つ緊張感の無い男である。

　身構えている自分が馬ば鹿かの様に思えてくる。

　正直、腹は減っていたが、食事をすると何か隙すきを見せる様な気がして、紅蓮は盆を横へ退け、真まっ直すぐに逆木の方を睨にらみ据すえた。

「あんたら一体何者なんだ」

　まずはそれだ。

　銃で武装しているが――普通の警察や自衛隊とも思えない。かといってヤクザやらマフィアやらといった雰囲気とも異なる。明らかに梨緒や手術室で会った兵士達たちは、戦闘訓練を受けていた様だし、そもそも身に付けている装備類が本格的過すぎる。

「ミカヅチ」

　逆木はそう言った。

「それが俺おれ等らの組織の名前やねん」

　言って逆木はポケットからボールペンと手帳を取り出し、そこに字を書いて見せた。

『御ミ火カ槌ヅチ』……そんな文字を。

「まあ準国家機関やな。どんだけ官公庁の書類調べても、この名前が出てきたりはせえへんけども」

　と逆木は軽薄そうな仕草で片手をひらひらと振りながら言った。

「秘密機関……って奴やつか？」

「まあそんな感じやな。成立は今の日本政府よりも旧ふるいけどな」

　さらりとそんな事を言ってのける逆木。

「……え？」

「〈御火槌〉の母体は、平安時代まで遡さかのぼるねん。陰陽寮から派生した組織やとも言われとるが、まあ細かい事はどうでもええわな」

　気軽な口調で男は言って、それから自分を指差した。

「さっきも紹介したが、改めて。俺は逆木。逆木慎しん一いち郎ろう。そこの〈索組〉――まあいわゆる調査部に所属しとる。でもってこっちは」

　逆木は背後に立っている少女を親指で指した。

「御み杖つえ代しろ、梨り緒おです」

　少女が自ら名乗った。

「みつえしろ……？」

　その独特の名前に紅ぐ蓮れんは聞き覚えが在あった。

「ふむ――〈御ミ火カ槌ヅチ〉に聞き覚えはなくとも、御杖代に聞き覚えが在るか」

　満足げに頷うなずく逆さか木き。

「元々な、神かん薙なぎ家ってのは、この御杖代の家と同じく、〈御火槌〉を構成する七家の一つやった訳や。その辺の引き継ぎとか、説明とか、全然せえへんままに君の御ご両りよう親しんは亡くなってしもうたみたいやけどな」

「…………」

　紅蓮は黙り込む。

　つまりこの連中は両親の――仲間だという事だ。

　紅蓮の中でくすぶり続けていた警戒心が、静かに膨れあがっていく。それを知ってか知らずにか逆木はやはり世間話の様な気負いの無い口調で説明を続けていた。

「そもそも〈御火槌〉は、鬼おに猟かりの機関や」

　するりと聞き捨てならない単語が出てきた。

「おにかり？　おにって――あの、オニか？」

「そうあの鬼。鬼き畜ちくのオニ」

　と満足げに逆木は頷いた。

「何言ってんだ、あんたら、そんなもの――」

　居る筈はずない、という紅蓮を押おし留とどめたのは、彼自身の脳裏を過よぎる昨晩の出来事であった。頭部に異様な二つの突起を備え、全身に銃弾を撃ち込まれ、額に撃ち込まれても平然と動き回っていた――異い形ぎようの黒い怪物。

「そう。君が出で会おうたアレが鬼やな。俺おれ等らはヤドリギとよんどるけど」

「ヤドリギ？」

「宿題の宿に鬼、つまり宿る鬼と書いて、ヤドリギ。正しくはヤドリキなんやろうけどもな、永い歳月の間になまったっちゅーか、元々隠語みたいなもんやねん、これは」

「…………」

　永い歳月。

　先の逆木の言葉が本当ならば、それは、十年二十年どころか、百年、いや、下手をすると千年にも及ぶ時間だ。平安時代と言えば八世紀――今とは千年以上の隔たりが在る。

「まあヤドリギの正体については、高密度自律型呪じゆ詛そとか、呪じゆ術じゆつ情報体とか――まあ〈御火槌〉の中でも色々いわれとるけどな。うーん。どう説明したらええかな。神薙紅蓮、君、パソコンとか使うよな？」

「……一応」

「コンピュータ・ウィルスって分かるやろ。難しい説明はおいといて、まあとりあえずああいうもんやと思っとき。人間っちゅうハードウェアの中にインストールされとるソフトウェアに感染し、その中身を書き換える――まあ病気の一種やが、問題はこの病気、自我をもっとってな」

「……え？」

「もっと簡単に言えばな、あのヤドリギっちゅうのは人間を乗っ取る悪霊やねん。それ自体は実は放ほうっておいたら何日かで自然消滅してまうような代しろ物ものやねんけどな、だからこそ消滅せえへんように、『器うつわ』、つまり寄生対象を求めて徘はい徊かいする。でもって寄生された人間は、早けりゃ三日、遅くとも十日位で、中身を完全に書き変えられてしまうねん」

「中身を――書き変える」

　今一つ想像がつかない。

　そもそも中身といっても――あれは外見がもう人間とは全まつたくの別モノになっていた。逆さか木きはパソコンに喩たとえていたが、いくらウィルスに感染したからといって、コンピュータのハードウェアが変形する訳ではない。

「……って。あれが人間だってのか？」

「元は――な」

　逆木は苦笑めいた表情を浮かべて言った。

「中身が完全にヤドリギに書き換わると、もう全くの別人――というより別の生き物や。でもって物もの凄すごい力と、不死身ぶりを発揮する身体からだになる。君も見たやろ。俺おれが額ぶち抜いても死なへんかった所」

「…………」

「俺等らは俺等で、ヤドリギに対抗する為ために色々武装しとる訳やが、呪じゆ術じゆつ処置施ほどこした専用の銃弾撃ち込んでもあの通りや。精々、何秒か動きを止められる程度。もう完全に中身が書き換わった場合、人間とはもう違う原理で動いとる――まあ生きている死体、人の形をした『現象』とでも思っとった方がええ」

「……訳わかんねえよ」

「まあ大体でもイメージがわかっといてくれればええわ」

　逆木は肩を竦すくめる。

「つまり、人間に寄生して、不死身の化け物に変えてしまう、何かがいて、あんたらはその化け物になった人間を狩り立てる組織だって事か？」

「概おおむねその通りやね」

　と逆木は満足げにうなずいた。

「見ての通り、不死身な上に、あのヤドリギは――正確にはヤドリギに取とり憑つかれた人間は、寄生状態が進んで精神やら肉体の混乱が収まると、より手て強ごわくなる。単に力が強いとか不死身やとかだけやのうて、自覚的にそれらを使ってくる上、妙な能力とかも使える様になるんやな」

「能力……」

「まあこれは個人差がでかいから一概にどんな能力とは言われへんが」

　逆さか木きによると個々の能力には一定の法則や制限が在あるが、どんな形でそれが顕あらわれるかは全まつたく分からないのだという。

　睨にらんだ対象を炎上させる能力が在るかと思えば、触れただけで岩を粉微み塵じんに破砕する能力、あるいは時限爆弾の様にある種の『呪のろい』を対象に仕込んで時間差で発動させる能力も記録されているそうだ。

「何にしても普通の人間が生身でどうこうできる相手やない。専門家である〈御ミ火カ槌ヅチ〉ですら、一匹のヤドリギを狩るのに、二十人前後の人間を動員する。一対一で戦うなんて自殺行為や。たとえ銃で武装しとってもな」

「…………」

　それはその通りだろう。

　実際――銃で武装した人間が三人現場に居ながら、あの黒い怪物を取り逃がしている。銃は確かに強力な武器ではあるが、あくまでそれが必殺を意味するのは普通の生命原理に従って活動している生き物相の手のみという事だろう。

　脳を破壊されても死なない生き物相手となると、異物を挿入して機能を阻害する銃弾よりも、むしろもっと端的に、手脚を切り落とせる刃物の方が制圧力は高いかもしれない。

「ところが、や」

　やや机の上に身を乗り出して逆木は紅ぐ蓮れんの眼めを覗のぞき込こむ。

「ここにあのヤドリギと互ご角かくにやり合える能力を持った人間がおる」

　そう言う逆木の人差し指は紅蓮を指していた。

「ちょ……待て、何を言ってるんだ、あんたら!?」

　悲鳴じみた声を上げる紅蓮。

　視界の端はしで梨り緒おがぴくりと動いて右手を刃物の鞘さやに添えるが――それを逆木が肩越しに片手を挙げて制した。

「君は二度、あのヤドリギと組み合うてる。普通の人間やったら二度死んどるわ。それどころかあのヤドリギの腕を押さえ込み、投げ飛ばしまでしてる。在り得へん」

「…………それは」

　確かに紅蓮はあの時怪物の攻撃をかわし、あるいは受け止めた。

　あまつさえ何か身体からだに奇妙な変化が起きて――自分自身が異い形ぎようの何かになった。

　その事は覚えている。覚えているが……

「神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん。君の親御さんは、ヤドリギに個人レベルで対抗できる兵士を造る、というテーマで研究をしとったらしい。神薙家は、二十世紀辺りには没落しとったが、かつては〈御ミ火カ槌ヅチ〉の中でもトップクラスに呪じゆ術じゆつ研究に秀ひいでた家やったらしいねんな」

「呪術――呪術って、あの呪のろいとか、魔法とか」

「その呪術」

　逆さか木きは満足げに頷うなずく。

「分かりが早い奴やつは助かるわ。俺おれ等らの間ではその呪術による人体改造を受けた者、ヤドリギに単体で対抗してこれを封滅かませる強化兵士――まあちとダサめの言い方すりゃ改造人間って奴やな、これを〈修しゆ羅ら奇き兵へい〉と呼んどる。もっとも未いまだ計画中っつーか、概念上のものでしかないんやけどな」

「…………」

「つか――そう思われとったんや。昨日までは」

「…………俺が」

　口の中がからからに渇いていく様な感覚。

　一言喋しやべるだけで、舌を顎あごから無理に引ひき剥はがす様な労力を紅蓮は覚えていた。

「ソレだってのか」

「多分な。そうでなかったら俺等の知る限りあんな力持っとるのは――」

　サングラスを指先で押し上げて逆木は言った。

「ヤドリギだけや」

「…………」

　言葉に詰まる紅蓮。

　これは、何かを言い訳出来る状況でも相手でもないらしい。

　むしろ昨晩、あの怪物共々殺されなかっただけでもマシという事か。

　ちなみに――紅蓮の身体からだを人体実験紛まがいの検査で調べていた連中は、〈御火槌〉七家の一つ、十六夜いざよい家の息の掛かった研究者達たちなのだと逆木は言った。彼等らとしては、紅蓮の存在に、いたく矜きよう恃じを傷つけられたのだという。

　彼等の先祖が延々と重ねながらも実現し得なかった修羅奇兵の完成形がそこにある。しかも既すでに没落し滅んだと認識していた――つまりは格下と認識していた神薙の秘術によって造られた修羅奇兵が。

　許せない。認めない。

　彼等はそう考えたらしい。

　どうせ神薙の作った呪術改造兵など、中途半端な代しろ物ものだろう――と勝手に決め込んだ彼等は、紅蓮の能力を仔細に検証する事で、自分達の神薙家に対する優位性を改めて確認したかったのだ。

「まあ倫理的な問題をさておいたとしても、無茶な抜け駆けには違いあらへんしな。十六夜いざよいの連中には、君にやられた傷以外にも、後々何らかのペナルティが行くやろ」

　どうやら〈御ミ火カ槌ヅチ〉という組織の中でも色々と権力争いの様なものが在あるのだろう。

「で――本当の所はどうなん？」

　と……いきなり砕けた調子で首を傾かしげて逆さか木きは紅ぐ蓮れんの顔を覗のぞき込こんできた。

　サングラスをしているという事もあるが、どうにもこの男は何を考えているのかよく分からない様な処ところが在る。この大おお阪さか弁べんも、軽薄そうな言動も、あるいはこの男が仕事の上で必要と判断して被かぶっている仮面で――本質はまるで別なのかもしれない。

「どうって……」

「自覚があるのか、無いのか。まあヤドリギやないらしい、多分〈修しゆ羅ら奇き兵へい〉やろう、位の見当は俺おれ等らにもついとるんやけど。でもそれやったら、君の身柄は俺等の所に戻ってくるべきやねんな」

「なんだって？」

「君は〈御火槌〉のモノや」

　逆木はそう断言した。

　モノ。お前は人間ではない――そう言われた様な気がした。

　それまでも胸の奥でくすぶっていた怒りが瞬間的に燃え上がる。紅蓮は逆木を睨にらみ据すえながら怒鳴る様に言った。

「な――なんだよ、その勝手な、理屈は！」

「まあそう思うかもなあ、君の立場やったら」

　懐ふところから取り出した板ガムを一枚、口に放ほうり込こんで逆木は言った。

「気持ちはわからんでもない。そやけど、君が本当にその〈修羅奇兵〉の実験体、あるいは完成体やったとして、や。俺等としては貴重な戦力を放置しておく訳にはいかへんねんな、これが。〈御火槌〉は万年人手不足やし、何より単体でヤドリギとやり合えるとなれば、一気に二十人分の戦力増加とも言える訳や」

「……そんな事は」

　俺の知った事じゃないと続けようとした紅蓮に逆木は言葉を被せてきた。

「ましてや呪じゆ術じゆつってのは元々不安定な代しろ物ものでな」

　懐から更さらに一枚――何やら紅蓮の身体からだに貼はられているのと同様の御お札ふだを取り出すと逆木は言った。

「実験体ともなれば尚なお更さらや。君の身体に何が起こるか――分からへん。特に脳にな」

「それは――」

　紅蓮の脳裏に黒い着物を纏まとった少女の姿が閃ひらめく。

　自分だけにしか存在を確認出来ない妹。それが不安定な呪術の結果だというのなら……既すでに紅ぐ蓮れんの脳には異常が生じているのかもしれない。

「俺おれ等らにしてみれば、曲がりなりにも〈修しゆ羅ら奇き兵へい〉唯一の完成体には興味在ある。君の身体からだを調べる事で、こっちでは止まっとった研究を進める事も出来るかもしれへん」

「だからそんなの俺の知った事じゃ――」

「同時にうちの組織なら、君の身体のメンテナンスが出来る可能性が高い」

「…………！」

　さらりと逆さか木きが口にした言葉は、紅蓮を黙らせるに十分な衝撃を伴っていた。

　そうだ。確かにその通りだろう。元々神かん薙なぎの家と呪じゆ術じゆつ研究で競い合っていたというのならば、〈御ミ火カ槌ヅチ〉の中には同等かそれ以上の技術を持った家も在る筈はずだ。

　つまり――

「呪術関連の技術を持っとる所なんて、今の日本やったら宮内庁と〈御火槌〉関係くらいしかあらへんしな。場合によったら」

　逆木は一瞬間を置いた。

　あるいはそれは紅蓮に自分の言葉を染み込ませる為ための演出であったのかもしれない。

「君を、普通の人間に戻せるかもしれへんで？」

「…………！」

「つう事でな。出来れば協力して欲しい訳やが。どうやろな？」

　逆木の言葉は紅蓮の中で――ひどく大きく響いていた。







　プレゼントを見み繕つくろうのはすぐに終わった。

　生徒会のクリスマス・パーティでは男子が女子向けの、女子が男子向けのプレゼントを用意して交換する事になっているそうで、とりあえず琴こと音ねは明あか月つきが『これはどうかな？』と尋ねてくるものについて頷うなずいたり首を振ったりするだけで良かった。

　結局――明月は商店街に在る生活雑貨の店で一風変わったティー・セットを買った。

　まあ可もなく不可もない無難な選択だろう。

　その後も……琴音はそのまま明月の買い物に付き合った。

　さすがに『じゃあもういいですね』とそのまま立ち去るのも冷淡すぎる様な気がしたからである。プレゼント選びが思ったよりも早く終わったので、時間が余っていたという事もある。

　そういう訳で――

「うん。いいねこれ」

「……………」

　時刻は夕方の五時前。

　琴こと音ねと明あか月つきは商店街の端はしの甘かん味み屋に居た。

　買い物に付き合ってくれたお礼に――と明月が御茶に誘ったのだ。

　躊ちゆう躇ちよする琴音の背中を押して甘味屋に入った明月は、断る間も許さずそこであんみつのセットを二つ頼み、『僕のお薦すすめでね』と笑った。

　でもって。

「実にいい。良い買い物をしたよ」

「はぁ……」

　掘り炬燵ごたつ式の席に座っている琴音の前で、明月は先程購入した品を袋から取り出して眺めている。家に帰るまで待ちきれない、といった様子は、まるでずっと欲しかった玩具おもちやを買って貰もらった子供の様だが――そんな彼が眺めているものはというと。

「僕は盆栽が趣味でね」

　そう。盆栽なのである。

　たまたま商店街近くの公園で小さな植木市をしていたのだ。そこで明月は小さな盆栽の鉢を買った。その手の趣味の無い琴音にしてみれば驚く様な値段の代しろ物ものを。

「えと……珍しい……ですね」

　困惑混じりで琴音はそう評する。

　まあ高校生に似合いの趣味とは言い難いのは確かだ。

　しかも正直言って、何が『良い』のか琴音にはさっぱり分からない。枝振りとかなんだとか判断基準は色々と在あるのだろうが――

「じっくり手間を掛けて育てるのが好きなんだよ」

　明月は鉢を回してあちらこちらの角度からそれを眺めている。

「確かに高校生らしくない趣味とはよく言われるけどね。盆栽に限らないけど、この手の『自然を切り取って再現する箱庭』的な趣味は、どうしても小さくなればなる程に、手間暇を掛けないと維持出来ない。自然派志向水槽ネイチヤーアクアリウムなんてのも同じで――まあ結局は、時間と手間が掛かるから、仕事を引退したお年寄りがする事の多い趣味になっちゃうのさ」

「そういう理由が在ったんですか」

　眼めを瞬まばたかせて言う琴音。

　園芸そのものには興味はないが――自分の知らない事を改めて知るのは面白い。そういう知識欲が在るからこそ、この少女は殊更ことさらに努力している自覚も無く、好成績を維持しているのだ。

　それはさておき……

「これもね。ぱっと見た感じはそんなに凄すごいものに見えないだろう？」

「えっと……はい」

　明あか月つきの言う通り、彼の示すその植木鉢の盆栽は、素人しろうとの琴こと音ねから見ても少々侘わびしいというか、もっと端的に言えばしょぼい感じがした。小さく、枝振りも控えめで、全体的に生命力が感じられない。勿もち論ろん、和の心というか、侘び寂さび的な感覚を以もつて見れば、また違うのかもしれないが――

「でもそこに成長した未来の図を思い描くとね、違うものが見えてくる。ポテンシャルっていうか――可能性だね」

「はぁ……」

　つまりはこういう小さな、弱々しい植物を、枝振りの良い豪華な感じに育て上げるのが醍だい醐ご味みという事であるらしい。だがどれだけ手間を掛けても育たないものも在あって、そこの見極めの結果、大いに有望なものが明月の言う『良い』ものらしかった。

「すぐに結果は出ない」

　明月は歌う様に言った。

「必要なのは忍耐と繊細な観察力。そういうものさ」

　微笑ほほえみながら、彼は――

「ところで笹ささ原はらさん」

　一口煎せん茶ちやをすすって言った。

「はい」

「君はどうしてそんなに神かん薙なぎ君に尽くすんだい？」

「…………」

　いきなりの質問に琴音は言葉に詰まった。

　勿論――いつかは聞かれる話だろうと覚悟はしていたし、その為ための答えも大まかにだが用意してあった。出来るだけ納得して貰もらえるような、しかし決して核心には――真実には触れないものを。

　だが……

（――あれ？）

　口にするべき言葉が出てこない。

　心と体がちぐはぐというか――何ど処こかで噛かみ合っていないかの様な。

「…………私は」

　用意していた言葉の代わりにするすると出てくる言葉が在る。

「紅ぐ蓮れんに……罪を償わないといけないんです……」

「ほう。罪――罪ね」

　面白そうに明月が言う。

　琴音は次第に曖あい昧まいになる意識の底で思った。

　おかしい。こんな状態にいきなりなるなんて。

　まさか、この、御茶に、何か――

「それはどんな罪？」

　囁ささやく様に明あか月つきが問うてくる。

　一見優しく。けれどその実――容赦なく。

　まるで哀れな犠牲者に魂の取引を求める悪魔の様に。

「私は…………私が」

　琴こと音ねは震える唇で言葉を紡つむぐ。

「私が彼を……天涯孤独に……したんです……」

「というと？」

「私が…………」

　琴音は痙けい攣れんする様に震えながら言った。

「…………彼の両親を……殺しました…………」

「これは穏やかではないね」

　明月は満足げに笑う。

　いつもの彼の顔、いつもの彼の声、それらに何ら変わりは無い筈はずなのに――まるで琴音は強大な何かの前に引きずり出されたかの様に、ただただ畏い怖ふを覚えて言葉を紡いでゆく。

　まるで神に懺ざん悔げする愚かな罪人の如ごとく。



    

  
    
      



    

  
    
      「私が……火を…………私はただ……彼に……花火を見せてあげたかった……だけ……で…………でも…………あ…………」

　琴こと音ねの両りよう眼めから涙がこぼれ出る。

　その様子を眺めながら――明あか月つきはやはり朗ほがらかに笑って言った。

「なるほど。面白いね。実に――興味深いよ」







　きしり……と音がした。

　硬いものと硬いものが擦れ合う響きだ。

　鼓膜を引っ掻かく様で耳みみ障ざわりなその音が何なのか――ふと振り返った由ゆ奈なは、自分の部屋の窓から見る風景が歪ゆがんでいる事に気付いた。

　いや。違う。

　歪んでいるのは――窓硝子ガラスだ。

「なに……!?」

　愕がく然ぜんとする彼女の目の前で、窓硝子に亀き裂れつが走る。

　そして次の瞬間、窓硝子はそのアルミ製の枠ごと由奈に向けて吹っ飛んできた。

「…………!!」

　これを避ける事が出来たのは全まつたくの偶然だったろう。

　がしゃんと音を立てて硝子が壁に激突し、破片が飛び散る。

　更さらに――

「なに!?　なんなの!?」

　部屋の片隅に置いてあったブラシがいきなり飛んできた。

　思わずかざした手にブラシが当たって、跳ねる。痛みに顔をしかめる由奈に、しかし次の瞬間にはまた、由奈目掛けて本棚の本が飛んできた。

　まるで見えない誰だれかが居て、部屋に居て、次々とものを掴つかんで投げているかの様に。

「なによこれっ!?」

　……紅ぐ蓮れんに振られた。

　自分では彼の恋人になれないのだと――はっきりと告げられた。

　彼の前で泣き崩れたり、喚わめき散らすのはあまりに格好かつこ悪いと我慢して家に帰ってきたが、正直言って受けた衝撃は大きく、気分は沈み込み、何度も泣いていたせいか、記憶が曖あい昧まいな部分すら在ある。ヤケになる事も出来ない程、落ち込んでいるのだと――自分は紅蓮が好きだったのだと気付いて、自身でも少し意外だった。

　だから今日と明日は一日ぼんやりして過すごそうと思ったのだ。

　なのに――これは。

「なんなのよ!?」

　自分は落ち込む事も出来ないのか。

　次から次へと部屋の中のものが由ゆ奈なに向かって飛んでくる。

　これは映画などで観みた事がある――騒霊現象ポルターガイストという奴やつだ。

　だが一体、何な故ぜこんな超常現象が自分の周りに起こるのか。失恋したての自分に、こんな厄介な事態が生じなくても良いだろうに。

　由奈は悲鳴を上げてその場にしゃがみ込む。

　そして――

「…………え？」

　ふと気配を感じて振り返る。

　何か名状し難い匂においの様なもの凝こごっている。

「だ……だれ？」

　由奈が呻うめく様に問いながら視線を向ける先。

　そこには――黒々とした異い形ぎようの人影が、悠然と存在していた。



（つづく）



    

  
    
      
あとがき



　どうも、軽小説屋の榊さかきです。



　ＭＦ文庫Ｊでお送りする新シリーズ「ミカヅチ」をお届けいたします。



　こちらのレーベルにおける前作（「イコノクラスト！」）では、そりゃもう沢山沢山、人は死ぬわ、肉片にされるわ、ヒロインは主人公に無む理り矢や理り●●されるわ、もうありとあらゆる意味で倫理に挑戦するかの様な、重苦しくて言語道断な話を書いていた私ですが。



　当初…………次のシリーズは、反動という訳ではありませんが、一転して明るくしようという目もく論ろ見みがあったりしました。

　そう――何というか、ものすごーく頭の悪い感じの、エロでコメなやつを！　それこそ「榊。もういい。もういいんだ。お前はよく戦ったよ」って生暖かい眼めで見られながら優しく肩を叩たたかれそうな感じに、あざとく、お約束を更さらに発酵させた様なエロコメ系をやってみたいかな、とか。

　あれですよ。魔法の銃に変身する女の子で、えっちをする度たびに魔法が一弾倉分装そう填てんされるとかそういう設定ですよ！　敵も同じ魔銃使いで、倒す度たびに身近に女の子が増えていくんですよ！　全すべての銃を集めると願いが叶かなうんですよ、ハイランダーみたいに！

　最後の敵と戦うのが先か、主人公が腎じん虚きよで死ぬのが先か！　エロエロでハラハラドキドキの物語が今始まる！　みたいな。

　なので「いっそ次世代の新たな萌もえキャラのパターンを考えるぜ！」とか息巻いていたのですが。



　気が付けばなんだか妙に仄ほの暗ぐらい感じのプロットが出来上がっていました。

　おかしいな…………何な故ぜなんだろう。

　べ、別に児童ポルノ法が怖かった訳じゃないんだからね！＜∧ツンデレ



　まあ前述のネタはまたいつか何ど処こかでやるかもしれませんが、それはさておき。



　本作は――いわゆる変身ヒーローものでございます。



　ある意味で『何処かで見たようなモチーフを使って、改めて丁寧に再解釈を挟みつつ組み上げる』という意味では前作と同じといえば同じアプローチかもしれません。

　私自身はあまり特撮系変身ヒーローにそんなに思い入れは無かったりしますが（むしろ子供の頃ころはロボット刑事Ｋとか電人ザボーガーとか、『主人公が変身する』のではない方が好きだったのですよ。つくづく偏かたよっているというかひねたガキだ……）、モチーフとしては常々興味がありまして。



　とりあえず色々頑張ってみましたが、途中で紆う余よ曲きよく折せつ在あって勢い余り、一度書いたものを破棄、全書き直し＆初期プロットを上下巻に分ける、という暴挙に出てしまいました。

　お陰で担当氏と絵師さんにはえらい迷惑をかけてしまいました。



　……というかＭＦの新人賞の授賞式で、偉そうに『プロ作家とは』みたいな話をした直後に原稿落としてりゃ世話ねーわ（溜ため息いき）。



　いやもう、本当にすんません。



　ちなみに本編をお読みになった方は気付いておられる方も多いと思いますが――〈御ミ火カ槌ヅチ〉の大人側キャラクター達たちは、基本的にラノベ作家のモデルがおります。誰だれとは言いませんが（笑）。今後も増えるでしょうが、まあそこらはお遊びというか、マニアックなお楽しみという事で、気にならない人はそのまま読み流してくださいませ。



　いずれにせよ、榊さかき流の『変身ヒーローもの』がどうなるか。

　読者の方々には、おつきあいいただければ幸いです。



　最後に、絵師の中なか村むら龍たつ徳のりさん、担当のＫ氏、そして書き直しの際に意見を下さった同業の神かみ野のオキナ氏に感謝を。



　ではでは、また、次の巻で。





２０１０／２／２　榊一いち郎ろう
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